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序章　不機嫌な彼を見つめて








　新入社員たちが少しずつ社内の雰囲気に慣れ始めた四月下旬の水曜日。

　仕事終わりに居酒屋を貸し切って、新入社員の歓迎会が催された。

　追加のアルコールを注文する声や、それに応える店員の声をＢＧＭに、宮みや内うち依い紗すずはこっそりため息を吐く。

　今日の歓迎会は、久く我が商事の企画部と営業部の合同飲み会だ。

　企画部所属の依紗は、先輩たちの誘いを断りきれず参加中だったりする。

　一層盛り上がる同僚たちから離れ、飲み会が始まった当初から座敷席の隅でチビチビお酒を飲んでいる。

「……はあ」

　グラスをテーブルに置けば、自然とため息が漏れた。

　上機嫌な企画、営業の両部長たちをチラっと盗み見る依紗の心に、陽気な場の空気と違う暗い影が差し込む。

（ここでお酒飲むんだったら、家に帰ってゆっくりしたかったな）

　先輩の誘いを断れなかったことを悔やむ一方、連日の残業から解放された点はラッキーと考えながら、グラスに残ったビールを喉へ流し込んだ。

　

　大学卒業後、幸運にも大手企業である久我商事に入社した依紗は、去年から新入社員の教育係を任されている。

　社会人生活を始めて数年。仕事に邁進する日々を送っているうちに、自分も気がつけば二十七歳だ。

　アタフタしっぱなしだった入社当時とは違う、責任ある立場になって、去年の今頃は気合十分で意気込んでいた。

　そしてこの一年、自分なりに精一杯後輩たちと向き合ってきた。

　だけど現実は理想と違い、上手くいかないことばかり。

　普段と同じ仕事もしつつ、後輩の指導をするというのは、想像以上に大変だ。

　つい自分の仕事を後回しにして、挙句に残業、なんてことも珍しくない。

　そのせいか、依紗はこの一年、息抜きに充てる時間を取れない日が続いている。

（部長が何も言ってこないから、今年も新卒ちゃんたちに色々教えてるけど……このまま教育係続行ってこと、なのかな）

　教育係二年目突入の未来が簡単に想像出来る自分が嫌になり、ついお酒を飲む手が止まらなくなる。

　もう少し自分に回ってくる仕事を減らして欲しい。

　それか、教育係をもう一人くらい増やして欲しい。

　なんて、希望を言って良いかどうかもわからず、連日葛藤続きで答えが見つからない。

「久我―、お前全然飲んでないじゃんかよ。ほら、もっと飲めって！」

　そんな依紗の耳に、同じ企画部で働く男性社員の声が届いた。

　ビールを飲み干した勢いで振り向けば、少し離れた所で飲んでいる見知った顔が目に付く。

「俺はきちんと節度を守って飲んでいる」

　久我と呼ばれた男性は、眉間に皺を寄せ嫌そうな表情を隠しもせず、自分に絡んできた同僚の相手をしていた。

（課長って、普段からとっつきにくいけど、意外とこういう会にはしっかり参加するんだよね）

　グイグイ絡む先輩と、心底迷惑そうな課長のやりとりをぼんやり見つめ、依紗は空になったグラスにビールを注ぐ。

「久我さん……嫌がるなら来なくても良かったのにな」

「……っ！　バカ、聞こえるだろう！」

　そんな男たちから少し離れた場所で、別の社員がボソリと悪態をつく声が聞こえた。

　絡まれている男性の名前は久我匡まさ輝き。

　二十九歳で企画部の課長を任されているエリートだ。そして名前の通り、久我商事の御曹司でもある。

　家柄や後ろ盾に一切甘えず、仕事に関して手を抜かない。自分にも、そして他人にも厳しい仕事人間と社内でも有名だ。

　ワックスで整えられ、所々はねた黒髪は、彼が顔を動かすたび微かに揺れる。

　百八十センチくらいの背丈と、細身の割にしっかりした男らしい身体つきは、仕事中に面と向かって話す際に一瞬相手に圧を与える。

　そんな彼の唇が震えれば、周囲に居る男性社員たちより低めの、どこか耳心地の良い声が聞こえてきた。

　仕事中の彼は、ミスを見つけると相手が誰だろうと容赦なく指摘するせいで、社員たちからあまり好かれていない。

　

「芸能人顔負けのイケメン、将来は親の跡を継いでこの会社の社長まっしぐら……なのはわかるけどね。課長様は、他の男たちと比べて、別格過ぎるから近寄りがたいというか」

　友人兼同僚の吉よし原はら恭きよう子こが、以前休憩中に話していたことを思い出す。

　恭子は、自分の見た目を意識したメイクをばっちり施し、髪型も日によって変えたりとお洒落に気を遣う人だ。

　いつも必要最低限な化粧しかしない依紗と違って、割と派手な見た目をしている。

　彼女とは同期入社で、同じ企画部所属ということもあり仲良くなった。

　半分聞き流していた会話を、どうして急に思い出したのかと首を傾げながら、依紗はまたビールを口にする。

（確かに、課長の口調は普段からキツめだけど……どれも的を射た意見ばかりだから、とても頼りになるし、私はいい人だと思うけどな）

　普段会社で接する久我を思い浮かべているせいか、つい視線が彼の方へ向いてしまう。

　彼は尚も煩わしそうに、自分に絡む同僚の相手を続けていた。

　その姿を遠くから見つめ、つい口元が緩んでクスッと笑い声が漏れてしまう。

　依紗はその視線を、少し離れた席で別の女性と楽しそうに話し込む恭子へ向けた。

（理不尽に怒って、キツいことを言ってるわけじゃないもの。熱心に仕事に取り組んでいるからこその態度なんだよ、きっと）

　久我をイケメンと言っていた彼女に、直接言っても絶対聞き入れられない主張を、こっそり心の中で語り掛ける。

　誰も聞いていない、自分の中だけで消化していく思いを胸に、箸を持ち取り皿に残っていた料理をつまむ。

　多くの社員たちが久我に苦手意識を抱く中で、依紗だけは皆と違い彼を苦手と思ったことは無い。

　依紗自身、久我から注意されたり、怒られたことは何度もある。

　それでも彼を嫌いになれない理由は、頭ごなしに怒ったりせず、ミスを指摘する際の的確さ、わかりやすさのお陰かもしれない。

「あ、これ美味しい」

　その後、依紗の意識は次第にテーブルの上に並ぶおつまみへ向いていく。

　普段自分では作らない料理の数々に舌鼓を打ち、美味しい料理のお陰で久しぶりに飲むお酒が進む。

　意識が完全に食欲へ向いたお陰か、ついさっきまで悶々悩んでいたことなど、すっかり頭の中から消えてしまった。

　そして、自分でも気づかないうちに飲み過ぎた依紗は、人生で初めて酔いつぶれてしまった。







第一章　醜態を晒し続けたら








　途切れた意識がゆっくり浮上する感覚と一緒に、依紗はぼんやり目を覚ました。

（あれ……私、どうしたんだっけ）

　覚醒しきらない頭でまず考えるのは、気を失う前のこと。

　寝起きでまだ上手く頭が働かず、記憶を引き出すのに手間取ってしまう。

　霧でもかかったようにぼんやりする意識のなかで、依紗はふと身体の違和感に気づいた。

　目を覚ましてからずっと、自分の身体が小刻みに揺れている気がする。

　それだけに留まらず、ダランと手足を放り投げて脱力し、自分より大きなナニカに身体を預けている状況を、彼女は少しずつ認識していく。

　コツコツと誰かの足音も聞こえ、ようやく酔いつぶれた自分が誰かに背負われていることを把握した。

　自分を背負っている〝誰か〟をすぐ認識出来ないせいで、何とも言い難い気味悪さと恐怖が、身体の奥からせり上がるのがわかった。

　流石にこのままじゃマズいと思い、モゾモゾ身動ぎしていた時。

「起きたのか？」

　急に足音が止み、代わりに頭上から自分ではない声が降ってくる。

　ほぼ毎日会社で耳にするそれに、依紗は驚くあまり思わず顔を上げる。

　すると、背負われているせいか、後ろを振り向き視線をこっちへ向ける彼と間近で目が合った。

「か、課長！　な、なっ……なんで、私のこと、おお、おぶってるんですかっ！」

　振り返った瞬間、かすかに久我の黒髪が揺れ、同色の瞳が自分を射貫く。

　思わずギョッと目を見開いて声を上げれば、目の前にある顔がかすかに歪んだ。

　久我がグッと顔を離したのを見て、声を張り過ぎたと理解した依紗は、モゴモゴ口籠りながら「すみません」と呟く。

　飲み会の席で一緒だったことは思い出せる。けれど何故自分が彼に背負われているのかまでは、皆目見当もつかない状況だ。

「酔いつぶれたお前を、家まで送れる男が他に居なかったんだ。ほとんどの奴は酔ってたからな」

　小首を傾げていると、久我の口から求めていた答えが聞こえてきた。

　彼は、背負った依紗を抱え直し再び歩きだす。

「ちょ、下してください！　あとは自分で歩けますから！」

　てっきりこの場で降ろされると思っていたせいか、予想外の展開に驚くあまり、上司に背負われたまま慌ててしまう。

　これ以上久我に迷惑はかけられない。

　何より、人通りが少ない夜道とは言え、おんぶ移動は恥ずかしすぎて、これ以上耐えられないのが本音だ。

「あと少しだから我慢しろ。幸い、家が近いと吉原が言っていた。酔い覚ましも兼ねて歩いているから、俺の心配は無用だ」

　しかし、依紗の気持ちを知ってか知らずか、久我の口からおんぶ続行宣言が飛び出す。

　立ち止まる気配は無く、彼は力強い足取りでズンズン目的地を目指し歩き続ける。

　その間、「下してください」とお願いしたり、抗議の意味を込め背中の上でモゾモゾ動いたりしたものの効果ナシ。

　スーツ越しに感じる彼の大きい背中や、項から香る男らしい汗と香水が混ざった匂い、子供程軽くない成人女性を支える無骨な手。動くたびに〝男〟を感じてしまう心に、恥ずかしさと、何とも言えない感情がこみ上げる。

　その後も、一方的に喋って動く依紗を無視し、久我は一切反応を返してくれなかった。

　酔いつぶれた部下を家まで送る。一向に揺らがない彼の決意を感じ、小さくため息を吐いた依紗は降参した。

　

「……ご迷惑、おかけします」

　前ばかり向いて歩く久我の項を見つめて口を開くと、なんとも弱々しい声が出た。

　一向に消えない恥ずかしさも合わさって、一言話すだけでも酷く勇気が要る。

「悪いと思うのなら、暴れず大人しくしててくれ」

「……はい」

　数分ぶりに聞く上司の声は、不思議といつもより少し優しい気がした。

　彼の声に、諦めと一緒に強張った身体からスッと力が抜けていく。

　ポフッと久我の背中に身体を預ければ、自分と違う体温を嫌でも感じ意識させられる。

　誰かに背負われるなんて子供の頃、父親にしてもらって以来かもしれない。

　そんな考えが頭を過ると、より一層羞恥心を刺激される。

　お酒のせいで元から火照っていた身体が、これまで以上に熱を持つ。

　頬と耳の辺りが一際熱いのは、きっと気のせいじゃない。

（家に着くまでの辛抱、家に、着くまで……）

　依紗は、気を紛らわせるように何度も自分へ言い聞かせる。

「宮内、道はこっちで間違い無いか？」

　その途端、しばらく口を閉ざしていた彼が疑問を口にする。

「うえっ！」

　それを耳にした依紗は、不意打ちに驚くあまり、素っ頓狂な声を上げてしまった。

「……上？」

　立ち止まった久我は、首を傾げながらこちらを振り向く。

　丁度街灯の下だったお陰か、今までより上司の顔がはっきり見えた。

　部下の奇声は、何を言っても歩き続けた彼の足を止めるには効果的だったらしい。

　久我は一瞬驚いた様子で目を見開き、数秒後には眉間に深々と皺を寄せる。

　何を言ってるんだ、お前は――。

　そんな心の声が伝わる怪訝な表情を前に、依紗はただでさえ萎縮する身体を更に縮こませた。

　

　

　

「ここはどっちに曲がればいい？」

「……左、です」

　あれから、時々道順を尋ねる久我の声に、依紗はワンテンポ遅れて返事をし続けている。

　仕事の時みたいにすぐ返事が出来ればと思うのに、間近で手招きする誘惑が邪魔をする。

　スーツ越しに伝わる久我の体温が心地良すぎるせいで、依紗はずっと襲い来る睡魔と闘っていた。

　上司の声が聞こえるたび、半分落ちかけた意識が瞬時に覚醒する。

　夢と現実の間を行き来する依紗の意識は、春先の冷たい夜風を頬に感じながら緊張と緩和を繰り返していた。

　

　その後、寝落ちを辛うじて回避した依紗は、久我に背負われたまま自宅マンションへ辿り着いた。

　エントランス前で大丈夫と主張したにもかかわらず、「転んだら危ない」と、引かない上司に、結局住んでいる部屋の前まで運んでもらった。

　ようやく玄関先で下してもらった依紗は、ずっと宙ぶらりんだった足で、通路を踏みしめるように数回足踏みをする。

「課長、わざわざ家の前まで送っていただいて、ありがとうございました」

「気にするな。あ、これ鞄だ。テーブルに出ていたスマホなんかは、吉原が詰めてくれたから問題ないと思うが……明日の朝にでも、中身を確認しておいてくれ」

　改めて久我に向き合い、ペコリと頭を下げる。

　彼は小さく頷き、持っていた依紗のバッグを目の前に差し出した。

　もう一度お礼を言って受け取れば、肩紐の部分があたたかい。

　移動中、ずっと後ろ手で持っていてくれたのかと思って、目の前に立つ彼を見上げる。

「ん？　どうかしたか？」

　背の高い課長の様子を気にして顔を上げた依紗は、首を傾げる彼を目撃した瞬間、流石に見つめ過ぎたと焦った。

「い、色々とお世話になりっぱなしで……なんだか申し訳なくて」

　思わず半歩分後退りながら、ヘラっと焦りを誤魔化すように力の抜けた笑みを浮かべる。

　再度お礼を口にする依紗に、久我は苦笑いを浮かべ「だから、気にするなと言っただろう」と小さくぼやく。

（……っ！　課長も、こんな表か情おするんだ）

　仕事中、眉間に皺を寄せることはあっても、彼は滅多に表情を崩さない。そんな上司が初めて見せた顔を直視し、依紗は驚きのあまり一瞬目を見張った。

　

「そんなに心配しなくても大丈夫ですって……」

「ここまで来たんだ。宮内が家に入って、しっかり施錠したのを確認してから俺は帰る」

　その後、一向に帰らない久我の姿に首を傾げれば、子供を見守る親のような発言が聞こえ、依紗は心底驚いた。

　とは言っても、一度決めたら意見を曲げない彼の性格は日頃から知っている。

　あまり待たせない方がいいと判断した依紗は、急いでバッグから鍵を取り出し、久我の方へ向けていた身体を反転させる。

（課長って……こんなに心配性だったっけ？）

　いくら酔いつぶれた部下を送り届けたと言っても、もう帰って良いだろうに。

　そんなことを思いながら、鍵を持った手を鍵穴へ近づけていく。

「あれ？」

　きちんと家の中へ入ってから、今度こそ課長を見送ろう。

　なんて思いを抱き差し込もうとした鍵は、上手く鍵穴に刺さらなかった。

　酔いが覚めきっていないせいか、手元がおぼつかない。

　何度挑戦しても、カツカツと先端が鍵穴の周りにぶつかるだけだ。

　久我を待たせている焦りから、余計に手元が狂う。

「ああ、もう……しっかりしろ！」

　そんな状況により一層困惑した瞬間、背後から呆れと苛立ちが混ざった一際大きな上司の声が聞こえ、ほぼ同時に、鍵を持った依紗の右手を掴む大きくて無骨な手が視界に入った。

　――ガチャ。

　手を包むそれが久我の手と理解したのは、苦戦していた鍵開けがあっさり成功したのとほぼ同時だった。

　鍵が開くと、すぐに彼の手は離れていく。依紗はそれを追いかけて振り向き、お世話になりっぱなしな上司を見上げた。

　そして、再度頭を下げてお礼を口にし、今度こそ家の中へ入ろうと身体を反転させる。

「……っ」

　そんな家に入りたい彼女の気持ちとは裏腹に、一歩踏み出した足はおぼつかず、通路で身体をふらつかせるだけだった。

「全然大丈夫じゃないだろう。……ほら、肩を貸すから掴まれ」

　通路でたたらを踏む部下の姿に、久我の口から盛大なため息が漏れた。

　背後から聞こえる上司の声には何も反論出来ず、肩を貸してもらった依紗は、ようやく家の中へ入っていった。

　

　本気で転びかねないとぼやく久我に支えられたまま、自宅の長くない廊下を歩く。

　何度平気だと伝えても、課長からの返事が「寝室はどこだ」の一点張りだったので、どうしようもない。

　寝室に到着すれば、久我は依紗を支えたままベッドまで行き、彼女を枕元に座らせる。

　ようやく腰を落ち着けた部下を見届けると、彼は自分から離れた。その様子に依紗の心から、散々迷惑をかけた申し訳なさが溢れてくる。

（こ、今度こそっ！）

　本当に別れの挨拶をしなければ。そう思って口を開いた依紗が目にしたのは、何故か目の前で仁王立ちになりこちらを見つめる上司の姿。

「こんなに泥酔するまで飲むなんて……」

　目が合った瞬間、久我はもう一度ため息を吐き、小さな声で「待っていろ」と言い残し、一人寝室を出ていった。

　

　自分の家に帰ってきたのに、まったく寛げない。

　待機命令を律儀に守る依紗は、寝室のドアを凝視しながら内心困惑していた。

（ああ、もう！　どうして今日に限って課長に迷惑ばかりかけてるんだろう）

　頭を抱えながら思い出すのは、所々曖昧な飲み会の記憶。

　同僚たちが騒ぐ様子を眺めて、時々友人の恭子とお喋りをし、ほとんど一人で飲み食いしていたのは、間違いない。

「……最悪だ」

　泥酔した挙句、帰宅中数々の失態を晒したことも思い出した。

　この場で待機を命じられた以上、彼はまだ帰らないのかもしれない。

　間違いなく叱られると、想像するだけで依紗の気分は落ち込む。

　謝罪の言葉を悩み、過去の自分の醜態を後悔し、やっぱり怒られるのは怖いなと、ウジウジ悩み続けること数分。突然ガチャッとドアが開く音が聞こえた。

　反射的に顔を上げれば、出勤前に洗って水切りカゴへ入れたグラスを手に久我が戻ってきた所だった。

「ほら、水でも飲めば少しはすっきりするはずだ。グラスを使わせてもらったぞ」

　なんて言いながら、彼はベッドに座る依紗の目の前までやってきた。

　差し出されたグラスを思わず受け取ったものの、予想外過ぎる展開に唖然とするあまり、なかなか水を飲む気になれない。

「…………」

　水を飲まず、お礼や文句を言うわけでもなく、ジッとグラスを持った手元を見つめる依紗。

　そんな彼女を前にした久我は、おもむろに部下の前へ膝をついた。

「か、ちょう？」

　また想像と違う行動をとる上司の姿も首を傾げると、今度は久我が口を開く。

「お前が悪酔いするまで飲むなんて……何か悩み事か？」

「……っ！」

　いきなり確信を突かれた依紗は、驚くあまり大きく目を見開いた。

　彼のとても優しい声は、泥酔した部下を心の底から心配するもの。普段の厳しい言動とは、何もかも真逆な様子に、驚くなと言う方が無理だった。

「今まで、宮内は何度か飲み会に参加してるだろう？　いつもは少し酔う程度で、自力で帰っていたよな。そんなお前が、こんな風になるなんて、おかしすぎる」

　いつも会社でミスを指摘する時よりも柔らかい眼差しをした久我が目の前にいる。心配そうに揺らぐ黒い瞳を前に、依紗の心までグラリと揺れる。

　現状を的確に言い当てられてしまい、ただただ困惑するしかない中、不意にドキッと一際大きく心臓が跳ねた。

　どう返事をするか考えるだけで精一杯な依紗には、唐突な鼓動を気にする余裕は無い。

（散々迷惑かけたこの状況で、仕事のことで悩んでる……なんて、言えるわけ無いし）

　目の前に跪いたまま動かない上司をチラチラ見つめながら、彼女は頭を悩ませる。

　きっと正直に話せば、彼なりの対策を考えてくれるだろう。今まで依紗が接してきた久我課長はそういう人だ。

　だけど、平社員の自分より忙しい彼の手を煩わせたくない。そんな想いが閉じていた唇を衝動的に開かせる。

「じ、実は、その……なかなか彼氏が出来なくて」

　酔った勢いも手伝って、依紗はヘラっと力ない笑みを浮かべ、おちゃらけるように小さな嘘を吐いた。

　言葉を発した瞬間思い出すのは、今日の飲み会で恭子とお喋りをしたひと時の記憶。

　

　飲み会の席で、依紗が酔いつぶれる少し前の事だった。一人酒を散々楽しんで、かなり酔いが回っていた彼女のもとに、他の社員と話をしていた恭子が戻ってきた。

　そこから二人で他愛もない話をしていれば、恭子が不意にお喋りを止めジッとこちらを見つめてきた。

「恭子？」

「依紗さ、相変わらず彼氏作ろうとか、考えたりしないの？」

　熱視線に首を傾げれば、唐突に恋愛絡みの話題が友人の口から飛び出した。

　驚いた依紗は、全力で首を横に振りノーと返す。

　ただでさえ、毎日仕事で忙しいのに、恋愛に割く時間の余裕も、心の余裕もない。

「仕事ばかりじゃ息が詰まるんだから、少しは息抜きに……恋人探しでもしてみれば？」

　きっと、恭子なりの気遣いなのだ。けれど、今の依紗には恋人など考えられなかった。

　探すにしても、恋愛経験の無い時点で色々ハードルが高すぎる。

　親切心から出た友達の言葉に、曖昧な笑みを浮かべ心に芽生えたモヤモヤをお酒で流し込む。

「恋人探し……の前に、依紗はまず自分磨きか！　元は良いんだから、もう少しお洒落してみたら？　気分も上がるよ」

　ゴクリと喉を鳴らせば、恭子の口から追撃とばかりに言葉の刃が飛び出した。

　お酒の入ったグラス片手に、バシバシと依紗の肩を叩く恭子。

　ケラっと笑いながら「今度一緒にコスメ買いに行く？」なんて声をかけてくる友人の姿に、依紗は目尻を垂らし、口角を上げて小さく笑う。

（大きなお世話だから！）

　小さな親切、大きなお世話とはよく言ったものだと内心ため息が漏れた。

　毎日仕事しかしていない自分を気にかけてくれることは、とても嬉しい。

　だけど今は、素直にその優しさを受け入れる余裕は無いと、グラスに残っていた酒を一気に呷る。

　その後、数分もしないうちに酔いつぶれ、依紗は眠るように意識を失っていた。

　

　意識を失う少し前の記憶が頭の中によみがえった。

　一旦心を落ち着けて、胸中で恭子に感謝しながら、依紗は更に言葉を続ける。

「ほら、私って見た目が地味だし、全然可愛くないじゃないですか」

　一度口に出せば、あとは簡単だった。

　小さな嘘を一つ吐いて、残りは自分の素直な気持ちを苦笑交じりに話していく。

　これまで一度も染めていない黒髪を、仕事の際依紗はヘアゴムで束ねている。

　他の同僚たちのように、色を明るくしたり、編み込みでお洒落をしたりせず、首元でまとめるだけ。

　化粧も社会人として必要最低限なものしかしていない。

　コスメに詳しく、化粧映えする恭子と一緒に、休日外へ出掛ける時は、毎回出会い頭に劣等感に襲われる。

　お洒落にまったく興味が無いわけじゃない。だけど依紗は、忙しさを言い訳にして、自分磨きに時間をかけてこなかった。

　自分の気持ちを話す中で、つい、恋愛経験が無いことも無意識に話してしまった。

　それに気づいたのは、自分を見上げる久我が驚いた様子で目を見開く姿を見た後。

　一度口にした言葉は取り消せず、彼女の声は次第に小さくなっていく。

（うん、私……色々喋り過ぎた気がする）

　素面の時より頭が回っていないのか、恋愛絡みの愚痴を色々零し過ぎたと、新たな失態に落ち込み、今さらながら恥ずかしくなる。

　しかも、久我の顔を見て話し始めたはずなのに、いつの間にか俯き、目線は膝の上に乗った自分の手を見つめていた。

　所在なさげに両手を組む依紗を見ても、久我からの反応は何も返ってこない。

　一抹の不安を抱いた依紗は、上司の様子が気になるあまり恐る恐る顔を上げた。

　すると彼は、自分が愚痴をこぼす前と変わらず、そこに跪いていた。

　何があったと心配そうだった表情が、一変してキリッと真面目なものになっている。

　二人の間に数十センチはあった距離が縮まり、先程よりも近くに久我の顔が見えるのは、気のせいだろうか。

「俺はすごく可愛いと思うけどな」

「……へ？」

　仕事モードの時と同じ表情の彼と目が合い、内心一人でアタフタする依紗の耳に届いたのは、厳しい表情と違う優しい声だった。

　聞き間違いかと思うあまり、気の抜けた声で聞き返してしまう。

　ポカンと間抜けな表情を浮かべる依紗を前に、久我は目尻を下げて笑い、もう一度口を開く。

「宮内は全然地味じゃない、素材が良いんだ。化粧も今のままでいい。これ以上したら……他の男たちがお前の良さに気づく」

　真剣な顔で、彼は何を言っているのだろう。

　いつも会社で厳しい言葉をたくさん紡ぐ口から、スラスラ零れる誉め言葉の数々に、依紗は唖然としっぱなしだ。

「内面も、外見も、お前の良さを誰よりもわかってるのは……俺だけで十分だ」

（何を、言ってるの？）

　普段から仕事人間のイメージしかない上司からは、想像すら出来ない言葉を投げかけられている。

　なんて漠然とした状況をなんとか理解した依紗は、やっぱり自分の耳がおかしいのかもと思い、もう一度聞き返そうと喉元まで声を押し上げた。

　先程よりしっかり「えっ？」と、口にしかけたはずなのに、彼女が声を発するよりも先に、ジッと自分を見つめる男の唇が小ぶりな口元に重なった。







第二章　微睡みの夢と現実








「……っ！」

　混乱の真っただ中、突然唇を奪われた依紗は、喉の奥で声にならない悲鳴を転がしながら、大きく目を見開く。

　普段、厳しい言葉ばかり発する上司の口から紡がれる、耳慣れない甘い囁き。

　それが自分へ向けられたものと認識出来ても、受け入れるまで上手く頭が回らない。

　しかも、混乱の最中にファーストキスまで奪われたせいで思考は停止し、頭の中が真っ白になっていく。

　まるで石像のように固まる依紗をよそに、久我は重ねていた唇を離した。

　唖然と自分を凝視する部下を見つめ、一瞬クスッと微笑んだ彼は、再び依紗の唇に自分のそれを重ねる。

　今度は一度目より優しく、啄むように唇を奪われ、遠のきかけた依紗の意識は引き戻された。

　チュッとわざとらしいリップ音を立て、久我が唇を再び解放した瞬間、後手に回っていた彼女の状況把握がようやく追いつく。

　理解した途端、依紗は激しい羞恥に襲われ、熟れたリンゴのように顔を真っ赤に染めた。

「か、ちょう……なんで……？」

　一向に消えないどころか、増幅し続ける困惑に翻弄されながら、解放されたばかりの唇を動かす。

　すると久我は、クスッと小さく笑って「これでも、わからないのか？」なんて小首を傾げてくる。

　予想外の返答に戸惑いが増せば、無意識にコクコクと頷いてしまう。

「宮内」

「……？　何……んっ！」

　そんな時、突然呼ばれた名前に反応して動きが止まった。久我はその瞬間を逃がさず、声を出そうとする依紗の唇に自分のものを重ねる。

　その後も、目を白黒させる依紗の唇を啄む口づけが止まらない。

「か、ちょ……ん、ふ」

　ストップをかけようにも、口に出すより先に声ごと吸い取られてしまう。

　角度を変え、執拗に繰り返されるキスのせいで、頭の中が余計真っ白に、そしてだんだんフワフワしていく。

　キスは止まず、抗議の声も小さくなり始めた頃、不意に久我が突き出した舌でツンツンと依紗の唇を悪戯に突いた。

　熱い舌先が唇を掠める感覚に、思わず身体が震える。

　ついさっきまで、ベッドの上に座る自分が彼を見下ろしていたはずなのに、いつの間にか交わる視線の向きが逆転していた。

　彼が腰を上げて軽く立ち上がった瞬間に気づけなかった依紗は、ぼんやりした頭で久我を見上げる。

　ほぼ同時に、太い腕が依紗の背中に回り、彼の方へ優しく腰を引き寄せられる。

　より一層近づく距離に、小さく息を呑んだ依紗がパチパチと瞬きをした。

　その隙を突くように、彼女の黒髪を首元で縛っていたヘアゴムが解かれ、一度も染めていない艶やかな髪が身体の震えに合わせ小刻みに揺れる。

　数秒後、久我はどこか満足げにチュッとリップ音を響かせ離れていった。その姿を見つめる依紗の瞳は、不思議と熱っぽくなる。

　たった数センチ離れただけの唇を、依紗が無意識に目で追いかければ、その艶やかな髪を無骨な手が優しく撫でていく。

　その心地よい手つきに思わず目を細めると、離れたはずの唇が彼女の耳元へスッと近づいた。

「口を開けるんだ」

「……っ」

　不意に、艶を含んだ低音の命令が聞こえ、身体の奥がズクンと強く疼く。

　突然の甘い疼きに、依紗の口からは小さく「あっ……」と声が漏れ、同時に閉じていた口が開く。

　次の瞬間、待ってましたと言わんばかりに、すっかり火照った久我の舌が依紗の口腔内へ容赦なく侵入した。

　

「ん！　んっ、んんっ！」

　上司の行動に驚いた依紗が抗議の声を上げるものの、久我の舌が邪魔をして上手く声を出せない。

　咄嗟に目の前にある上着を掴んでしまったが、口内を蹂躙する舌が生みだす甘い刺激と、気を抜けば絡めとられる勢いに、依紗は自分が今掴んでいるものに気付く余裕が無い。

　しかも、二人分の唾液が徐々に溜まっていく口内で、久我に呆気なく囚われた舌が、擦れるたびに疼いてしまうのだ。

　――クチュ、クチュ……ピチャッ。

　舌同士を絡めたり、擦りつけられると、その都度いやらしい水音が響く。口内から鼓膜、そして脳へダイレクトに聞こえる音は、依紗の羞恥心を余計に煽っていった。

（どうして……こんなこと！）

　その後、上着を掴む手は離れるどころかますます強く生地を握りしめ、抗議の声を出せば限界を超えて溢れた二人分の唾液が依紗の口元、そして顎を濡らしていく。

　酔いが抜けきらない状態で、立て続けに起きる出来事の数々に、彼女の頭の中にかかったモヤは濃くなり、意識を不鮮明にする。

（ダメだ……こんな、ダメ、なの、に……）

　威勢の良かった抗議の声もだんだん弱々しくなり、間隔も長くなっていた。

　過度な熱に浮かされ、クラクラするあまり、逃げまどっていた舌の動きもいつの間にか止まり久我からの愛撫を受け入れている。

　そんな最中、ずっと重なっていた唇が離れていくのを感じて、胸の奥が小さく疼く。

　すると、上司の顔はすぐ間近で動きを止め、たった数センチの距離で、二人はお互いを見つめ合う。

「苦しいだろう？　飲んでいいぞ」

「……ん、っ」

　ぼんやりしていると、命令口調なのにとても優しい囁きが聞こえ、依紗は言われるまま、口内に溜まった唾液をコクリと素直に飲み込んでいく。

　その間、喉元に意識を向ければ、ギシッとベッドが軋む音が鼓膜を震わせる。

　何事かと思って目線を戻すと、目を離した隙に彼がベッドに両手をついて上がってきた。

　依紗は一瞬驚いたものの、上司を咎めたりせず、再び重なった唇とそこから伝わる熱を受け入れる。

（私……課長とキス、してるの？　キスって、こんなに優しいものなの？）

　戸惑いが消えないものの、依紗は自分の唇を塞ぐ熱を不快とは思えず、一度受け入れたそれを今さら拒絶する気にもなれない。

　それどころか、自分を慈しむような感覚が唇を通して伝わってくる気さえするから不思議だ。

　啄むように何度も唇を食む久我からのキスは、寝室内にリップ音と微かな水音、そして吐息を響かせる。

（あたたかい……気持ちいい……）

　酔いが回ったせいで鈍くなった脳から、現状に対する違和感や理性が吸い出されていく。

　その感覚を嫌と感じない依紗の意識は、次第に目の前にいる上司へ集中し、唇から与えられる心地よいぬくもりを求めた。

　与えられる熱を受け入れるだけだった依紗は、ぎこちないながら彼の唇をゆっくり食んでいく。そして、更なる熱と快感を求め、気づかないうちに脱力していた両腕を動かし、すぐそばにある首へ巻き付けた。

「……っ！」

　キュッと依紗が抱きつけば、唇が離れた一瞬彼が息を呑む。

　突如積極的になった彼女の行動に、久我は驚いたようだ。

　だけど数秒もすれば嬉しそうに目を細め、依紗が座るベッドの上に、そっと彼女を押し倒した。

　

　横たわる依紗へ覆いかぶさった久我は、彼女に次々と新しい快感を与えていく。

　羞恥心が消えずに震える唇へ何度もキスをされ、火照って赤くなった耳へ伸びた舌が、わざと水音を立てて表面をなぶっていく。

「課長……くすぐった……んんっ」

　未知の快感はどこかくすぐったく、依紗は途切れ途切れに声を発した。

　そんな声に耳を貸さず、久我は部下の裸体を包むブラウスへ手を伸ばす。

　プチプチとボタンを丁寧に外していき、露わになった膨らみをしばし眺めた彼は、躊躇わずに少々汗ばんだ素肌にも舌を這わせた。

「ん……ふぁ、あんっ」

　不規則な愛撫は、依紗の中に残る理性をどんどん押し出し、代わりに快感を教え込んでいく。

　久我の舌が肌をなぞるたび、身体は自分の意思に関係なくビクビク震え、口からは何度も甘い吐息が漏れる。

　襲い来る快感を逃したくて、シーツを掴んだり、何もない宙に腕を伸ばしてみるものの、まったく効果は無かった。

　依紗がジタバタと反応すればするだけ、久我からの愛撫が激しくなるから厄介だ。

　彼の熱い舌にばかり気を取られている間に、スーツの上着もブラウスも脱がされ、気づいた時には胸元の締め付けまで消えていた。

「ふぁ、はあ……ダメ、やめ……あんっ、んん」

「はあ、ふう……」

　久我の愛撫にビクビクと依紗が反応するたび、窮屈な下着から解放された白い乳房が揺れる。

　その柔肌を一度持ち上げるように掴んだ彼は、ゆっくりと目の前にある胸を揉みしだいていく。

　時々依紗が抗議の声を上げているにもかかわらず、久我の愛撫は止むどころかどんどん大胆になった。

　へそ周りを舐めていた舌が、ムニュムニュと形を歪に変える胸へ向く。

　ぷっくりと膨らみ始めた赤い蕾の表面を一舐めすれば、また依紗が可愛らしい啼き声を上げた。

「あ、あんっ、はぁ……そこぉ、だめ、だめな……ああっ……ん、ふぅ」

「んっ、ちゅ……はあ」

　彼女の口から零れる抗議の声は次第にか細くなっていき、嫌々と首を左右に振る動きも小さくなるばかり。そのまま時間が経つにつれ、与えられる快感を素直に受け入れ始めた。

　そんな依紗の様子を見た久我は、両手で不規則に胸を揉みしだきながら、彼女の耳元へ顔を寄せる。

「お前は、すごく可愛いよ」

「……っ！」

　次の瞬間、ダイレクトに脳へ届いた囁きに驚くあまり、ビクッと身体が跳ねる。

「真面目で、頑張り屋で……俺がいくら小言を言っても、へこたれないしな」

　聞こえてきたのは、自分の耳を疑いたくなる鬼上司からの賛辞だった。

「か、ちょ……何を……ああっ！　あっ、やぁん、ふぁあ……」

　囁きと共に愛撫が止まる。その隙に反論をしようと口を開くが、依紗の発言を遮るように、コリっと乳首を摘ままれ、一瞬で意識が口元から胸へ移動する。

「でも……時々、人気の無い所で泣いてるだろう」

「な、なんでそれを、ひゃあんっ！」

　お構いなしに続く久我の囁きに戸惑いを覚え、依紗は必死に言葉を発する。

　だけどその度に、胸を揉まれ、お腹を撫でられ、不意を突いてやってくる快感は依紗を喘がせてばかりだ。

　自分の喘ぎ声に紛れて聞こえる上司の声に、これまでと違う戸惑いが、心の中で小さく芽吹くがのわかる。

　久我の言う通り、依紗は時々人目を忍んで泣いている。提出した書類や企画書、自分の仕事に対する指摘を受け、どうしても悔しさや虚しさに耐えられない時は、こっそり一人になれる場所へ向かうのだ。

　誰にも知られていないと思っていたのに、一番知られたくない相手に気づかれていたなんて。

　そう考えると、身体の奥から恥ずかしさが湧き上がってくる。

　羞恥心と言う名の熱は、あっという間に艶めいた声へ変わり、喉を通って外へ放出された。

「本当なら……すぐにでもお前を抱きしめて、助けてやりたかった。でも、他のやつらと同じように、お前も俺を怖がっているんじゃないかと思うと……」

　喘ぎ続ける依紗の耳に、自分の嬌声と混ざった久我の声が聞こえる。

　二人の声が時々重なるせいか上手く聞き取れず、きちんと理解出来なかった彼の独白。内容をすべてわかったわけじゃないのに、どこか寂しげな声だけが妙に耳に残った。

　

　上司の指摘に反論出来ないまま喘ぐ依紗の身体を弄ぶ久我の愛撫は、時間が経つにつれ過激さを増していった。

　最初はチロチロと胸の突起を舐めるだけだった舌が、乳輪や乳房全体、そして腹部へと上半身全体を舐め回していく。

　そして遠慮なく乳房に吸い付くと、出もしない母乳でお腹を満たすように、力強くいやらしく喉を上下させる。

「アンッ、ふぁ……かちょ……ダメで……ああっ」

　どこか甘えるような久我の行動を間近で見せつけられた依紗は、言いようのない恥ずかしさに耐え切れず、必死に顔をそむけた。

　だけど同時に、恥ずかしさとは違う感情も彼女の中で沸々と湧き上がる。

　羞恥心以上に言い表せない〝ソレ〟が、愛しさや母性本能に近いものだと、依紗はまったく気づかず、何故そんな気持ちになるのかもわからず、自分を襲う快楽に喘ぐだけだ。

　最初、脱がされたのは上半身だけだったはずなのに、依紗が気づかないうちにスカートもストッキングもずり下されていて、両方とも膝の辺りに留まっている。足をバタつかせても上手く動かせない。

　緩い拘束でもされているような心のモヤつきを感じたものの、すぐに依紗の意識は強制的に別のものへ向いた。

「ひゃあっ」

　未だ唯一身に着けている下着の中へ何かが侵入する感覚。そして、こちらの不意を突くように自分でもあまり触れない秘部を撫でられたせいで、驚くまま小さな悲鳴を上げる。

　入浴中身体を洗う時くらいしか触ったことのない〝ソコ〟を、久我に触られている。

　その事実を認識した途端、これまで以上の羞恥心に襲われ、嫌々と勢いよく首を横に振った。

「そ、んなとこ……さわっちゃ……っ、ンン、ふ」

「嫌がるな。ほら、気持ちいいだろう？」

　けれど、こちらの訴えは受け入れられず、舌を絡めあう濃厚なキスの時とは違う粘着質な水音が股下から響くのがわかった。

　音の原因が、散々久我に翻弄され、無意識に蜜壺から溢れた愛液だと気づかない依紗は、絶え間なく襲い来る恥ずかしさに混乱してばかり。

　無意識に閉じていた目を開けると、すぐそばに上司の顔が見えた。

「ああっ……課長、やめて……くださ、んっ、はあ」

　抗議の声を上げたい一心で喉を震わせると、出てきた声は弱々しく、股下から全身を駆け抜ける甘い快感のせいで上手く言葉を紡げない。

　たっぷり愛液が染み込んで、すっかりぐちょぐちょになった下着は、もう本来の役目を果たしていなかった。

　ただの布切れと化したそれを、久我は愛撫を続ける右手甲で押しのけ、彼女の素肌すべてを自分の眼下に晒す。

　止めどなく溢れる愛液をまとった彼の指が、割れ目に侵入し襞ひだの縁をなぞっていく。

「ひゃああんっ！」

　上下する指は、時折ぷっくり膨らみ始めた秘豆の表面を擦り、一際強い快感を生み出した。

　それが全身を駆け巡った瞬間、一際大きな喘ぎ声が依紗の口から零れ落ちる。

（や、やだっ！　何これっ！）

　突然の快感に困惑する中、ビクビクと身体を震わせる依紗の喘ぎ声は、次第に抑えきれず声量が増していった。

　まるで自分じゃない誰かが喘いでいるような甘ったるい声や、身体の中で燻ぶり、時折小さく爆ぜる快感。

　これまでに味わったことのない感覚が、未知の恐怖と一緒に彼女を襲った。

　すると、恐怖に怖気づくまま無意識に腰を引く依紗の耳に、また上司の甘く優しい囁きが届く。

「そんなに怖がらなくても、最後まではしないから安心してくれ。お前は、俺に身を任せてそのまま気持ちよくなっていれば良い」

「……？　ほんと、ですか？」

　久我の声を聞き、瞬きをしながら視線を向ければ、愛撫を止めジッとこちらを見つめる彼と目が合った。

　頭が混乱するせいで、何を言われているかよくわからない依紗は、彼が口にした言葉に縋るように、生理的に潤んだ瞳で久我を見上げ問いかける。

　まだ酔いが残るせいか頭の奥がフワフワして、起きているのに、意識がはっきりしない。

「ああ。どうせこれは……夢なんだから」

　そんな依紗の耳に久我の声が届き、思わず顔を向けると、かすかに微笑む彼がそこに居た。

（課長が、こんなに優しいなんて……私に、エッチなことしてるなんて……そうか、夢だから、だよね）

　笑顔の彼も夢の中にいる幻と思い込む依紗の唇に、久我は魔法をかけるようにキスを落とした。

　

　一度止まった愛撫が再開されると、戸惑いが消えない依紗の身体から徐々に余計な力が抜けていった。

　その影響か、必死に押し殺していたはずの喘ぎ声が今では寝室に響く。

「ああっ、は……んんっ」

　愛液にまみれた久我の太い指は、指先が触れる秘豆を優しく叩き、強弱をつけて擦り上げる。

　徐々に快楽に身を委ねていく依紗の喘ぎが大きくなれば、愛撫で膨らみだす粒の周りをクルクル撫で、意地悪く与える快感を弱め、大小様々な刺激を与えた。

　自分の指に合わせてピクピク震える彼女の様子を、久我は楽しげに見つめる。

　依紗の胸を揉みしだく手の動きを速めたかと思えば、既に唾液塗れの突起を指で摘まみ、コリっと赤い実を抓っていく。

「あああっ！」

　ほのかに痛みが混ざった強烈な刺激に、依紗の口から一際大きな嬌声が上がる。ニッと口角を上げる久我の悪戯な愛撫は、彼女を人生初の絶頂へ導いていった。

　依紗は弓なりに身体を反らせながら、一人果てる。

「はぁ……はぁ……」

（何、今の――）

　自分を唐突に襲った言葉に出来ない衝撃に驚くあまり、脱力した身体をベッドに沈め乱れた呼吸を整えるだけで精一杯だった。

「クスッ……ほら、見えるか？」

　放心状態の彼女をしばし見つめた久我は、ずっと秘部を苛めていた手をおもむろに上げ、依紗の目の前へ移動させる。

　指から指の股、そして手のひらと、彼の手は愛液という名の蜜でべっとり濡れていた。

「ん、ちゅ……はあ……」

「……っ、な、何を」

　まるで依紗に見せつけるように、彼は愛液で濡れそぼった自分の手に舌を這わせていく。

　明るい室内、しかも間近で見せつけられるわざとらしい行為に、反応する声が震える。

「ん、んっ……すごく美味い」

　その反応知ってか知らずか、久我は依紗から溢れた蜜を入念に舐めとる。

　そして――。

「やっぱり依紗は最高だ」

　手元を見ていた視線を、呆然と横たわる依紗へ向けかすかに微笑む。

「か、課長、止めてください。そんな、汚いですっ！」

　目が合った瞬間、どこか妖艶さすら感じ、無意識に目が離せなくなった彼の行動の意図を理解した。

　身体の奥から湧き上がる恥ずかしさを我慢できず、依紗はアタフタと狼狽える。

　久我に名前を呼ばれたことに気づかず、彼女の頭の中は、自分の身体から出たモノを喜々として舐める上司のエロティックな姿でいっぱいだった。

　いっそのこと、まだあまり力が入らない腕を無理やり動かして、彼のベトベトになった手を掴んで止めさせるか。

　なんて事まで考える依紗の視界から、久我の手が消えた。

　彼はもう一度依紗の蜜口へ手を伸ばし、今度はその上にあるぷっくり熟れた秘豆を責め立てる。

「か、ちょ……ひゃあああっ！」

　急に目の前から彼の手が消えたことに戸惑っていた依紗は、たくさんの愛撫で少しばかり膨れたそこを強く摘ままれ、二度目の絶頂を味わった。

　

　立て続けに二度も達した依紗が、更に脱力しぐったりとベッドに横たわる。

　そんな彼女の膣は疲れなど知らず、物欲しげにコポリと愛液を垂らし、太ももを淫靡に濡らしていく。

　その様子を見た久我は、はあはあと肩で息をする依紗の真横、彼女から見て左隣に寝転がり、そのまま身体を寄せる。

　そして、ベッドシーツに染みを作るそこへ三み度たび手を伸ばし、今まで表面ばかり触れていた指を、彼女の膣内へゆっくりと挿入しだした。

「ああっ、や……っ、課長、何を」

「どうだ？　こうすると、気持ちいいだろう？」

　秘部を愛撫する左手を止めず、空いている右腕で依紗を抱き寄せた久我は、強すぎる快感に子犬のように震える彼女の目元に何度もキスを落とした。

　既に二回もイったお陰か、依紗の蜜口は難なく無骨な指を受け入れていく。

「ああン！　やめ、だ、め……っ、課長ぉ」

「嫌がってる割に、お前のナカはうねって俺の指を離さないぞ？　ククッ、不思議だな」

「や、やだ……ひゃあ、ンああっ」

　まったく予期しなかった事態に抗議の声を上げたものの、久我は膣内で指を折り曲げ、抽送を続ける。耳元に寄せられた唇からは、心底楽しげな笑い声が聞こえた。

　ジュブジュブとナカがかき回されるたび、依紗は絶えず甘い声で喘ぎ、縋るように目の前のスーツを掴み、襲い来る快感に震える。

　そのまま時間が経つにつれ、最初は一本だけだった指が、二本、三本と増えていく。ナカで律動する指が増えるにしたがって、善がる彼女の反応はより一層淫らになり、久我を興奮させる。同時に、依紗の中にある理性や羞恥心は、瞬く間に溶けていった。

「ふぁ、はっ……そこ、だめ……ンンッ」

「ククッ……〝ダメ〟じゃなくて、〝気持ちいい〟の間違いだろう？　ほら、素直に言ってみろ」

　最初に挿入いれた指の皮膚がふやけ始めたことも気にしない。

　そんな久我の執拗な愛撫に終わりは見えず、依紗は抱き寄せられたまま、縋るように彼の服を掴む。

　お互いに横向きの体勢になり、スカートとストッキングが邪魔で動きが不自由な依紗の脚の間に、強引に彼が片足を割り入れた。

　すると久我は意図的に、依紗は無意識に自ら相手の脚に自分のそれを絡めていく。

　依紗が乱れるたび、シーツには数えきれない皺が出来た。そして彼女から溢れ出た愛液が、久我が着るスーツの袖口とズボンの内もも周辺にも染み込む。

　だが二人共、そんなことはお構いなしにただ目の前にいる相手だけを見つめ、どちらからともなくキスを交わす。

「ん、ふ……ほら、今指が何本入ってるかわかるか？」

「そ、そんなのわからな……あぁああっ！」

　不意に、久我は膣内に収まった三本の指を一際激しく動かし、依紗のイイところを容赦なく突き上げる。

　強烈な指責めはこの日一番の快感を生みだし、上司からの質問に答えようとする彼女をあっという間に三度目の絶頂へ導いた。

　

　続けざまに三回もイかされた依紗の身体は、とっくに限界を迎えていた。

　昼間は仕事、夜は飲み会、そして数分前までの一方的な愛撫。度重なる緊張と疲労の果てに、プチンと緊張の糸が切れたのか、急激な睡魔が彼女を襲う。

　次第に重くなる瞼を素直に閉じてしまいたい。

　なんて思う依紗の気持ちとは裏腹に、同じ部屋にいる彼は頷いてくれなかった。

「あっあ……はぅ、ああっ」

　依紗は、断続的な下半身の疼きと不規則な強さが続く快感に翻弄され、未だに喘ぎ続けていた。

　その足元には久我が蹲り、彼女の蜜壺から今も尚溢れる愛液を啜っている。

　疲労困憊で脱力しきった彼女の足首を掴んだ彼は、そのまま依紗の膝を軽く立たせ、Ｍ字に開いた後「もったいない」とボヤキながら、甘美な水が溢れ出す泉にむしゃぶりついた。

　久我が蜜を啜るたび、舌先が秘芽を刺激する。そのせいで生まれる快感が、また新しい愛液を生み出していく。

（ダメ、です……課長。そこは、汚い、から……）

　いくら啜っても止まらない甘露にすっかり夢中な上司。その様子を、ぼんやりと視界にとらえた依紗は、震える両腕を伸ばし、彼の髪に指をクシャっと絡ませる。

　今自分が出来る精一杯の抵抗をすれば、数秒の間を置いてじゅるっと久我が愛液を激しく啜る。

「ひゃあああっ！」

　同時に、彼の舌先が強く依紗の赤い粒を押しつぶしたせいで、彼女は不意打ちに四度目の絶頂を味わうことになった。

　ビクッと身体を震わせながら依紗が果てると、終わりが見えなかった未知の快感がようやく止んだ。

（これで……終わり？）

　上手く言葉に出来ない感覚が突然消え、依紗はどこかホッとしながら乱れた息を整えようと短く浅い呼吸を繰り返す。

　そのまま、寝室の天井をボーっと見上げていれば、視界の端に影が映り込み、頭を優しく撫でられる。

「いっぱいイケて偉いぞ。キスも気持ちよかったし……お前の方から甘えてきてくれて嬉しかった」

　ギシッと微かにベッドが軋む音が聞こえ、続けざまに久我の囁きが耳に届く。

　彼の優しい手つきと声は、依紗を夢の世界へ行っておいでと誘っているようで、必死に押し上げていた瞼がゆっくり落ち始める。

（やっぱり、全然怖くなんかないよ。課長は、とっても優しくて……素敵な人だ）

　ウトウトと、夢と現実の狭間で揺らぐ意識のなか、つい考えてしまうのは自分を見つめる彼のこと。

　きっと他の社員たちは、久我の魅力にまだ気づかないんだろうな。

　なんて思いを抱いた瞬間、トクンと心臓が高鳴った。

　それとほぼ同時に、耳元でまた彼が小さく息を吸う音が聞こえる。

「愛してる」

　抗い続けた睡魔に負け、依紗が半分ほど目を閉じかけた時、その声は彼女の耳に届いた。

（……えっ？）

　聞こえてきた言葉に、一瞬自分の耳を疑った彼女は、わずかに残っていた力で瞼を押し上げる。

　すると、至近距離で話していた久我が身体を起こそうとしていた。それを見た瞬間、キュッと胸の奥が切なく疼いてしまう。

（だめ、いかないで）

　自分から離れようとする上司の姿を目にした瞬間、衝動のままに身体が動く。

　だるさの残る両腕を宙へ伸ばした依紗は、目の前に見える太い首へ腕を回すと、自分から久我に抱き着き、そっと唇を重ねた。

　それは、自分の唇を相手へムニュっと押し付けるだけの、到底キスとは呼べないもの。

　だけど、そんな拙く初々しいキスが、今の彼女に出来る精一杯だ。

　重ねた唇を名残り惜しく離せば、ジッと自分を見つめる彼と目が合う。

「っ！　この馬鹿……ん、ふっ」

「んん！」

　瞬きの後に目を開けると、眉間に皺を寄せた久我の顔がすぐ近くに見えた。

　焦りが滲む声まで聞こえ、潤いが残る唇にまた荒々しいキスが降り注ぐ。

「はぁ、んっ……依紗……ン、ちゅっ」

「あ、む……ンン……か、ちょ……んぁっ」

　酸素を求め、かすかに開いた唇の隙間から乱暴に熱い舌が挿入され、気づくと二人は目の前にいる相手を求め、一心不乱に熱情に塗れたキスを交わしていた。

　

　

　

（あれ……私、いつ帰ってきたんだっけ？）

　翌朝、カーテンの隙間から差し込む太陽光を受けながら、依紗はベッドの上で目を覚ました。

　目を開けた瞬間、見慣れた天井と照明が視界に飛び込んできたことに、ふと違和感を覚える。

　昨日は会社終わりに飲み会に参加した。そこまでの記憶はすぐ思い出せるのに、その後の記憶がどうにもあやふやだ。

　飲み過ぎて記憶が飛んだのかと恐怖した依紗は、ベッドの中で天井を見上げたまま、必死に記憶の引き出しを探っていく。

「えーっと、確か……時々恭子とお喋りしながら飲んで。そして気づいたら、課長が私をおぶって……っ！」

　プチプチと途切れた記憶の糸を繋ぎ合わせていく。その途中、自分より大きくて逞しい背中の感触、そして心地よいぬくもりを思い出すと、恥ずかしさのあまり依紗は思わず飛び起きた。

　それをきっかけに昨夜の記憶が一気によみがえる。

　慌ててキョロキョロと室内を見回し、この場に久我がいないと確かめた依紗は、ホッと安堵の息を漏らした。

　しかし自責の念に駆られるまま、次の瞬間には頭を抱え唸りだす。

「あー、もう……最悪」

　泥酔して上司に迷惑をかけるとは何事だと、心の中でチクチクと自分を責め立てる。

　脳内に何度もよみがえる記憶は、思い出すほど鮮明になり、余計に恥ずかしくなった。

「……あっ。――っ！」

　ふとした瞬間、久我におぶられ帰宅した夜道から、家の中へ記憶の場面が切り替わる。

　昨夜この寝室で、自分たちは何をしたのかを思い出した依紗は、湧き上がる羞恥心に顔を熱くし声にならない悲鳴を上げた。

　

　ベッドの中で、容赦なく削られていく平常心と、一向に落ち着かない羞恥心に一人悶えること数分。

　その間、依紗は布団を被ってモゾモゾとミノムシ状態を続けた。

　更に時間が経てば、少しずつ平常心が戻っていく。

　頭の中で二つを天秤にかけ、落ち着きが勝まさると、すっぽり頭を覆っていた布団から恐る恐る顔を出す。

「課長、居ますかー？」

　もしかして、まだ彼がここにいるのかと思い、震える声で名前を呼んでみた。

　十秒、三十秒――一分。

　しばらく待っても、自分の声に反応する声や音が無い。

　どうやら彼は帰ったらしいと結論づければ、うつ伏せに寝転がっていた身体を動かし、改めてベッドから起き上がる。

「…………」

　そのまま依紗は自分の現状を確かめるために、無言のまま胸元や手足へ視線を落とした。

　胸元のボタンが数個開いたブラウスに、チャックの開いたスカート、そして自分の生足が視界に飛び込んでくる。

　チラッと動かした視線の先で、床に落ちたストッキングを見つける。

（あれは……夢、だったの？）

　昨晩の記憶が確かなら、流されるままベッドの上で久我と一緒に乱れたはず。

　それなのに、所々緩められてはいるが、自分はきちんと服を身に着けている。

　思い出したばかりの記憶と、目の前の現実があまりにも真逆すぎて、記憶に絶対の自信が無い依紗は、自分以外誰も居ない寝室でコテンと首を傾げた。

　

　その後、床の上にあったバッグからスマホを取り出し時間を確認する。

　普段より早く目覚めたことにホッとしながら、依紗は出社に向けて本格的に動き出す。

　まずは軽くシャワーを浴びて、身体と気持ちをスッキリさせたい。

　そんな思いで、着替えとタオル類を準備し、寝室を出てお風呂場を目指す。

　途中、リビングの前を通れば、テーブルの上に見覚えのないものが置かれていた。

「……？」

　不思議に思った依紗は、進行方向を変えてテーブルに近づき、小さなメモ用紙を手に取る。

『二日酔いで具合が悪い場合は、無理に出社することは無い。玄関はきちんと施錠しておくから心配無用だ。使った鍵は、ドアについている郵便受けの中に入れておく。久我匡輝』

　真面目さが滲む文字と文面は、名前の通り上司のものだろう。

　手紙の余白には、仕事の際依紗が愛用しているヘアゴムがちょこんと鎮座している。

　久我からの手紙を読んだ彼女は、急いで立ち上がり足早に玄関へ向かった。

　玄関ドアの下部についた郵便受けを開けると、確かにそこにはキーホルダーがついた家の鍵が入っていた。

　依紗はおもむろに鍵を手に取り、いつも置いている下駄箱の上へ戻す。

（鍵は郵便受けにちゃんと入ってたし、あの手紙は課長の字で間違い無いし……やっぱり、夢、じゃないのかな）

　寝室を出るまで、昨夜のアレは、大方自分が無意識に見た夢と思うことにしていた。

　なのに、リビングにあった手紙と、目の前にある鍵が、その仮説を否定してくる。

　だとしたら、夢だと思っていたモノはすべて現実で、昨夜自分は課長と――。

「……どうして、あんなこと」

　昨夜の記憶がよみがえったせいで、瞬く間に頬が火照っていく。

　書置きや、バッグに入れていた鍵が玄関にあることから、夢と思っていた昨夜の出来事が現実だと突きつけられた。

　それと同時に、依紗の中に新しい疑問が生まれる。

　一体課長は、何を思ってあんな事をしたのだろう。

　超能力など無い、一般人の自分には他人の心を見るなんて芸当は出来ない。

　唯一出来るのは、久我の思考を予想することくらいだが、いくら考えてもわからない。

　しばらく玄関で唸り声を上げた依紗は、このままじゃマズいと思い、身体の向きを反転し歩き出す。

「シャワー浴びてリセットしよう」

　心も身体もグチャグチャなままでは、冷静な判断が出来るはずもない。

　リビングに置いたままだった荷物を抱え直すと、彼女は今度こそ脱衣所へ向かう。

「フーン、フフーン」

　途中、口から無意識にこぼれた鼻歌は、動揺続きで疲れた気分を紛らわせるには丁度良かった。

　脱衣所内へ入り、洗面台横に設置した棚に荷物を置いて、彼女は鼻歌交じりに服を脱ぎだした。

　そのまま、一分とかからず全裸になった後、荷物の一番上に乗せおいたヘアゴムを手に取る。

「……えっ」

　鼻歌を止め、髪を結うために洗面台の前へ移動した瞬間、鏡に映る自分の姿に衝撃を受け、思わず言葉を失った。

　いつもなら、何も気にせずササッと髪をまとめる手まで、ピタリと動きが止まる。

（なに……これ……）

　鏡に映るのは、中途半端に両腕を上げたまま固まる全裸の自分。

　胸元に大量に咲いた赤い花――キスマークに嫌でも目が奪われる。

　依紗は、どうして胸元が赤くなっているのか、すぐにはわからなかった。

　今は春先。虫に刺される時期にはまだ早く、かといって自分で胸元を掻いた記憶も無い。

　だとしたら、残る可能性はたった一つ。コレをつけた犯人は、久我しかいない。

　点々と胸元に残る赤みを見た途端、昨夜寝室で彼と過ごしたひと時を思い出してしまう。

　その影響か、引いたばかりの熱が全身を巡り、一際顔を熱くする。

　裸のままヘナヘナとその場に崩れ落ちた彼女は、何度もよみがえる羞恥に困惑し、衝動的に熱々に火照った顔を両手で覆い隠した。







第三章　秘め事は燃えるように熱く








　結局、依紗は辛うじて残った理性をフル稼働させてシャワーを浴び、最低限の朝食を摂り出勤するため家を出た。

　昨夜の一件がすべて現実だと気づいた混乱は凄まじく、家を出てからずっと気持ちが落ち着かない。

　何より、久我の囁きを思い出すたび、耳が熱くなり、胸の辺りが疼いてしまう。だけど次の瞬間には、彼がどんな思いで囁いたかを考え何故かモヤモヤするのだ。

（はあ……ダメダメ、今は仕事に集中しなきゃ！）

　始業時間になれば、そこかしこから同僚たちが仕事に精を出す声が聞こえてくる。

　活気づいた声に意識を引き戻された依紗は、フルフルと首を横に振って、意識を仕事へ切り替える。

（昨夜の課長、たくさん笑ってた……。普段から、あんな風に笑ってくれればいいのに）

　その後、パソコン上で書類に目を通す依紗の意識は、ふとした瞬間昨夜の記憶に引きずられる。

（どうして課長は、あんなことをしたの？　キスとか……エッチなこととか、まるで……）

　――好きな人にするようなこと。

　一度思い出した記憶によって生じた頬の熱はなかなか引かず、依紗は無心で仕事に打ち込むことで、堂々巡りな思考を強引に断ち切った。

　

　キーボードを軽快に叩く音、着信を告げる電話のコール音。

　耳慣れた音を聞きながら、依紗は自分のデスクで仕事をしつつ、意識の半分を別方向へ向けていた。

「ここ、前回見た時と変わった気がするが……何か理由があるのか？」

「そ、それはですね……」

　昼休憩まで残り一時間弱。そろそろ、皆の気持ちが若干緩み始める頃だ。

　そんなフロア内に、厳しい声と恐縮しきった声が響く。

　厳しい声はもちろん久我で、萎縮しているのは依紗の先輩だった。

　久我は、仕事に厳しい鬼課長として、部下が作った書類の不備を指摘しているようだ。

　普段通り仕事をこなすその姿に、依紗は思わず頭を抱えたくなる。

（私だけがウジウジ悩んでるみたいじゃない……）

　昨夜の一件で、今日の依紗は集中力がかけていた。

「ここと、ここ……それにここもだ。どうしてこんなケアレスミスばかりする」

「す、すみません！　すぐに直してきます！」

　そのせいで先程、作成した書類の不備をことごとく指摘され、久我からお叱りを受けたばかりだ。

　朝から内心アタフタしっぱなしな依紗とは対照的に、会社で顔を合わせた久我はあまりにいつも通りだった。

　テキパキ仕事をこなす手腕も、部下たちへ指示を飛ばす声や、ミスを指摘する態度も何も変わらない。

　そして彼は、昨日の一件などはじめから無かったように、依紗を前にしても素っ気ない態度のままだった。

　自分はこんなにも悩んでいるのに、どうして――。

　なんて勝手な怒りと憎しみを覚え、吐き出せない感情を胸の奥で燻ぶらせる。

　同時に、あのひと時自分の前で見せた顔と声が消えていることに、少しばかり寂しさを感じた。

　昨夜と今で、ギャップが有り過ぎじゃないかと頭を悩ませた依紗の視線が、ふと自分の胸元へ向く。

　ブラウスとスーツで隠れたそこには、今でもきっと赤い花が咲き乱れているはずだ。

　そんな痕跡を残し、散々甘い言葉を囁いて、更には依紗の身体を好き勝手弄んでおいて――。

　まるであの出来事は本当に夢だったと言わんばかりな態度に、胸の奥でより一層言葉に出来ないモヤモヤが増していく。

（まさか……課長は私のことが好きなの？　だから昨夜――）

　昨夜、彼は耳元で何度も「夢だと思え」と囁いていた。

　本当に彼の言う通りになれば、きっとこんなに思い悩まなくて済む。

「……ふう」

　つい考えこんだせいで、いつの間にか止まっていた手を一旦膝の上に置きながら、小さく息を吐き気持ちを整える。

（アノ課長が、私を好きになるなんて、あり得ないじゃない）

　暗示にも似た言葉を、心の中で自分へ向ける。そしてもう一度息を吐き出し、気持ちと思考を切り替えた依紗は、修正途中だった書類を完成させるべく、パソコン画面を見つめた。

　

　久我匡輝という人は、現社長でもある父親の後を継いで、将来的にこの会社を背負う男だ。

　そんな人が、ただの一社員でしかない自分に本気になるなど、一ミリだってあり得ない。

　

　

　

　勝手な憶測と思い込みで、これ以上悩むのは止めようと決めてから二週間が経った。

　決意とは裏腹に、依紗の瞳は何度も久我をとらえて離さなかった。

　近くを通った時や声が聞こえた時、仕事の合間にほんの少し気を抜いた時、気づくと彼の姿を目で追いかけている。

　ハッと正気に戻るたび自分に呆れ、何度も頭を切り替えなきゃと心の中で言い聞かせた。

　それでも、自分を律する程、上司を目で追う回数と、彼を意識する頻度は増えていく。

　そんな状態が続くなか、依紗の中で燻ぶるモヤモヤは一向に解消されない。

　飲み会後に起きた出来事を度々意識させられ、久我が何を思っているのか頭を悩ませる日々が続く。

　加えて、教育係の継続に関して、どう話を切り出して相談するか悩むあまり、頭の中は混乱する一方だった。

　

　傍から見れば何も変わらない平日。

　今抱えている案件の関係で営業部へ話し合いに行った帰り、依紗は重い足取りのまま階段を下りていた。

「はあ……」

　周りに誰も居ないと高確率でため息が出てしまい、ただでさえどんよりする気持ちが余計に落ち込んでしまうのが最近の悩みだ。

　いくら考えても、久我が何を思って口付けてきたかなんてわからなかった。

　なら、直接本人に聞くことが一番手っ取り早いと理解していても、当然聞けるはずも無い。

　もし仮に、久我の気持ちが自分へ向いていたとして、こちらから彼へ向く感情が何なのか、依紗はまだきちんと理解出来ていない。

（一応、嫌いでは、ないと思うんだけど……）

　久我の仕事ぶりは、真面目で一生懸命な彼の性格が色濃く出ているだけ。

　そして皮肉にも、〝あの夜〟の出来事で、四六時中眉間に皺を寄せているわけじゃなく、柔らかく微笑み優しい言葉を相手にかけられる人だと知った。

　依紗の中で、上司に対するイメージは良くなる一方だ。

　そのせいか、毎日彼の顔を見るたび、胸の奥がトクンと高鳴り、耳元や首筋が熱を持つ。

（もし、私と課長が両想い、なんてことになったら……）

　――目の前に差し出される彼の手を取るだろうか。

　ここ最近何度も考えた、頭の中にしかない〝可能性〟を想像した途端、依紗の思考にブレーキがかかる。

　あまりにも違う立場を前にした自分は、何を考え、どんな行動をするのだろう。

　一つ悩み始めれば、納得する答えを見つけられないどころか、次から次へ悩みは尽きない。

　迷路に取り残された感覚を味わい、また一人で悩み過ぎたと心の中で苦笑した依紗は、沈んだ意識を少々強引に引っ張り上げる。

　同時に少しだけ重だるさが抜けた足で、コツンと下りの階段を踏みしめようとした時、そこにあるはずの硬い感触が無いと気づいた。

「――っ！」

　考え事をして足元の注意を怠った挙句、階段を踏み外したのだ。

　その事に気づいたのは、バランスを崩し、自分の意思とは関係なく身体が前のめりに傾いた後だった。

　――このままだと、階段から転がり落ちる！

　軽傷で足を挫くか、最悪全身強打、否それ以上の悪夢が、一瞬で依紗の脳裏を過っていく。

　そのまま精神を恐怖に支配されてしまえば、咄嗟に手すりを掴むことや、頭を庇うことにまで意識が回らなかった。

「依紗ッ！」

「……っ！」

　数秒もせずやってくる痛みと衝撃を予感し、咄嗟に目を瞑る。

　その瞬間、頭上から酷く焦った声と、何かがバサバサと落ちる大きな音が聞こえた。

　そして誰かに片腕を掴まれるのと同時に、強く身体を引っ張られ、お腹に何かが巻きつく感覚を覚えた。

「はあ……はあ……間に、合った、か……はあっ」

　いつまで経っても痛みが襲って来ないことを不思議に思った依紗は、恐る恐る目を開け、自分の状況を確認する。

　慌てて辺りを見回す途中、荒い呼吸と安堵の吐息、そして少し上擦った声が耳元で聞こえた。

　思わずビクッと身体を震わせながら後ろを振り向けば、すぐ近くに久我の顔があり、嫌でも目が合う。

「か、ちょ……っ！」

　ついさっきまで、誰もそばにいなかったはずなのに、どうして？

　なんて疑問を抱いて彼を呼ぶと、グッと強い力で身体が後方に引き寄せられる。

　自分じゃない力が加わった腹部に目を向けると、スーツから覗く久我の男らしい両腕が背後から自分を抱きしめるようにお腹の辺りへ回されていた。

　そこで依紗は、ようやく彼に助けられたのだと悟る。

「あー、もう……ビビらせるな、まったく」

　落ちかけた衝撃と恐怖、そしてすぐ間近で聞こえる久我の声と、バックハグ状態で抱き留められている体勢。たたみ掛けるような怒涛の衝撃に困惑し、ドクドクと激しい鼓動が鳴り止まない。

　耳の奥から響く心音に混ざって、心の底から安堵する久我の声が聞こえた。

　

　しっかり自分の脚で階段に立った依紗は、踊り場へ戻る課長の後を慌てて追いかけた。

　そこで彼女が目にしたのは、踊り場に散乱したいくつもの資料ファイル。

　先程聞こえたのは、どうやらそれらが落ちる音だったらしい。

　無言でそれらを拾い集める久我の姿に、自分も近くにあったものを拾い、急いで彼に手渡した。

「すみません、私のせいで……」

「気にするな。壊れるような物じゃない」

　すべて拾い終わってから、依紗は改めて、助けてもらったお礼を言うために口を開いた。

　はずなのに、声を出すよりも先にグッと久我に手首を掴まれてしまい、喉元まで出かかった声が驚きのあまり引っ込んでしまう。

「課長、どうし……ひゃっ！」

　突然無言で腕を掴む彼の行動を不思議に思った瞬間、久我は踊り場から下の階へ降り、人気の無い廊下を進んでいく。

「課長、待ってください。課長！」

「…………」

　何度声をかけても返事は無く、半ば引きずられるように彼の背中を追いかけて歩く。

　それから間もなく、久我に連れて来られたのは、この時間誰も使っていない会議室だった。

　会議室の中に入った久我は、依紗の入室を見届けると、ようやく彼女の腕を解放する。

　腕から離れた手はすぐに会議室のドアノブへ伸び、ガチャリと内側から鍵をかけた。

「……？」

　上司が何を思って行動しているのか、さっぱりわからない依紗は、不安や戸惑いに心をザワつかせながら、自分へ向き直る久我を見上げ首を傾げた。

　すると、眉間に皺を寄せて自分を見下ろす上司の表情が目につく。眉間に皺が寄る所は同じなのに、いつものしかめっ面と違う、何かを酷く心配する表情を浮かべ、彼は依紗を見つめていた。

「宮内……最近、何を悩んでいるんだ？　もしかして……この前のことか？」

　ここへ来る間ずっと無言だった彼の口がようやく開いた。

　聞こえてきた言葉に、依紗は無言のままピクリと肩を揺らし動揺を隠せない。

　ここしばらく、勝手に悩んでいたことがすっかりバレていたなんて。

　不幸中の幸いは、久我がまだ原因の核心に気づいていないように見えたこと。

　不意を突く問いかけに、思わずそらした視線を恐る恐る上げれば、不安げな表情で自分を見下ろす彼と目が合う。

　久我の口ぶりから、彼の中で〝あの夜〟と依紗の不調は少なからず関係があると勘づかれているようだ。

　依紗はいまだに、彼からの好意が〝本気〟じゃなく〝遊び〟だったら、と考えてしまう節がある。

　もしも本気なら、こんなに女々しく悩んでいること自体失礼にあたるかもしれない。

　反対に遊びだったら、悩んでいることをウザがられるかもしれない。

　どっちにしろこの心の揺らぎは、彼と接するのに何も良いものを生み出さないだろう。

　そんな気持ちもあって、まだあの夜のことで悩んでいると悟られたくないが、このままでは時間の問題だ。

　流石にマズいと思った依紗は、話題をそらし誤魔化そうと、ヘラっと気の抜けた笑みを浮かべながら、努めて明るい声を出した。

「いやだな、課長。心配するような事は何もありませんから！　それより、さっきは助けてくれ……」

「何でもないなら、どうして階段から落ちかけたりするんだ！」

　次の瞬間、お礼の声を遮る怒号が耳に飛び込み、驚きのあまり大きく目を見張る。

　見開いた瞳には、怒りや困惑、そして悔しさを混ぜ合わせたような、酷く辛そうな表情を浮かべる彼の顔が飛び込んでくる。

　それと同時に、彼は抱えていたファイルを、近くにあった長テーブルの上へダンッと勢いよく叩きつけた。

「……っ！」

　続けざまに聞こえた大きな音に驚き、依紗は思わずビクッと身体を大きく震わせる。

　いつも厳しい態度で部下に接する久我が、感情に任せて声を荒げる姿など知らなかった。

　その様子を目の当たりにし、戸惑いしかなかった頭の中が一瞬で恐怖に塗り替えられる。

　目の前にいる彼が急に怖くなった。依紗は、自分を見つめる瞳から逃げるように俯き、震える両手をギュッと握り唇を噛む。

「すまない……怖がらせるつもりは無いんだ。ただ、心配で」

「……えっ？」

　ほんの数秒、二人の間に沈黙が流れる。それを破ったのは、先程と打って変わった久我の弱々しい謝罪だった。

　どこか苛立ちを含んだ歯切れの悪い言葉に、依紗は驚くあまり思わず顔を上げる。

　キョトンと首を傾げる彼女の顔を見た瞬間、久我もまた不思議そうに小首を傾げた。

「……？　どうしてそんなに驚いている？」

「ええっと、その……課長に、心配していただいたことに、びっくりして……」

　続けて聞こえる声に、若干の恥ずかしさを感じながら、依紗は素直な気持ちを口にする。

　ここしばらく、自分が時々上の空になっていたことに、彼は気づいていた。

　人の話を聞かず会議室に拉致した事はどうかと思うけれど、悩みがあるのかと心配してくれている。

　そして、依紗が階段から落ちかけた時、資料を投げ出して必死に助けてくれた。

　普段とのギャップが激しい久我の優しさが、自分へ向くことに驚いたが、嬉しいと感じて、ほんの少し恥ずかしい。

　複雑な想いを抱きながら瞬きをすると、久我は驚いた様子で目を見開いた。

　だがそれも一瞬。すぐに見張っていた目から力を抜いて表情を和らげた上司は、無言のまま依紗を自分の腕の中に抱き込んだ。

「へ？　あ、あのっ！」

　抱きしめられた依紗は、唐突すぎる上司の行動に加え、お互いのスーツ越しに感じる体温と鼓動に驚き、久我の腕の中でアワアワと狼狽えだす。

　そんな彼女の姿に久我はクスッと小さく笑い、口角が上がった口元を赤みがかった可愛らしい耳へ寄せた。

「好きな女が悩んでいる姿を見て、心配しない男がどこにいる」

　そう甘く囁けば、腕の拘束を解いて依紗を解放する。

　彼が見つめる先に居るのは、今日一と言って良い程、ポカンと無防備に口を半開きにしながら呆ける依紗。

　赤らんだ耳の熱が、徐々に顔を侵食していくのと同時に、彼女は聞いたばかりの甘い囁きの意味を理解する。

　まさか、と思って目を見開けば、ジッとこちらを見つめて離れない上司の瞳に囚われる。

「俺は本気だからな？」

　目を見開いて固まる依紗を前に、久我はニヤリと口元に弧を描き、強い眼差しと一緒に宣言した。

　

　

　

（課長が……私を、好き？）

　度重なる精神への衝撃は、依紗の認識力、理解力を著しく低下させていく。

　しかも、衝撃がどれも大きすぎるせいで、脳内処理がまったく追いつかない。

　目の前で次々起こる現実を、数秒遅れで理解するのがやっと。そんな状態に、一際大きな爆弾を落とされたせいで、感情の処理が完全に止まった。

「…………」

　頭の中が真っ白になった依紗は、もちろん久我の宣言に反応なんて出来る訳もない。

　見開いた瞳に、ふと楽しそうに笑う上司の姿が映る。

　加えて、慈愛に満ち溢れた眼差しまで向けられてしまい、戸惑いの中にほんの少し気恥ずかしいような、嬉しいような、不思議な気持ちを抱いてしまう。

「……？　おい、どうした？」

　無言のまま自分を見つめる部下の様子を不思議に思ったのか、こちらの様子をうかがう久我の声が聞こえる。

　思わず息を呑んだ依紗の脳裏には、無意識に反応したのか〝あの夜〟の記憶が鮮明によみがえっていく。

　柔らかくて熱く、ほんの少しカサついた彼の唇の感触。

　口内を蹂躙し、弱い所を責め立てる舌使いと、クチュクチュと木霊する淫靡な水音。

　一つ一つ思い出すたびに、全身が熱くなっていく。ドクドクと脈打つ心音が速くなる。

「あ……あ……っ」

　依紗の口から洩れ出るのは、問いかけの返事では無く、言葉にすらならない音だけ。

　大きな戸惑いが、彼女を壊れたロボットにしていく。

　そんな最中、久我は慈しむ視線をそのままに、自分の額を依紗のそれと重ねた。

　不意を突くように与えられる額からの熱に驚き、依紗は無意識に身体をビクつかせる。

「大丈夫だ、何もしない」

　額をくっつけたまま囁く彼の声が聞こえる。何もしないと言う癖に、おでこをくっつけたまま離れていかない上司。

　彼のチグハグな言動が、不思議と嫌と思えないのは何故か。

　依紗は頭の中に浮かんだ疑問を気にしながら、久我匡輝に対する印象と記憶を思い起こした。

　

　最初の印象は、他の社員たちと同じく〝怖い人〟だった。

　それでも、少しずつ仕事で関わるようになってからは、彼の叱責に織り交ぜられたアドバイスに気づき、自分へ向けられる厳しい言葉も、彼の本気だと理解した。

　久我の仕事に対する一途さと熱心さを知った依紗は、以来悪い印象を抱かなくなった。

　厳しい上司と、彼の不器用な優しさを知った部下。なんて関係が数年続いていたのに、二人の関係はあの飲み会の夜、確実に変わった。

　あの日の久我は、依紗が初めて見聞きする一面を惜しみなく見せてくれた。

　いつもの分かりにくい優しさと違う、戸惑いすら覚える甘く優しい言動をたくさん自分へ向けてくれた。

　彼が発する熱い言動と、溶けそうになるくらいの優しさに心の奥まで満たされた。

　あれ以来、気を抜くといつも久我を目で追いかけた。意識するなと思えば余計気になって、いつも一人でドキドキしていた。

　毎晩、ベッドに横たわるたび、依紗の中で〝あの日の記憶〟が鮮明によみがえる。記憶の中にいる久我は毎夜優しく笑い、意地悪く耳元で囁くと、部下の身体を容赦なく弄ぶ。

　記憶の中の久我が喋るたび、彼の舌や指先の感覚を思い出すたび、恥ずかしさとは違う熱が、依紗の体内から湧き上がった。

　その熱を逃がしたい一心で、彼女の手は無意識に胸元や股下へ伸び、依紗は毎夜声を押し殺しながら不慣れな自慰に耽っている。

（わたし、は――）

　これまでのことを思い返して、どこか宙ぶらりんでわざと目をそらしていた自分の気持ちに、依紗はようやく名前をつける。

　改めて、彼の顔を間近で見つめると、自分とは違う切れ長な瞳が色っぽく見えた。

　こちらの返事を待つのに手持ち無沙汰だったのか、彼の大きくて硬さのある指が、何度も優しい指使いで依紗の手の甲を滑っていく。

（もう。何もしないって言ったのに……）

　ついさっき聞いた宣言を思い出しながら「このくらいは許容範囲か」と、苦笑混じりの吐息が口から零れた。

　毎日思い出すだけだった熱が、感触が、肌を通して伝わってくる。仕事中は、出来るだけ見ないようにしていた視線を、今は間近で見つめられる。

　すぐそばに久我が居る。その小さな現実が、依紗の心をあたたかくし、震わせる。

　一度認めれば、心の中にあったしこりが取れてストンと〝二人の想い〟を受け入れられた。

　たった数秒か、それとも数分か。短くも、長くも感じる止まったままの時間を、依紗は少しずつ動かしていく。

　まだ長時間見つめられず、無意識に閉じた瞼をゆっくり押し上げると、触れてくる無骨な手をかわし、ぎこちなく持ち上げた両腕を彼の背中へ回した。

「……っ！」

　手のひらが、自分より大きな背中に触れた瞬間、今度は久我の身体がビクッと震える。

　次第に開けていく視界には、大きく目を見開いた彼の顔が見えた。

　お互いの目が合った次の瞬間、力強い腕に抱き込まれ、触れるだけだった口付けが一瞬で荒々しく濃厚なものへ変わっていった。

　

　

　

　その後、今が仕事中なことも、自分たちが会議室にいることも忘れ、二人はギュッと相手を抱きしめ、身体を密着させる。そして、休む間も惜しみながら、何度も唇を重ね合った。

　依紗が抱き着くまで久我が待っていたのは、きっと逃げるチャンスをくれたからだ。

　好きな女性を前にしても、最後の逃げ道をきちんと残してくれる優しさに感動し、思わず依紗の胸がキュンと高鳴る。

（課長……好きです。すき――）

　認めたばかりの想いを、自分から口にする勇気が持てず、少しでも気持ちが伝わるように、何度も口の中を愛撫する久我の舌へ、自分のものを絡めていく。

　舌が擦れるたび響く水音が、身体の奥から湧き上がる興奮と羞恥心を増幅させた。

「ん、ふ……んっ、はぁ……はぁ、はあ……」

「んっ……」

　久我が満足したのか、離れる一瞬さえ惜しんで重ねられた唇が離れていく。

　キスに夢中になるあまり、軽い酸欠状態だった依紗は、頬を上気させ、新鮮な酸素を求めて浅い呼吸を繰り返した。

　二人の唇を繋ぐ銀の糸は、あっという間に久我に舐め取られ、一度ペロッと自分の唇を舐めた彼は可愛らしいリップ音を響かせながら、また一瞬依紗へキスをする。

　酸欠状態でふらつく依紗が倒れないのは、腰に回された上司の力強い腕に抱き留められているからに違いない。

　激しく濃厚なキスのせいで、依紗の久我を見つめる瞳はすっかり蕩け、意識も少しぼんやりしている。

　口元は、すぐにでも舌の侵入を許す半開き状態で、彼女は蕩けた表情のまま彼を見上げた。

　すると、頭上から「可愛すぎるだろう。まったく」と、呆れと愛しさを含んだ独り言が聞こえてくる。

　その言葉が自分へ向けられた言葉と気づかない依紗が、コテンと首を傾げる姿に、久我はますます目を細め、口元の笑みを深くする。

　慣れないキスですっかり力の抜けた依紗は、呼吸が整うのを待ち、上司に支えられヨタヨタと歩き出す。

　久我が、一番近くにあるテーブルからパイプ椅子を引くと、一足先に自らが腰かける。

　その様子を見つめていれば、突然両脇の下を掴まれ、ふわっと身体が宙に浮いた。

　唐突すぎる浮遊感に「えっ！」と驚きの声を上げるのと同時に、今度はストンと何かの上に座らされる。

　一瞬、何が起きたのかわからず、ゆっくり状況を確認すれば、どういう訳か上司の膝の上に座っている自分がいた。

　しかも、向き合う形で座らされたせいで、依紗は久我の太ももを跨ぐ体勢になる。

　強制的に脚を開かされ、スカートの裾がずり上がっていくのがわかった。

「ふえっ！　か、課長、何をしてるんですか！」

「こうした方が、離れなくていいだろう？」

　思いもよらない体勢に驚き、意識が置いてけぼり状態の依紗は狼狽えだす。そんな彼女を見つめる久我の瞳は、どこか満足げだ。

　一人でアタフタする依紗の視界に、ふと会議室内の光景が映り込んだ。

　その大半を愛する人で占める視界の端に数秒映り込んだ背景は、久我とのキスですっかり溶かされた理性の一部を復活させる。

（そ、そうだ。ここ、会議室じゃない！）

　そのまま忘れてはならない現実を思い出した依紗は、勢いよく後ろを振り向き、会議室のドアを凝視する。

　アタフタする彼女とは対照的に、久我は片腕で依紗を支えたまま、もう片方の手でずり上がったスカートの下から顔を覗かせる太ももを撫でていく。

「んっ！　か、課長。誰か、来ちゃいますよっ」

「心配はいらない。ここは内側からしか施錠出来ないし、ちゃんと鍵はかけた。それに……使用中のプレートも出しておいた」

　恥ずかしさに任せて依紗は身体を捩り、抗議の声を上げる。彼女なりの精一杯の抵抗だが、久我は苦にする様子もなく、手をいやらしく動かすことを止めない。

「でも……でも、ここは会社で、今は仕事中……」

「だったら、今日は止めるか？　止めていいなら、な？」

　一部復活したものの、ほぼ理性が溶けた思考では、言葉で久我を負かすなど不可能。

　半分以上溶けた思考で必死に絞り出した言葉は軽くあしらわれ、彼は意味深な熱い視線を向けてくる。

　そして、今まで太ももを撫でていた彼の手は、スカートをグッと限界まで上に押し上げ、ストッキングに覆われた下着を露わにした。

　そのまま、いやらしい手つきでストッキングと下着、両方の内側へ滑り込んでいく。

「ひゃあっ！」

　突如、下着の中へ侵入してきた指に驚いた依紗は、小さな悲鳴を上げ、ビクビクと震え上がった。

　所在なさげにさ迷っていた彼女の両手が、安定感を求め、自分を抱きしめる久我の両肩へ伸び、キュッとスーツの肩口を掴む。

「か、課長、やめ、んんっ！」

「ほら、このまま噛んでいろ」

　二人の周囲にはあっという間に妖しい雰囲気が漂い、本能的にマズいと思った依紗が口を開くと、口元に角ばった人差し指が差し出され、そのままグイっと押し込まれる。

　強引に噛まされたのは、今しがたまで彼女の腰を支えていた久我の手、いや指だ。

　依紗が無意識にバランスを取ろうと自分の肩に手を置いたことに気づいて、久我は少しでも外へ漏れる声を抑えようと自分の指を噛ませた。

「ん、ん、ふー！」

　噛めと言われて、素直に出来るわけもない。

　依紗は、歯を立てちゃダメだと自分に言い聞かせながら、押し込まれた上司の指を唇で挟む。

　口を大きく開けようにも、口を開こうとするたびに指が奥へ押し込まれ、息苦しさが増すだけだった。

　戸惑いが消えず、必死に抗議の声を上げる。それでも、指が引き抜かれる気配はない。

　それどころか、大声を出さない依紗の様子を確認した久我は、下着の中に滑り込ませた指数本を動かしていく。

　彼の無骨な指は、秘部を覆う茂みをかき分け、奥にある溝をゆるゆると撫で上げる。そして、襞に覆われた秘芽と、そばにある蜜壺を探しあてれば、喜々として、すっかり涎を垂らしたそこを苛めだした。

「ふん！　ん、ん、ンンー！」

　全身に駆け抜ける甘い刺激に驚いた依紗は、一瞬身体を硬直させる。だが数秒もすれば、断続的に続く久我の愛撫で、身体の至る所で緊張と緩和を無意識に繰り返してしまう。

　咄嗟に掴まった肩から手を離せず、プルプルと腕の筋肉を震わせる。

　猿ぐつわ代わりに押し込まれた久我の指。それを食む唇の端からは、飲み込めなかった唾液がツーっと筋状に溢れていった。

　依紗が声を上げたり、唾を飲み込むたびに、その反動で舌先が口内の指に触れる。

　ペロリと指を舐めるたび、嫌でも目の前にいる彼を意識させられ、新しい羞恥心が蓄積されていくのがわかる。

　それからしばらく、時折、彼女の声に混じって、ジュッ、ジュッと不思議な音が二人の間に響く。

　その正体が、唾液に浸った指を、自分が無意識に吸った音だと、彼女はまったく気づかない。

「もうグチャグチャじゃないか。真面目なふりをして……本当はこういうことに燃えるのか？」

「……っ！」

　何度言葉にならない声を上げても、久我からの愛撫は止まず、すっかり困り果てた依紗の耳元で、彼は至極楽しそうな声を上げた。

　彼の指摘に、思わず全身を強張らせた依紗の耳に、蜜壺から溢れた愛液をクチュクチュとかき回すいやらしい音が聞こえてくる。

　中でモゾモゾと上司の手が動くたび、決して厚くない下着の表面がデコボコと形を変えていく。その様子に驚く依紗の反応を楽しむように、久我はよりはっきり卑猥な音を奏で、彼女の蜜壺と秘豆を責め立てる。

（こんな、こんなこと……ここは会社で、今は仕事中、なのに――！）

　次々と襲い掛かる快感の波に、依紗は我慢出来ず両脚をバタバタ動かし、止めてと頭を振ってより一層激しく抗議する。

　一度理性を取り戻したせいで羞恥心は消えず、すでに彼女の顔は熱く火照り真っ赤になっていた。

「ほら、ここを触ると気持ちいいだろう？」

「んんっ！」

　狼狽えっぱなしの依紗の耳元へ、突如久我が顔を寄せ囁く。同時に蜜壺の縁をなぞられ、ゾクゾクと腰から脳へ快感が駆け抜ける。

　恥ずかしさのあまり、いつの間にか閉じていた目を開けば、間近でジッと自分を見つめる上司と目が合った。

　その途端、心の奥底から今まで感じたことのない想いが湧き上がってくる。

　平日の昼間。他の社員たちが仕事を頑張る最中に、自分たちはこうして人知れず二人きりの時間を過ごしている。

　しかも相手は、ついさっき好きだと自覚した仕事に厳しいと評判の上司。

　身長差のせいで、いつも見上げてばかりな彼の顔を、今、自分は彼の膝の上に座って見下ろしている。

　みんなに隠れて〝イケナイこと〟をしている背徳感に、じわじわ心を侵食され、威勢の良かった抵抗は次第に威力を失っていった。

　終いには、チュッチュッと甘えるように久我の指にわざと吸いつく程だ。

　目尻を下げて、瞳を蕩けさせる依紗の表情を見た久我は、ようやく彼女の口に突っ込んでいた指をゆっくりと引き抜いた。

「……ぁ、ん」

　ジュポッと淫靡な音を立てて引き抜かれた指を、無意識に目で追いかける。

　長い時間そこにあったモノが消えたからか、これまで久我の指を突いていた舌が何もない空間をさ迷う。

　チロチロと口内で舌を揺らす依紗の視線は、すっかり唾液でベトベトになった上司の指から離れない。

「……んっ、はぁ」

「な、なんでっ！」

　濡れた指を自分の口元へ持って来た彼は、まるで目の前にいる依紗に見せつけるように、唾液まみれのそれをジュルッと舐めた。

　その光景は、ただでさえ熱い依紗の身体を恥ずかしさで更に火照らせていく。

　短い疑問文しか口に出来ない彼女を前に、久我は指の付け根から指先まで何度も舌を往復させ、時々自ら指を口に含んで吸い付く。

「ん……だって、勿体ないだろう？　お前の汗も、唾液も、涙も……余すことなくすべてが欲しいんだ」

　震える声で短く発した問いに、満足げに指から口を離した上司が答える。

　彼の口から紡がれる言葉は、色んな意味で衝撃的だ。

　ボッと頭が爆発する勢いで羞恥に身を焦がす依紗は、ドキドキする心音の煩さと軽いパニック状態のせいで言葉を返せず俯いてしまう。

「さて……こっちはどうするか」

「ひゃあっ！」

　少しの間無言になって、深呼吸でもして心を落ち着かせたい。なんて依紗の気持ちなど知らぬ久我は、一旦止めていたもう片方の手を再び動かす。

　愛液が染み出す下着の中で、バラバラと無造作に動く指が生みだす快感が、身体をビクつかせる。しかも今度は秘豆を重点的に責められ、先程より強い快感が依紗を襲った。

　強い衝撃に思わず久我の肩に置いていた手を放し、彼の首に腕を回して抱き着いた。

　絶え間なく襲い来る快感に「あっ、あっ、う、ンンッ」と、彼の耳元で小さく喘ぐ。

「依紗」

「……？」

　不意に愛撫が止むと名前を呼ばれ、何事かと、抱き着いた際に密着していた上半身を少しだけ離し、彼の顔を見つめる。

「声を我慢できるなら、一緒にイクか？」

　たった数センチの距離で提案された彼の言葉を、依紗は数秒遅れで理解した。

　そのせいで、再び湧き上がる恥ずかしさに、彼の太ももに自分の脚を擦りつけながら、モジモジと心の中で自問自答を繰り返す。

（今は仕事の時間、なんだから……こんな事してちゃ、イケないのに）

　頭の片隅でわずかに残っていた理性が、このままじゃいけないと引き留める。

　しかし、その比重は、依紗の心の中で本当に少しでしかない。

　ここへ来て、久我とキスを交わした時からずっと火照り続ける身体。

　キュウキュウと何かを求め、疼き続ける下半身の奥が切なくて仕方ない。彼ならきっと、この疼きを止めてくれるに違いないと、依紗には確信に近い思いがあった。

　そして何より、今ここで仕事に戻ってしまえば、好きだと自覚した彼との密会が終わってしまう。

（もっと、一緒に……）

「……ん」

　この人と、もっと一緒の時間を過ごしたい。

　本能に背中を押された依紗は、小さく肯定の声を上げ、コクリと一度だけ頷いた。

　

　

　

　一度膝から降りるよう言われた依紗が、素直に立ち上がると、彼女に続いて久我も椅子から立ち上がり、緊張とわずかな興奮で震える手を握ってきた。

　彼に手を引かれて歩くと、出入り口から離れた一番奥のテーブルの近くにたどり着く。

　長テーブルを背にして立つ依紗と、壁を背にして立つ久我。二人がお互いを見つめ合えば、自然と相手の背中にそれぞれの腕が回り、言葉を交わす代わりに唇が重なった。

　軽いタッチのキスを二、三度交わした後は、どんどん深いものへ変わっていく。

　呼吸のために開けた隙間から割り込んでくる久我の舌を、依紗は最初から抵抗なく受け入れ、ぎこちなさを残しながら一生懸命自分のそれも彼の舌に絡めた。

　室内に響くのは、二人の吐息と舌を絡める際の水音、そして時折依紗の背中や久我の腕がパイプ椅子の背にぶつかってカタカタと揺れる音だけ。

　徐々に息苦しくなるなか、彼の背に回した手が縋るように背広の生地を掴み、皺を刻む。

「どこが気持ちいいんだ？」

　一旦口を離した久我は、首を傾げてはいるものの、舌を依紗の口内に伸ばし、至る所を舌先で愛撫していく。頬の内側、歯列、そして歯茎の裏側など、様々な所を愛撫され依紗は返事をする代わりに「んぁ、は、んっ、ふぁ」と、喘ぐばかり。

　数分前、彼の誘いに頷いた時から、彼女の中から理性はすっかり消え去った。

　今はただ、与えられる快感を素直に受け入れ、恥ずかしさを感じつつ溺れるだけ。

　そんな状況で、久我から与えられる快感に、すっかり夢中な依紗は気づかない。

　片腕で彼女の身体を支えキスをする上司が、自由になる手でこっそり部下のスーツのボタンを外し、ブラウスのボタンに手をかけ始めたことを。

　

　ようやく依紗の唇を解放した久我は、次なる標的として彼女の首筋に舌を這わせた。

　ボタンを開けていた手で、おもむろに彼女のブラジャーを掴み、一気にずり上げる。

「っ！　ふ、ンン」

　上司の眼前に胸が露わになれば、叫びたい気持ちを押し殺して声を我慢する。

　乱暴な手つきでブラをたくし上げられた拍子に、ポロンとたわわな胸が飛び出し外気に晒される。

　ぷっくり膨らんで敏感になった乳首がブラの裏地に擦れた刺激、そして胸元の解放感に気づいた瞬間、好きな人の前であられもない姿を晒している自分が、どうしようもなく恥ずかしくなった。

「か、課長。ダメ、です……ンッ」

「大丈夫だ。ん……ぢゅ、ふ……はぁ。俺以外、誰も、んっ、見ていない。誰にも、見せるものか……はあ」

「ん、ンっ……ぁ、ふぅ」

　か細い声で拒絶を繰り返す部下を宥めるように、久我は何度も声をかけ続けた。

　もちろん、胸や首筋への愛撫も止まない。

　快楽に負けて、今にもその場に崩れ落ちそうな依紗の身体を支えるのは、彼女が無意識に背中を預けたテーブル。

　時間が経つにつれ、久我の愛撫は少しずつ変化していく。

　まるで赤ん坊のように胸に吸い付いたと思えば、もう片方の乳房を乱暴に揉みしだく。

　これまでの優しく労わるような愛撫とは違う、彼の本能が垣間見えるそれは、依紗の心と身体に新しい刺激を与え、より一層彼女の奥を疼かせる。

「ンンっ！　は、んっ、ぁ……ふぁ」

　そのせいか、我慢しても漏れてしまう喘ぎも次第に大きくなる。

　流石にマズいと思った依紗は、急いでスーツから離した手で口元を覆い、声を押し殺す。

　逃げ場を失った声は口内で暴れ、喉から体内へ押し戻されていった。

　依紗は喘ぐことで、これまで自分を翻弄する快楽を、声と一緒に外へ放出していた。

　自らそれを止めた反動は、度重なる愛撫ですっかり敏感になった依紗を容赦なく襲う。

「……っ！」

　コロコロと舌先で彼女の乳首を苛めていた久我が、悪戯にコリっと甘く歯を立てた瞬間、依紗は声の無い悲鳴を上げながら果てた。

「……っと」

　全身から力が抜けて後ろへ倒れそうになる依紗の身体を、寸前の所で久我が抱き留める。

「……先にイッたか。でも俺はまだだ。一緒にイきたいから、もう少し付き合ってくれ」

　クスッと笑った彼に囁かれ、そのまま抱き起されれば、天井を見上げていた視界に愛しい人の姿が映り込んだ。

　イッたばかりでぼんやりする状態では、上司の腕に抱かれ、息を整えるだけで精一杯だ。

「はあ、はあ……っ」

　そんな彼女の目元へ久我は優しく唇を押し当て、ペロリと目尻に浮かぶ涙を舐め取る。

　唇は一度離れ、今度は依紗の頬に触れ、チュッチュっと、顔中にキスの雨が降り注ぐ。

　素肌を通して感じるほのかな熱は、蕩けた思考では上手く説明出来ない程心地いい。

　同時に、わざと唇以外に落とされるキスは、やけにじれったくて落ち着かない。

（もっと、ください）

　もどかしい感覚に、身体の奥で、また小さく本能が芽吹く。

　トン、と本能に背中を押された彼女は、ゆったりとした動きで自分から久我の唇へ自分のそれを押し当てた。

　唇が重なった瞬間、背中に回った彼の腕がピクリと震える。

　だけど彼女は、目の前にある魅惑的な熱にしか興味を示さなかった。

　

　廊下に面したドアに〝使用中〟の札がかかった会議室。その室内に、白熱する議論の声にはほど遠い、なんとも淫靡な音が響く。

　依紗が久我にイかされた後も、二人の中に灯った欲望は消えず燃え続けている。

「ん、はぁ……ん、ふ」

「ンッ。もう少し、尻を上げて……そうだ、そのまま、テーブルの上に……んんっ」

　キスの合間、久我に支えられながら、言われるままテーブルの上に座り込む。

　依紗が腰を落ち着けて一息吐くとキスが止み、足元から何かが落ちる音が聞こえた。

　音につられて目線を動かし見つけたのは、ついさっきまで自分が履いていたヒール。

　それを、ペディキュアが露わになった右足が指し示している。

　同時に、自分の左足首にまとわりつくストッキングと下着まで見つけてしまい、依紗は思わず目を見開いた。

　恐る恐る視線を上げれば、欲情しきった熱い眼差しを自分へ向ける上司と目が合う。

　開けたブラウスがずり落ちて肩が露出し、ずり上げられたブラのせいで胸は丸出し。

　愛液でベタついた下着とストッキングを足元で揺らしながら、タイトスカートの中はノーガード。

　自分とのキスに溺れている間に、部下を痴女の姿に変えた犯人を前に、依紗の鼓動は無意識に速まる。

　怒らなきゃと理解しているのに、喉の奥から声が出ず、出てくるのは熱い吐息だけ。

　そんな彼女をジッと見つめ、久我はおもむろに首を傾げる。

「もっと、気持ちよくなりたいか？」

「……はい」

　至近距離で投げかけられた質問は、依紗から最後の理性を奪い、彼女を小さく頷かせた。

　

「どこを気持ちよくして欲しいんだ？」

　これまですぐそばに居た久我が、一歩後退し依紗と距離を取る。

　彼が発した新たな質問に、無意識に胸が高鳴り、ただでさえ火照る身体が一際熱くなる。

　素直に答えるのが恥ずかしい依紗は、目を泳がせ、スカートの中でモジモジと太ももを擦り合わせた。

「依紗、きちんと言わないとわからないだろう？」

　その姿に、ニヤリと口角を上げた久我は追撃の手を緩めない。

　優しくて甘い、どこか自分を心配するような彼の言葉に、しばし葛藤した依紗は、躊躇いが残る震えた指先をスカートの裾へ伸ばした。

　理性と欲望を天秤にかけ勝った欲望に従い、依紗は自分の意思でスカートを捲り、涎を垂らす蜜口を久我の前に曝け出す。

　既にグチョグチョに濡れてスカート内部に染みを作るそこを、満足げに観察した上司は、真っ赤になった顔を必死に背ける部下のこめかみに「いい子だ」と言ってキスを落とす。

「頑張って声を我慢していろ。そうすれば……これでもかってくらい気持ちよくしてやるからな」

「へっ？　ひゃあっ！」

　すぐさま聞こえる声に、訳がわからず振り向こうとした瞬間、無防備だった太ももをグッと久我に持ち上げられた。

　突然のことに小さく叫ぶ依紗の脚を開脚させた彼は、そのまま彼女の足元へ跪く。

「きゃあああっ！」

「声、我慢しろって言ったばかりなのに……まったく、困った部下だ」

　よく反応する依紗の姿が面白いのか、久我は注意しながらクスクス笑う。

　そして彼は、間髪入れず目の前にある魅惑的すぎる泉にしゃぶりついた。

「ん、ん、ふ、あ……ぁ、はあ」

　それからしばらく、秘部に顔を埋めて退かない久我の舌が、すっかり熟れて膨れた秘豆を弄ぶ。

（そ、そんな所、汚いのにっ！）

　自分ですら注視しない部分を間近で見つめられるどころか、執拗に舐められ、依紗の脳内は混乱しっぱなしだ。

　しかし混乱の中、予測不能な動きと快感は、依紗の口から抑えきれない嬌声を響かせた。

　困惑しきった依紗とは対照的に、久我は彼女の足元で際限なく湧き続ける愛蜜を躊躇わず飲み続ける。

　彼が薄っすら頬を赤らめ恍惚とした表情を浮かべていると知らない依紗は、与えられる刺激に身体をビクつかせるだけ。

「はあ……どうだ？　気持ちいいか？」

「ン、はあ……ぃい、気持ち、いい……あ、んん」

　足元から聞こえる声に素直に答えれば、また強い快感が全身を襲い、脳内まで支配する。

　その後、室内には二人の熱のこもった吐息と、久我が愛液を啜る水音、そして時折二人が交わす途切れ途切れの言葉が響いた。

　気づけば口を塞いでいた手は久我の頭部へ回され、グッと頭に触れた手に力がこもる。

　小さく喘ぎ声を漏らしながら「もっと吸って」「もっと気持ちよくして」と、音無き声で彼女は無意識に強請った。

　すると、これまでずっと赤く膨れた実を舌で転がしていた久我が、それにカリッと歯を立てた。

「――っ！」

　次の瞬間、依紗は喉の奥で引きつった悲鳴を上げ、大きく身体を仰け反らせながら果てる。

　強張った全身から数秒後には力が抜けていき、支えの無い行き場の失った身体を、彼女は反射的にテーブルの上へ横たえた。

「はあ、はあ……課長の、意地悪、変態」

「ハハッ、誉め言葉として受け取っておくぞ。言っただろう？　気持ちよくさせるって」

「ばか……」

　脱力したまま息を整えていれば、口元を拭った久我が目の前にあらわれる。

　目線を合わせてしゃがむ上司を前に、開口一番文句が口をついて出た。

　そんな態度を叱りもしない久我の瞳は、相変わらず熱情に満ちている。

　蕩けて潤んだ瞳と、熱情と欲情が混じった瞳。それぞれにお互いの姿を映しながら、二人は声無く、もう何度目かわからないキスをした。

　依紗の回復を待つ間も、久我は時間を惜んで唇を重ねてくる。

　その最中、ふと上司が穿いているズボンの一部に依紗の目が向いた。

　両脚の付け根の中心周辺の布地が、やけに窮屈そうに張りつめているのだ。

（まさかっ！）

　意味を悟った瞬間、身体は無意識にピクリと震え、下腹部の奥が甘く疼きだす。

　止まったはずの蜜が再び溢れるのを肌で感じながら、依紗はゆるりとした動きで目線を上司へ向けた。

「課長も……気持ちよくなりたい、ですか？」

「大丈夫だ。お前が気にすることじゃない」

　横たわったまま、ポツリと呟いた彼女の言葉に、目の前で跪く久我が大きく目を見開いた。

　その表情は一瞬で元通りになり、彼は依紗の前で小さく首を横に振る。

（大丈夫なはず、ないのに……）

　経験の無い依紗でも、友人との会話から得た知識で、久我が今苦しんでいることは容易に想像出来た。

　ぼんやりとした記憶しかないが、飲み会の夜も、そして今も、彼は奉仕に専念するばかりで、ちっとも自分の欲を発散出来ていない。

　その状況が急に心苦しくなり、自分にも何か出来ないかと思った依紗は、まだ疲れが残る身体に力を入れ、のそのそとテーブルの上で動き出す。

　片手をテーブルの下――久我の下半身へ伸ばせば、瞬時に何倍も大きな手に捕まり阻まれてしまった。

「何をする気だ！」

　依紗が「あっ！」と思うのと同時に、上司の口から怒声が飛び出す。

　階段から落ちかけた件を怒られた時以来の厳しい口調に、思わず強張った身体の力を無意識に止めた呼吸と一緒に抜いていると、色濃い困惑が滲む表情を浮かべた彼と目が合う。

「課長にも、気持ちよくなってもらいたいんです」

　仕事中に何度も叱られ、久我のキツい口調に慣れた依紗は、このくらいの事で諦める女じゃない。

　実力行使がダメなら交渉だと、沸々湧き上がる羞恥心を押し殺しながら、目の前にいる相手を見つめ口を開いた。

「でも……やり方、よくわからなくて……教えてください」

　きっと強がっても、彼にはすぐバレてしまう。

　なんて思いながら、依紗は羞恥に潤んだ瞳で久我を見つめる。二人の視線が交わった瞬間、ゴクリと彼の喉が鳴った。

　

　テーブルから降りた依紗は、近くの椅子へ腰かけた久我の足元に座りこむ。

　床に座ったせいで足が汚れることも、自分が未だ際どい恰好をしていることも気にせず、ペタンと両足を外へ折り曲げる彼女の目は、ずっと窮屈そうな上司の股間に釘付けだ。

　依紗の提案を聞いた久我は、最初良い顔をしなかった。だけど、次第に彼自身の中で葛藤が始まったのか、最終的には渋々頷いてくれた。

「嫌だったら、すぐ止めるんだぞ」

　なんて、口酸っぱく繰り返す辺りに、彼の不器用な気遣いと優しさが滲む。

　そのことに気づいているのは、きっと自分だけ。いや、自分だけだったら、嬉しいとつい思ってしまう。

　依紗は無意識に緩む頬をグッと両手で押し戻し、緊張で高鳴る鼓動を落ち着かせようと小さく息を吐き出した。

　そして、久我があらかじめ自ら緩めてくれたズボンに手をかけ、恐る恐る下着と一緒に脱がしていく。

　その手つきは、ぎこちないの一言に尽きる。けれど、久我も自ら腰を動かして手助けすれば、一分と経たず〝ソレ〟は二人の眼前に飛び出した。

「ひゃあっ！」

　ズボンを下すのに夢中になるあまり、無意識に彼の股間へ顔を近づけすぎた依紗は、いきなり飛び出した男根に驚き、小さな悲鳴を上げる。

　会議室での秘め事に興奮し、秘部をぐっしょり濡らした依紗と同様に、久我も興奮していたらしく、熱を滾らせた血が通う剛直は、既に硬く反り立っていた。

（男の人の……は、初めて見ちゃった！）

　心づもりはしていても、やはり間近で見た衝撃は凄まじい。あまりの衝撃に、依紗は思わずズボンから放してしまった手で目元を覆い隠す。

「や、やっぱり無理をするな！　こんなの放っておけば――」

「ち、違うんですっ！」

　依紗の反応に酷く焦りを見せた久我が、急いでズボンへ手を伸ばすと、それに待ったをかける声が上がった。

「は、初めて見た、ので……少しびっくりしただけ、です」

　依紗は火照った顔を両手で覆ったまま、指の間からチラチラと上司の様子をうかがう。

　決して嫌がっているわけじゃない。そう訴える声は、どんどん尻すぼみになっていき、最後には消えそうな程小さくなっていく。

　そのままお互いに黙り込むと、二人の間にしばし静寂が流れる。

　シン、と静まり返った周りの空気とは裏腹に、依紗の心音は騒がしい。

　繰り返し「落ち着け」と自分に言い聞かせながら、勢い任せに言った「驚いただけ」という言葉について考える。

　恋愛経験ゼロの依紗は、もちろん勃起した欲を見るのも初めてだ。

　血管が浮き出た肉杭に驚きを隠せなかったのは言うまでもない。

　でも――一切嫌悪は感じなかった。

　その事実を認識した途端、ストンと心の奥に何かが降りてくる。小さく開いた穴を埋めてくれる感覚を味わった依紗は、熱が引かない顔からゆっくり両手を離した。

　

「そこ、ちが……もう少し、上だ、クッ！」

　自分に身を任せてくれる上司の指示に従い、依紗はドクンと脈打つ昂りを両手で包み、ゆっくり上下に扱いていく。

　最初は、恐々指先で触れるだけだった。その後輪っか状にした指で触れ、徐々に指を動かし、今では両手のひら全体を使って、目の前にある男茎を扱く。

　潤滑油代わりの先走りのお陰で、最初の頃よりスムーズにご奉仕が出来ている。

　頭上から聞こえてくる久我の息遣いも、だんだん余裕が無くなり、時折切なげに上擦った声が聞こえてくる。

　それらはすべて依紗の耳にしっかりと届いて、彼女を興奮させていた。

　最初は勃起した欲を見るだけ恥ずかしかったのに、心音が激しさを増すにつれ、身体の奥から溢れる熱が全身を熱くした。男根を見つめる瞳は熱を孕み、今は吐息すら熱い。

　扱く手を止めず、興奮のあまり太ももをモゾっと擦り合わせた依紗は、ゆっくり手中にあるものへ口を寄せ、わずかに突き出した舌を、迷いなく上司の肉竿へ這わせだした。

「ンン、はあ……んんっ」

「っ！　お、おい、何やって……あっ、クソっ！」

　そのまま、キャンディーでも舐めるように数回舌を上下させた後、勢いに任せて熱く太い男根を頬張り始める。

　自分の手の中でビクビクと震える剛直を間近で見続けたせいか、彼女は次第に上司の肉欲を愛おしいと思うようになった。

　あまりにも大胆な部下の行動に、これまで以上に久我は焦る。しかし、拙いながら懸命にご奉仕してくれる依紗の姿と、彼女のぎこちない愛撫が生みだす快感に静止の声が途切れていった。

　その後、何度久我が「止めろ」と声をかけても、依紗は愛撫を止めない。

　それどころか、彼女の愛撫から徐々に拙さが消えていくような気さえする。

　舌先で先端を突き、雁首の辺りを執拗に舐め、チュッチュッとキスするように口内の昂りに吸い付く。もちろん扱く手の動きも止まらず、これまで散々依紗を翻弄してきた久我が、今度は逆に翻弄されている状況だ。

　依紗の中で高まった興奮と、より一層久我を気持ちよくしたいという気持ちが、彼女の行動をより一層大胆にしていく。

「はぁ、ほんと……止めろって。こんな……しなくても……う、あっ！」

　すっかり息の上がった久我の声は弱々しく、若干の震えさえ混じっている。

　そのまま余裕を無くした声で、何度目かわからない静止の言葉を彼が口にすれば、それを聞いた依紗の動きが唐突に止まった。

　そして、ゆっくり咥えていたモノから口を離した依紗は、頬を上気させ、潤んだ瞳を上司に向けながら口を開く。

「きもち、よくない、ですか？」

「気持ちよすぎるから、止めろと言ったんだ。この馬鹿者っ」

　昔、経験豊富な友人から聞きかじった知識を、一生懸命思い出しながらのご奉仕だった。

　それが間違いだったかもと不安に襲われて問いかけてみれば、返ってきた予想とは真逆な答えで驚き、そして嬉しくなった。

　経験の無い自分でも、久我を気持ちよくさせられている。その事実がこの上なく嬉しくて、上司からの叱責など気にならない。

「ッ、ん、ふっ」

「う、あぁっ！」

　上機嫌になった依紗は、一度離した剛直に再度しゃぶりつく。その姿に驚き、大きく目を見開いた久我の口からは上擦った喘ぎが漏れ出す。

（課長、私頑張りますから。たくさん、気持ちよくなってください）

　口内に溜まった唾液を、何度も舌で肉竿に塗り付ける。まるで印付け――マーキングのような行動を無意識に取る依紗の愛撫は、次第に激しさを増していく。

「い、すず……うっ、離れ、ろ」

　その後しばらく、お互いの荒い息遣いと水音が響く中で、久我が苦しげに声を発した。

　そのまま彼は、自分の足元に蹲る部下の頭に手を置き、彼女を自分から離そうと画策する。

　だが、彼の状況と気持ちに気づかない依紗は、嫌だと首を横に振って離れようとしない。

（出してください。私のなかに……）

　依紗は殊更愛おしそうに咥えたままの昂りに視線を落とし、一際強くそれに吸い付く。

「ぐっ、は、あ、うう――っ！」

　すると、途端に久我は我慢の限界に達し、ずっと堪えてきた欲を部下の口内に吐き出した。

　勢いよく口内に吐き出された白濁に驚いた依紗は、大きく目を見開き数秒呼吸を忘れそうになった。

（な、何これ、凄く苦い！）

　口内に広がる不快感に、思わず顔を顰める。

　勢いに任せ始めたフェラだったが、終わった後のことを失念していた反動は予想以上だ。

　彼女の口元から力が抜けた隙に、急いで己の欲を抜いた久我は、心地よすぎる解放感に浸る間もなくズボンをずり上げて立ち上がり、すぐそばにある備品棚へ駆け寄った。

　そこからティッシュ箱を取り出すと、依紗のもとへ戻り、乱暴に数枚分のティッシュを抜き出して彼女の口元へ差し出す。

「ほら、これに吐き出せ」

「っ！　ケホッケホッ！」

　依紗は息苦しさに涙を浮かべながら、口内に溜まった白濁を素直に吐き出していく。

「本当に……何をやってるんだ、お前は……」

　口内に残るネバつきにしばらく四苦八苦していると、不意に久我の声が聞こえてきた。

　おもむろに顔を上げれば、目を細めて自分を見つめる彼と目が合う。

　呆れた様子の目線と声の中に、所々愛おしさが混ざっているような気がして、胸の高鳴りと一緒に恥ずかしさが襲ってくる。

　思わず目線を外し、瞼を伏せて俯けば、床へ向いた視線が偶然上司の下半身をとらえる。

　大半がズボンで隠れるそこには、まったく萎える様子の無い剛直が、今も尚力強く存在を主張していた。

　驚いた依紗は、咄嗟に「あっ……」と小さく声を漏らす。

　数分前まで自分がしゃぶっていたモノを直視したせいか、ジンと下腹部の奥が疼き、不思議と吐き出す息が熱くなる。

　無意識にモジモジと太ももを摺り寄せれば、クチュッといやらしい音が付け根の辺りから聞こえてきた。

「依紗、立てるか？」

「……？」

　そんな時、ムラムラと落ち着かない感覚に戸惑う自分を呼ぶ声につられ顔を上げる。

　熱視線と共に手を差し出す上司の姿が目についた瞬間、彼女は考えるより先にその手を取っていた。

　

　上司の手を取り、強い力に身体を引き上げられ立たされた依紗は、力が上手く入らない身体を支えられ備品棚横の壁際へ移動する。

　すると、背後から突然久我に抱きすくめられ、壁に両手をつくようにと指示された。

　訳がわからず、戸惑うまま両手を前に突き出せば、グッとお腹の辺りに太い腕が回される。

「か、課長、何を……」

「心配するな。ゴムなんて今は持ってないから、挿入いれはしないさ」

　状況を理解出来ず、一人置いてきぼりにされた不安に駆られ、背後を振り向こうとした時、耳元で自分が大好きな優しく甘い声が聞こえてくる。

「脚、ちょっと借りるぞ」

「えっ？　……ああっ！」

　まだ熱が残る身体は敏感に反応し、続いた言葉に反応が遅れる。

　訳が分からず依紗が聞き返そうとすれば、おもむろに太ももの隙間へ太く熱い欲望が割り入れられた。

「はあ、はあっ、ンン、あぁ！　どうだ、気持ち、いい、だろう？」

「あ、ん、あぁ……ぃい、気持ち、いいで……ああっ！」

　萎える気配の無い久我の男茎が、依紗の股で激しい抽送を繰り返す。

　雁首が秘芽に擦れるたび、強い快感に襲われ依紗は頭の中を白くしていく。

　モヤがかかった脳に届くのは、熱と欲に塗れた久我の声と彼が与えてくれる快感だけ。

　依紗の身体を支え、空いている手を彼女が壁についた右手に重ねた久我も、欲望のままに柔らかい尻肉に自ら腰を打ち付け息を荒くする。

　今が仕事中という現実は、すっかり二人の頭の中から抜け落ちていた。

　どんどん激しくなるピストンは、ただでさえ蕩けた依紗の思考を更に溶かしていく。

　終始甘く啼き続ける依紗の声に久我は溺れ、依紗も久我から与えられる快感に溺れる。

　二人がほぼ同時に果てた直後、興奮しきった久我は間髪入れずに依紗の唇を奪った。

　乱暴なくせに、どこまでも優しいキスを抵抗せず受け入れた依紗は、唇を割りねじ込まれた熱い舌へ自らも舌を伸ばした。

　

　

　

　情熱的で濃密な時間を過ごした後、二人はお互いに身だしなみを整え会議室を後にした。

　久我と並んで廊下を歩く依紗は、まだ火照りが残る頬を気にしながら、胸元で抱えたファイルから視線を上げ、上司の顔を盗み見る。

　その表情は、さっきまでのひと時が嘘のように、すっかり仕事モードになっていた。

（うう……課長ばっかりズルい）

　階段から落ちかけて以降怒涛すぎる展開続きで、未だに頭と心がホワホワして頼りない。

　そんな自分とは正反対な様子を見せる上司を、ちょっとだけ憎らしく思ってしまう。

　言葉にせずプリプリ怒っていると、不意に自分を呼ぶ声が背後から聞こえて立ち止まる。

　すぐに後ろを振り向くと、同僚の恭子が小走りで駆け寄ってくるのが見えた。

「依紗ったら、どこほっつき歩いてるのよ！　帰ってくるの遅くて心配してたんだから」

　打ち合わせからいつまでも戻ってこない友人を気にかける優しい言葉に、依紗は嬉しさ半分申し訳無さ半分と複雑な気持ちを抱いた。

　久我と人目を忍んでお互いを求めていた、なんて言えるはずも無い。

　どう言い訳をしようか悩んでいると、恭子が唐突に「あれ？」と首を傾げた。

「今日の打ち合わせって、課長と一緒……だったっけ？」

　行きは一人だった友人が、上司と一緒に戻ってきたことを彼女は不思議がっている。

　思わずギクッとした依紗は、胸元に抱える資料ファイルを一際強く抱きしめてしまった。

　ただでさえ説明しづらい状況なのにと、軽いパニックに陥る部下を横目に、これまで黙って二人のやりとりを見ていた久我がおもむろに口を開く。

「打ち合わせを終えて戻ろうとしていた宮内を、俺が引き留めたんだ。資料探しを手伝って欲しくてな」

　サラっと嘘を混ぜ込んだフォローを口にした彼は、依紗が抱えていたファイルへ手を伸ばし、彼女の腕の中からそれを引き抜く。

「宮内、急に手伝わせて悪かった。お陰で助かった」

　自分が抱えていたファイルの上へ依紗が持っていたそれを重ねた彼は、彼女と目を合わせて謝罪と感謝を伝え、一足先に自分のデスクへ向かいその場を去る。

　笑顔など一切無く、お礼を伝えるにはあまりにも素っ気ない態度の上司に「相変わらずだね、課長は」と恭子は苦笑いを浮かべる。

　そんな友人とは対照的に、危機的状況をさり気なく助けられた依紗は、抱えるモノが無くなった両手をキュッと握りしめる。

（さっきまで、あんなに情熱的だったくせに……ズルいです、課長！）

　オンとオフの切り替えが早すぎる上司を見送る瞳は大きく見開かれ、熱を孕んだ吐息をこっそり吐きだした依紗は、上司への熱い想いを募らせた。







第四章　ハジメテ尽くしな一日








　久我のギラついた熱情に押し負けて、仕事中に会議室で彼の欲に当てられた翌日。

　その日の仕事を終えて帰宅した依紗のスマホに、件の上司からメッセージが届いた。

　多忙な毎日を過ごす依紗を心配する内容と、気晴らしに週末どこかへ出掛けないかとお誘いのメッセージが続けて表示される。

　仕事用に連絡先は以前から知っていたものの、これまで特別やりとりをした記憶は無い。

　そんな相手から、初めて送られてきたプライベート感満載のメッセージを前に、依紗の中で次々と色んな感情が駆け巡る。

　衝撃に、嬉しさ、そして戸惑い。

　無意識にスマホを持つ手とは反対の手の指で唇を撫でながら、ジッと画面上の文字を繰り返し目で追いかける。

（一緒に出掛けるってことは、デート……なのかな。でも、今の私たちの関係は……）

　不意に視線を止めた依紗は、自分と上司の関係を不思議に思い、つい首を傾げる。

　ようやく久我が好きと自覚し、会議室で彼も自分を好きだと言ってくれた。

　だけど、依紗からはまだ、彼に気持ちを伝えていない。

　到底恋人同士とは言えない二人の関係性は、一体何と呼ぶべきなんだろう。

　誘いを受けるべきか否か、心の天秤を揺らす彼女の唇が無意識のまま開いていく。

　そのまま、わずかに開いた隙間から飛び出す舌先が、ペロリと唇を撫でていた指に触れた。

　まるで、何度も絡めた熱い舌を求めるように舌が揺らぐ。

　しばらくして、濡れた指先に気づいた依紗が慌てて手を口元から離した。

（オッケーの返事を出せば、会社以外で課長に会える。二人きりで、過ごせるんだ！）

　悩ましげに自分の唾液がついた指を見つめていた依紗。その目元と口元は、気持ちが上昇するにつれ、自然と緩やかな弧を描いた。

　

　週末の土曜日。朝の九時を少し過ぎた頃、依紗は、自宅マンションの前にたたずみ、車が行き交う車道をチラチラ気にしていた。

　今日の彼女は、七分丈の落ち着いた色合いのインナーに、薄手のカーディガン、クリーム色のロングスカートを身に纏っている。

　仕事の際に、いつもヘアゴム一つでまとめるだけの黒髪もバレッタで留めている。

　そんな、野暮ったい仕事姿とは真逆な恰好をする依紗の前に、一台の車が停車した。

「悪い、待たせたか？」

「いいえ、そんなことはっ！」

　すぐに運転席のドアが開けば、私服姿の上司が降りてくる。

　くすんだ緑色のチェスターコートに、白いスウェットトレーナー。そして、黒のスキニーパンツ。

　シンプルかつお洒落な装いをした彼は、ワンポイントの腕時計で時間を確認しつつ申し訳なさそうに眉を下げた。

　初めて目にする上司の私服姿にこっそり胸をときめかせながら、依紗は慌てて首を横に振る。

　久我から誘われたデートの返事を散々悩んだ依紗は、結果的にオーケーの返事を出した。

　それからは、仕事終わりに数回メッセージのやり取りを続け、待ち合わせ日時と場所、そして久我なりの大まかなデートプランを聞かされ、それらに少し依紗の要望を加えてと、着実にデート計画を練り上げた。

　彼となら些細なやりとりすら楽しくて、依紗の心はここ数日羽が生えたように軽くフワフワしている。

　社長の子息であり上司でもある久我の誘いを、平凡な一社員の自分が受けていいのか。

　飲み会後のひと時や、会議室でのひと時、久我は依紗への好意の他に、何を考えて自分を求めたのだろう。

　そして自分は、彼からの求愛を受け入れ、自身の気持ちに素直になっていいのか。

　散々悩み、今日依紗は迎えに来た上司の手を取る。

　――好きな人と一緒に過ごしたい。

　彼女が最終的に選び、自分から彼に示した答えは、素直でささやかな欲望だった。

「さあ、まずは映画館だな」

　一旦車を降りて依紗をエスコートした久我が、再び運転席へ戻りシートベルトを締める。

　そのまま顔を上げた彼の表情は、仕事モードの時と違う、ここ最近目にする機会が多い柔らかいもの。

　依紗が小さく「よろしくお願いします」なんて頭を下げれば、彼はクスリと小さく笑ってハンドルを握った。

　

　

　

　久我の運転で映画館へ向かった二人は、公開作品の中から前評判の高いミステリーを見ることにした。

　人気作家の小説が原作なことに加え、豪華俳優陣の起用も話題になっている。

「今日は俺が誘ったんだ。金のことは気にしなくていい」

　チケットや飲み物を買う際、久我は口角を上げて笑い、隣で財布を出そうとする依紗の手をやんわり押しとどめ、自分でさっさと支払いを済ませてしまう。

　申し訳ないと慌てる依紗に「それじゃあ、また次の機会にな？」と、彼は楽しげに小首を傾げる。

　そう言うや否や、久我は依紗の手を取り館内に入っていく。

（また、こうして一緒に出掛けてくれるんですか？）

　チケットに印字された番号の座席を探す上司の横顔を見つめる依紗は、つい彼の言葉に期待している自分に気づいた。

　

　隣に好きな人がいる状況で、映画を楽しめるかわからない。

　なんて一抹の不安を抱いていたのは最初だけで、上映が始まってしばらくすれば、依紗はすっかり映画の世界に入り込んでいた。

　お昼近くに上映が終わると、久我はその足で依紗を車に乗せ、映画館から少し離れた郊外へ向かう。

　依紗が連れて来られたのは、隠れ家的な雰囲気が漂うレストランだった。

　内装も店内に流れる音楽も落ち着いた雰囲気で、どうしても騒々しくなってしまう映画館の雰囲気やミステリー映画を見て昂った気持ちをゆっくり落ち着かせてくれる。

「ここ、よく来るんですか？」

「たまに、な。以前お世話になった取引先の部長に教えてもらったんだ」

　テーブル席に着き、注文した料理を待つ間、ふと抱いた疑問を投げかける。

　ランチメニューは割とお手頃価格で、ディナーページに並ぶ料理はほんの少し頑張れば手が出せる値段設定だった。

　御曹司な彼が贔屓にするお店は、きっと高級店ばかりと思っていた手前、ここへ向かう車の中で依紗はかなり緊張していた。

　詳しく話を聞くと、彼がこのお店を知ったのは営業部に異動する前らしい。

　ここの料理と静かな雰囲気を気に入り、時々店側にお願いをして、他社の社員たちとのランチ会議などに利用しているそうだ。

　それからも久我は、緊張が残る依紗を気遣ってなのか、様々な話題を振ってくれた。

　そのお陰もあり、話をしているうちに彼女の緊張も解け、最初の頃より自然に、好きな人との会話を楽しむ余裕が出てきた。

「さっきの映画、予想外のトリックや、伏線が色んな所に隠れていて驚きました！」

「映像化されたお陰で、かなりわかりやすくなっていると思うぞ。原作を読んだ時、途中で混乱する所があって、その度に読み返したからな」

「えっ、課長原作知ってたんですか？」

「ああ、原作も面白かったが、今日の映画もなかなかだった」

　運ばれてきた料理に舌鼓を打ちながらの話題は、もっぱら映画について。

　原作を読破済みの久我と、原作未読な依紗では、印象に残っているシーンも違うらしく、まったく話題は尽きなかった。

　

　食事を終えた後は、再び久我の車に乗り気ままに郊外や街中のドライブを楽しんだ。

　気になった店があれば立ち寄って、店内や商品を二人で見て回る。

　主だったお店はアンティークショップや雑貨店で、互いに好みの物や相手に似合いそうなものを探しているうちに、時間はどんどん過ぎていった。

　――もう一か所、連れて行きたいところがある。

　そう言った久我が最後に依紗を連れてきたのは、小高い丘の上にある広場だった。

「わあ、綺麗な夕焼け」

「ここは、休日の昼間に家族連れがよく来るらしい。でも郊外だからか、この時間になれば静かになるんだ」

　駐車場に停めた車内から見える夕陽に、依紗はうっとりと声を上げる。

　そんな自分へ配慮してか、久我の声量が少し下がり、以降彼は黙り込んでしまった。

　依紗も口を閉ざしてしばしの間自然に見入る。

　車内の静寂は意外にも心地よくて、オレンジ色の空に向けていた視線を、彼女はゆっくり運転席へ移した。

　その瞳がとらえるのは、景色を眺める上司の横顔。

（どうして課長は、今日一緒に出掛けてくれたの？）

　彼の顔を見た瞬間、今日のデートを提案された日から度々脳裏に浮かぶ疑問が、また頭を過ぎってしまう。

　メッセージでは「たまにはリフレッシュも必要だ」なんて言っていたけれど、今日一日自分に付き合ってくれる理由が、依紗はいまだ理解出来ずにいる。

「……？　俺の顔に何かついてるか？」

　頭の中に浮かぶ疑問に気を取られすぎて、久我を見つめたままだったことを忘れていた。

　視線に気づいた彼が、不思議そうにこちらを振り向き、首を傾げる。

「あ、えっと、その……。今日、どうして私を誘ってくれたのかな、と思って……」

　彼の瞳に囚われた瞬間、頭の中が数秒白いモヤに包まれてしまう。だけどすぐになんと返事をすべきか悩み、恐る恐る自分じゃ答えが見つからない質問を投げかけた。

　今ここで誤魔化しても、あとで気づかれて怒られるくらいなら、と思っての行動だった。

　声にした後で、失礼だったかもと焦る依紗の視線は徐々に下がっていく。

　そして完全に目線を外して俯けば、次の瞬間ククッと小さな苦笑いが頭上から聞こえた。

「この前言っただろう？　俺は本気だって」

「……えっ？」

　続けて聞こえる声に驚くあまり、依紗は勢いよく顔を上げた。その瞳に映ったのは、会議室で何度も自分に向けられた微笑み。

　自分しか知らない表情であって、と願いたくなる久我の顔に思わず見惚れてしまう。

　すると急に大きな手に膝上に置いたままの片手を握られた。そして彼は反対の手で依紗の頬を撫でるように包み込む。

「依紗、俺はお前がずっと好きだった。今日を機に、俺の恋人になってくれないか？」

「――っ！」

　気を抜けば吸い込まれそうな黒い瞳と彼の口が紡ぐ言葉に射貫かれた途端、驚くあまり思考が完全に停止した。

　無言で自分を凝視する部下の姿に何を思っているのか、久我は握った手と触れた頬を離そうとしない。

　その態度がますます依紗を混乱させる。

　あまりにも唐突な人生初の告白に、彼女の頬はみるみる火照り、真っ赤になっていく。

（う、そ……じゃない、か）

　自分が恋心を抱いた上司は、こんな冗談を言う人じゃない。

　頭の中で到達した結論に、彼が本気だと気づかされた依紗は嬉しさと同時に激しい戸惑いを覚える。

　今日彼に会うと決めた時のように、素直に頷ける状況ならとても嬉しい。

　だけど、将来久我商事を背負って立つ上司に、平凡な一社員の自分が釣り合うはず無いと、頷きかけた衝動にブレーキをかけた。

　もし、彼が自分を受け入れてくれても、きっと周りが許してくれない。そうなれば最終的に大好きな久我へ迷惑がかかる。

　考える程にズキズキと胸の奥が痛むのを感じ、依紗は小さく息を吐いた。

　気持ちと呼吸を整えながら、改めて彼を見つめる。その表情は相変わらず優しくて、気を抜けば頬が緩みかねない程甘い。

　そんな上司の顔をしっかり見つめた依紗は、もう一度深呼吸をしてから口を開いた。

「今日は一日、ありがとうございました。とても……楽しかったです。だけど、その……お付き合いは……ごめんなさい！」

　そのまま、彼女は精一杯の微笑みを浮かべ、今日一日の感謝を伝える。同時に、心に大きな壁を出現させ、これ以上気持ちが暴走しないよう制御した。

　愛する人に迷惑をかけるくらいなら、自分が我慢すればいい。

　今立ち止まれば、週明けからまた〝ただの上司と部下〟に戻れる。そう何度も心の中で念じ続けた。

　自分に暗示をかける最中、さ迷っていた視線がふと久我の顔をとらえた。

　いつの間にか、甘く優しい自分の大好きな笑顔が消えていて、感情が読み取れないかすかに震えた眼差しが向けられる。

　――そんな表か情おをさせたいわけじゃない！

　必死に自制して自ら遠ざけたはずの心が、彼の表情一つで揺らいだ次の瞬間、握られたままだった手をいきなり力強く引かれ、その反動で身体が前のめりに倒れていく。

（……えっ？）

　勝手に移り変わる視界に驚き、依紗が身体を強張らせるのと同時に、彼女の唇はいとも簡単に奪われてしまった。

　

　

　

　依紗に許可無く口付けた久我は、彼女のすべてを吸い尽くす勢いで、小さな唇をしゃぶる。

　告白だけでも驚きの状況なのに、彼が自分の唇を奪う理由などわかる訳が無い。

　唇を舐ねぶられるたび、鼻にかかった甘い声がかすかに漏れる。

　息を吸おうと口を開けば、容赦なく舌が挿は入いりこみ、依紗の口内を蹂躙していった。

「っ、ふ……んん、はぁ……っ」

　熱烈なキスは、会議室でしたものに似ているようで少し違う。

　優しさと甘さはきちんと残っているのに、あの時より舌を通して伝わる熱の温度が高い。

　動きにも余裕が無く、苛立ちや、焦りなど、酷く不安定な彼の心が伝わってくるようだ。

　頭の中に次々と浮かぶ疑問を投げかけたいのに、乱暴なキスが、それを許さなかった。

「ん、ん、ふ……ぁ、ん」

　力任せに彼の身体を叩いてアピールすれば、このキスはきっと終わる。

　わかっているのに、上司から与えられる熱と快感を知ってしまった身体が、貪欲にそれらを欲しがってしまう。

　依紗は一切抵抗せず、気づいた時にはもう頭の中は真っ白で、目の前に垂らされた快楽を求め自分から舌を揺らしていた。

　その後、久我とのキスにすっかり酔ってしまい、気力と体力を根こそぎ吸い取られた依紗は助手席から動けなくなった。

　力なくシートに沈む部下を横目に、彼は車を発進させ広場を後にする。

　車が動き出したせいで、逃げるタイミングを完全に失った依紗は、窓の外を流れる景色を見つめる。

（どこ、行くんだろう……）

　ぼんやりとだが、昼間通った所とは違う道を走っていると認識しつつ、静かな車内に時折響く服の摩擦音に耳を傾けた。

　

　久我が依紗を連れてきたのは、テレビ番組で何度も紹介されている高級ホテルだった。

　その外観とホテル名をテレビで見て知っていた依紗は、まさかの場所にギョッと目を見開いたまま完全に口を閉ざした。

　久我が何を思って行動しているのかわからない彼女は、すっかり身体を強張らせ困惑と緊張で瞬きすら危うい人形と化す。

　運転席に座る彼が、今どんな表情を浮かべているか気にならないわけじゃない。だけど、心に余裕を無くした依紗には、隣にいる上司の顔を盗み見るなんて出来なかった。

　そんな部下を車から連れ出した久我は、依紗の腰に腕を回して自分の方へ引き寄せ、堂々とした様子でホテルの中へ入っていった。

　

　その後、フロントに「今夜一泊したい。スイートルームは空いているか？」と尋ねた彼は、ルームキーを受け取った足でエレベーターへ向かい、宿泊する部屋があるフロアを目指す。

　親しげにスタッフと話している理由は、元々の知り合いか、普段からこのホテルによく来ているということなのだろうか。

　なんて疑問を持つ依紗の気持ちを知らず、エレベーターの中で二人きりになればチュッチュッと唇を啄む可愛らしいキス攻撃が始まる。

　ただでさえパニック状態の依紗は、もう訳がわからなくなるばかりだった。

　しかも、車を降りてから部屋へ向かう道中、ずっと久我に腰を抱かれて歩いたせいで、服越しながら感じてしまう彼の体温にドキドキが止まらない。

　混乱状態では唸るしか出来ず、背中を押された依紗は、上司が取ったばかりの部屋に足を踏み入れた。

「あ、あの、どうしてこんな……んっ！」

　目的地に到着した事で、ほんの少し緊張の糸が緩む。

　そのまま勢い任せに顔を上げ、室内を見回すより先に、依紗はようやく抗議の声を上げる。

　消えるどころか増すばかりな緊張と戸惑いのせいで、どうしても声が震えて頼りない。

　それでも主張しないよりマシと思って発したそれは、彼女の想いも空しく、再び重なった唇にかき消され、最後まで紡ぐことが出来なかった。

　腰に回った腕にグッと身体を引き寄せられ、より一層久我と密着する依紗の耳に、ガチャっとドアの鍵を施錠する音が届く。

　鍵を閉めたばかりの彼の指は、おもむろに部下の顎へ伸び、そこから頬や顔の至る所を優しく撫でていった。

「ん……俺は今晩、ここでお前と朝まで過ごしたいと思っているんだが……ダメか？」

　しばらくキスを堪能し唇を離した久我は、二人の唇の間に垂れる銀の糸をサッと舐めとり、二人の唾液で妖しげに艶めく唇を依紗の耳元へ寄せ囁いた。

　カプっと耳に甘く歯を立てられた瞬間、意図せず口から甘い声が漏れる。

　部屋へ到着するまで容赦なく繰り返された怒涛のキス攻撃に、すっかり骨抜きになった依紗は、彼の腕に身体を預けたまま立っているのが精一杯の状態だ。

　そんな状況で、究極と言える質問を投げかけられ、彼女はしばし葛藤する。

　今この場で彼が言わんとする宿泊の意味が、出張先でビジネスホテルに泊まるのとは違うことくらいわかっている。

　せっかく久我と両想いになれたのだから、素直に頷いて、彼に身を任せてしまいたい。

　そう思う反面、依紗に頷きを躊躇させるのは、やっぱり自分たちの立場にあった。

　将来社長になるため、彼はこれまで様々な部署に所属し経験を積んできたと、以前誰かが話していた。

　異動を繰り返して積んだ経験、そして人脈が、鬼課長と恐れられながらも優秀とされる彼を形作っているのかもしれない。

　その実績と人脈は、これまで久我が努力してきた素晴らしい結果だ。

　社長の子息という立場を一切利用せず、彼はこれまで真摯に仕事に向き合ってきた。

　そんな素敵な人の隣に、自分が居て良いのかと、心の揺らぎが止まない。

「…………」

　大きくゆっくりと、まるで天秤のように揺らぐ心につられ、依紗はいつの間にか俯いていた顔を上げる。

　そうすることで、こちらを見つめたままの久我と目が合うのは最早必然だった。

　お互いの瞳に相手の顔が映り込んだ瞬間、依紗の心の天秤が大きく傾く。

「ダメ、じゃない、です……」

　そのまま、消えてしまうんじゃないかと思う程か細い声で、急かさず待ってくれた彼へ、答えを紡ぐのが依紗にとって精一杯だった。

　一度は心に壁を築いて、彼の想いからも、自分の想いからも目を背けようと決めた。

　はずなのに、決意は簡単に揺らぎ、あっという間に傾いた板の上を転がり落ちていく。

　キュッと久我のジャケットを握りしめた依紗は、赤く火照る頬や震える瞼で隠した潤む瞳を見られるのが恥ずかしいと、せっかく上げたばかりの顔をすぐに伏せてしまった。

　

　

　

　これまで何度も求めてきたのに、改まった途端に恥ずかしくなる。

　緊張でカチコチに固まった筋肉を無理やり動かしながら、依紗は久我に促されベッドルームへ向かった。

　隠し切れない困惑は彼にも伝わったらしい。依紗がベッドに腰掛けるのと同時に、額や頬、顔中に優しいキスが降ってきた。

　戯れのキスが続く中、久我は何度も「嫌がることは絶対しない」「二人で気持ちよくなるだけだ」と囁き、不安を取り除いてくれる。

　彼の気遣いを感じ、二人きりの時だけ聞ける特別な声を耳にするうちに、依紗の緊張はゆっくり和らいでいった。

　ベッドの上へ優しく押し倒された依紗の唇に、自らもベッドに乗り上げ覆いかぶさる久我からのキスが幾度となく降り注ぐ。

　手持ち無沙汰になった無骨な手は、易々とスカートの中へ侵入しいやらしく依紗の太ももを撫で上げ、まだ少しだけ戸惑いが残る彼女の気持ちを昂らせていく。

「ぁ、ん……ん、んっ」

　次第に激しさを増すキスに、口内を甘く蹂躙する彼の舌使い、そして身体を弄る愛撫は、依紗の理性をゆっくり溶かす。

　そして同時に、彼女の中で燻ぶる本能を引き出していった。

「あ、ひゃんっ！　かちょ、くすぐった……ン、んんっ」

「ククッ、ここも感じるのか？　本当にお前は敏感だな」

　依紗の口から、白い柔肌を吸われるたび、ビクッと身体を震わせながら抗議の声が上がる。

　だが久我は、咎められても一切気に留めず、彼女の腹部、丁度へその真上辺りに赤い印を残し、殊更嬉しそうに残したばかりの痕に舌を這わせた。

　このままじゃ服が汚れるからと、お互いキスや愛撫の合間に服を脱がせあった二人の素肌を隠すものは何もない。

　精一杯のおしゃれと髪につけていたバレッタも、丁寧に外され、ベッド横にあるサイドボードの上に置かれている。

　高層階にある窓から見渡せる夕闇が迫る景色に一切目もくれず、彼女たちの意識は目の前にいる相手にしか向いていない。

　羞恥に染まった依紗の白い柔肌を甘噛みされれば、こちらも負けじと普段はスーツで隠れている久我の腹筋の割れ目へ舌を這わせる。

　お腹、胸、首筋、頬、そして唇。一方的に快感を享受するのは嫌だと、依紗は彼に対抗する勢いで、拙いながら精一杯の愛撫で応え続けた。

「ンッ、ふ……はぁ。課長……きもち、いいですか？」

「ああ、気持ちいいよ。気持ちよくて、依紗が可愛くて、すごく興奮する」

　合間に、久我の様子をチラチラ盗み見ながら、思わず言葉を投げかける。

　彼にも自分が感じている快楽と同じものを味わって欲しい。その気持ちに突き動かされて依紗は薄っすら筋肉がついた上司の身体に舌を這わせる。

　久我のテクニックには到底及ばない、拙さしかないそれは、彼に快楽を与える愛撫とは言えないだろう。

　けれど、上司の仕草を必死に真似る依紗の健気さと懸命な様子は、久我を興奮させるには十分すぎるものだった。

　

　その後も久我の愛撫は止まず、室内に淫らな水音と二人の吐息、そして依紗の嬌声が響く。

　最初こそ対抗心を燃やしていた依紗も、時間が経つにつれ久我の巧みな愛撫の刺激にすっかり意識と身体を溶かされてしまった。

　愛撫の合間に、彼は何度も依紗の耳元へ口を寄せ、色んな言葉を彼女に囁き続ける。

「ん、はぁ……普段は真面目な癖に、セックスの時はこんなにエロくて可愛くなるなんて、誰も知らないんだよな」

　今、自分が抱いている女がどんなに可愛いのか。その可愛らしい姿を、他の男たちには決して見せたくないと、独占欲を滲ませる言葉を紡いだ。

「仕事の時、いつも俺の前で臆せず一生懸命頑張るお前が好きだ。買い物してる時、子供みたいにはしゃぐお前も……ハジメテの癖に、俺のことも気持ちよくさせようと頑張るお前も……全部、全部好きだ」

　これまで久我が見てきた中で、どんな姿が彼の琴線に触れたのか。自分がどれだけ宮内依紗に心から溺れているのかを、聞いている方が恥ずかしくなる程の言葉で紡いだ。

　熱と愛情のこもった言葉と刺激の数々は、依紗をより一層感じさせた。

　蜜壺から溢れた愛液でぐっちょり濡れたシーツを指摘されると、久我にからかわれた依紗は恥ずかしさと自分ばかり余裕のない状況に苛立ち、思わずプクッと頬を膨らます。

　そんなイジケ顔は、久我をますます上機嫌にさせていく。

　自分の愛撫を受け、どんな風に依紗が反応しているかを逐一実況する言葉もたくさん耳元で紡ぎ続けた。

　彼の口から零れる愛情の詰まった言葉の数々に、すっかり思考を溶かされた依紗は、ハフッ、ハフッと浅い呼吸を繰り返しながらベッドに沈む。

　どちらのものかわからない唾液でベタつき、散々弄られた身体に、ふと久我が自分の身体を密着させたと思えば、すっかり熱を持った赤い耳を彼は、パクリと食んだ。

「ンンッ！」

　砂糖や蜂蜜など、甘味料を混ぜて煮詰めたような甘い言葉責めは、依紗の羞恥心とわずかな興奮を煽る。

　そして散々自分を喘がせ、イカせた愛撫が止み、束の間の小休止に気を抜いたせいで、声が漏れると同時に身体がビクついてしまう。

　これでもかと依紗を甘やかして、不意打ちで意地悪をする上司に文句を言ってやろうと視線を動かす最中、耳元で息を吸う音が聞こえる。

「なあ、今日……どうして来てくれたんだ？」

（えっ？）

　どうせまた、素直に反応しすぎだと笑うに決まっている。

　なんて思った依紗の予想に反し、しっかり意味がある問いかけが聞こえてきた。

　その意図がわからず首を少し傾けて彼の方を向けば、鼻先が触れそうな至近距離で、彼がこちらを見つめている。

「今日一日、俺と過ごしてどうだった？」

「とっても……楽しかった、です」

　コテンと首を傾げれば、改めて質問が投げかけられる。

　依紗は、聞こえた言葉をゆっくり噛み砕いて理解し、か細い声でたどたどしく返事をする。

「今日の誘い、嫌じゃなかったのか？」

「課長と……一緒に、いたかったから……」

　どこか不安げに揺らぐ久我の瞳が、質問に答える度少しずつ落ち着きを取り戻していく。

　同時に熱を孕む強く熱い眼差しに囚われた依紗は、無意識にコクリと喉を鳴らした。

「広場では……困らせて悪かったな。本当に、今夜……俺と一緒に居てくれるか？」

「もっと、一緒に居たい、です。私も課長が……匡輝さんが、好き、です」

　不意に、彼のカサついた手のひらが目元へ伸び優しく頬をさすった。

　その手の甲に、依紗は自分から手を重ね、伏し目がちに言葉を紡ぐ。

　ずっと秘めたままと思っていた気持ちを伝えるのはどうしても恥ずかしく、彼女の声は尻すぼみになってしまう。

　すると、間髪入れずに彼が息を呑む音が聞こえ、二人は同時に熱い吐息を吐き出す。

　そのまま依紗が静かに目を閉じれば、まるで「いい子だ」と誉めるような口づけが額へ贈られる。

　数秒後には、これまで何十回としてきた中で、一際甘く相手への愛情を存分に含んだ口づけを交わした。

　

　窓の外が夜の闇に覆われていくなかで、二人の情事は一層熱を帯びていく。

「あ、ああっ！　匡輝さ、ダメ、一緒はダメ、はあっ」

「んっ、はぁ。ダメ、じゃなくて、こういう時は気持ちいいって言うんだ」

　匡輝の指に、赤々と腫れぼったく膨らんだ胸の突起を摘まみこねられ、もう片方の突起も彼の舌で舐られる。彼が与えてくれる二種類の不規則な刺激に、依紗は嫌がるようなそぶりを見せながら身体を震わせていた。

「あ、はっ……もち、い……気持ち、いい、の……ああっ！」

　指摘を素直に受け入れる依紗の反応を見た匡輝は、乳首から口を離すと口角を上げいやらしい笑みを浮かべる。

　彼の言う通り、依紗の身体はしっかり快感を拾い、下生えに隠れた蜜口からは、先程から断続的に愛液が溢れ続けている。

　お陰で彼女の秘部と、太ももの付け根周辺はすっかりベトベトだ。

「はあ、はあ、ん、あぁっ」

　次から次へ身体の奥から未知の熱が沸き上がる。

　それらをどうにか逃がしたいと、ベタついた太ももを擦り合わせていれば、今度は首筋や耳の後ろを舐められ、そこへ甘く歯を立てる恋人の顔を無意識に目で追いかける。

　匡輝が与えてくれる刺激は、依紗を翻弄しつつ彼女の中に着実に快感を蓄積させた。

　だけど、これまで何度も彼の手で絶頂を味わってきた身体には、正直言って物足りない。

　もっと決定的な、一際強い刺激を無意識に欲した依紗は、すぐそばにある彼の脚に自分のそれを絡ませ、濡れそぼった秘部を彼の太ももに擦りつける。

「匡輝さん、匡輝さん……身体の奥が、熱いのぉ」

　普段の彼女からは到底考えられない淫乱なおねだりに、匡輝はクスリと笑う。

　そのまま首元に埋めていた唇を、赤みを帯びた耳へ寄せ「うつ伏せになれ」と囁いた。

　ぎこちなく頷いた依紗が、その場でうつ伏せになれば、そこへ匡輝が覆いかぶさってきた。

　愛液でベタつく太ももの間に、すっかり興奮しきった彼の欲望がおもむろに割り入ってくるのを感じ、思わず「ああんっ！」と嬌声を漏らす。

　ズチュズチュと股下で抜き差しされる肉欲の熱と淫靡な音は、ただでさえ興奮しきっている依紗を更に欲情させた。

　胸の突起と同じく、度重なる愛撫ですっかり熟れた花芯が、律動する剛直の先端と擦れあうたび、言葉では言い表せない快感が生まれていく。

「はあ、はあっ……この前も、気持ちよかったな、は、ああっ！」

「あん、あっ、や……ひゃあっ！」

　これまでと違う新しい刺激に溺れかけた時、耳元に唇を寄せた匡輝が意地悪く囁く。

　彼の言葉に、会議室での淫らな逢瀬の記憶がフラッシュバックする。

　匡輝の口から零れる甘美な要求に負け、自らスカートを捲ってグチョグチョに濡れそぼった秘部を見せつけたこと。

　興奮がおさまらない彼の男根に、勢い任せと言え自らの意思でしゃぶりついたこと。

　仕事中に、自分たち以外誰も居ない会議室でお互いを求め合ったこと。

　それらすべての記憶は、依紗の本能を昂らせ、彼女により一層の快楽を求めさせていく。

　匡輝に腰を打ち付けられるたびに感じる快感は気持ちよく、体内を巡って喘ぎ声として発散されていく。

　しかし、会議室での絶頂を思い出した依紗にとって、今の刺激はどこか物足りない。

「まさ、きさ……んんっ、匡輝さんっ」

「はあ、はあ、何だ？」

　思わず匡輝の名を呼べば、耳のすぐそばで息を乱した彼の声が聞こえる。

　その間も、匡輝は律動を止めず、依紗と自分に甘くじれったい快楽を与え続けた。

「あん、あっ、は……意地悪、しないで。もっと、ちゃんと」

　依紗の中に残るかすかな羞恥心が、決定的な言葉を恥ずかしがって、つい濁すようなおねだりが飛び出す。

　だけど言い淀む口元に反して、これまで身体を支えていた片腕を動かした依紗は、そっと太ももの間にある昂りへ触れる。

　――コレが欲しいの。

　なんて、彼女の声無き切望を感じとった匡輝は、ただでさえ興奮しきった気持ちを昂らせ、一際強く恋人を抱きしめた。

　一旦依紗から離れ、ベッドを下りた匡輝は、自分のバッグから出した物を手に戻ってきた。

　それは万が一にと準備してきた避妊具。それが入った小袋を破り、丁寧に装着していく様子を、ベッドの上に身体を起こした依紗はつい見つめてしまう。

「あまり見るな。流石に恥ずかしい」

「ご、ごめんなさい！」

　苦笑が混じる指摘に、ボッと一気に火照った顔を慌てて背ける。

　羞恥で頭の中が困惑する依紗の精神に反して、蜜壺は物欲しげに収縮し、新しい蜜を垂らす。

　そのままギュッと目を瞑って大人しくしていると、肩に大きな手が触れ、シーツの海へ優しく押し倒された。

　もう終わったのかな、と恐る恐る目を開けた途端に、視界いっぱいに優しく目を細めて微笑む恋人の顔が飛び込んできた。

「無理そうだったら、すぐに言うんだぞ」

「はい」

　目が合って早々、一段と笑みを浮かべてこれからが本番だと宣言する声が聞こえてくる。

　それを聞いた依紗の心の中に、初体験に対する困惑と少しの不安が滲む。

　ほんのわずかな恐怖心を押し殺し、自分を求める熱っぽい視線を前に、ゆっくりと頷いた。

　

「――っ！　は、あ……っ」

「……くっ。あ、は……っ、こら、息を止めるな」

　怖いなら抱き着いていればいいと、大きな彼の背中に促されるまま両腕を回した依紗。

　その蜜口にピタリと熱が押し付けられたと思った次の瞬間、その先端がゆっくりと膣内へ侵入してきた。

　普段は閉じきっているそこをグイっと押し広げられる感覚に、驚くあまり思わず呼吸を忘れそうになる。

　背中に回していた腕に思わず力が入り、依紗はまるで子供のように匡輝へしがみ付いた。

　言われるまま、意識をして深呼吸を繰り返す耳元で「そう、そうだ。ゆっくりでいい」とこの上なく優しい囁きが聞こえてくる。

　また先端しか挿は入いっていないのに、愛しい人の熱の存在を感じずにはいられず、感動した依紗の口から「は、ぁん」と甘く熱を帯びた吐息が漏れた。

「もう少し、動くぞ？」

　その唇をペロリと舐める彼の問いかけに、小さく頷けば、一旦は止まっていた挿入が、ゆっくりと再開されていった。

　ハジメテな依紗の様子を逐一確認しながら、匡輝は時間をかけ自身の昂りを押し入れていく。

「はぁ、あ……だ、いじょぶ、か？」

「は、い……んんっ」

「無理するな。ほら、ゆっくり深呼吸して」

　膜が破れた瞬間痛みに声を上げた時には、落ち着くまで何度も繰り返しキスをし、気遣う言葉をかけてくれる。

「匡輝さ……っ、もう、くすぐったい」

「わざとだ、わ、ざ、と……んっ」

　他にも依紗の身体を愛撫して気を紛らわせたりと、溢れんばかりの優しさと愛情を与えてくれた。

　それからも、匡輝はセックスに慣れていない依紗を気遣いながら腰を押し進めた。

　半分程入った所で一旦挿入を止めた匡輝は、小刻みに腰を揺らし、膣内を慣らすと同時にまだ戸惑いが抜けきらない依紗に快楽を与えていく。

「あ、ン、ふぁっ。匡輝さ、熱い、熱いです！　んぁあっ」

　匡輝が腰を揺らすたび断続的に続く快感は、これまで彼から与えられたどの刺激より強く今の依紗にとっては魅力的に思えた。

　その刺激をもっと、もっとと本能が強請りだす。

　匡輝に抱きついて縋る腕に力が入り、男茎を咥え込む蜜壺の中が収縮していく。

「……っ、あまり、締めるな。最後まで持たなくなる。う、くっ」

　突然の締め付けに匡輝は顔をしかめる。だが彼が必死に抑えつけている本能は正直で、ドクっと依紗のナカでそれは脈打ち更に硬度と大きさを増していった。

（匡輝さん、くるしそう……）

　恋人に抱き着いたまま、一際強い快感の波に呑まれ思わず瞑っていた瞼をゆっくり開けば、額に汗を滲ませ眉間に皺を寄せる大好きな人の顔が見えた。

　その瞬間、彼の剛直を咥えた蜜口は強く収縮し、二人の口から切なげな声が漏れる。

　耳元で聞こえたそれは、依紗に、自分が匡輝に我慢を強いていると教えてくれた。

「んっ、は……匡輝さん、匡輝さん」

　二人の声が耳元で響くと、おもむろに依紗は自らも腰を揺らし、彼の耳元で大好きな人の名を何度も呼び続ける。

　彼の大きな背中に置いた手でしっとり汗ばんだ皮膚を何度も撫でて、離れたくないと言いたげに、所在なさげに揺れる両脚を彼の身体に押し付ける。

　そのせいか、これまで以上に二人の身体は密着し、どちらのかわからないドクドクと激しい心音が肌を通して響く音を感じてしまう。

「こーら、ン、はあ……こんなエロいこと、どこで覚えた？　ん？」

「ああン！」

　まるで自分を誘うように、淫らな動きを始めた依紗のナカへ、グッと張りつめた匡輝の剛直がより深く挿は入いった。

　これまで断続的だった刺激が一際強くなり、依紗は一瞬身体を強張らせながら全身を駆け抜けていく熱をやり過ごす。

　耳元で囁く彼の声と、ニヤついた笑顔、そして深く押し入れられた昂りの強い圧迫感。突然行動を起こした自分を、たしなめる言動の数々に、急に依紗の心に不安が募っていく。

「……エッチな私は、嫌い、ですか？」

　もうこれ以上匡輝に我慢を強いたくない。もっと二人で気持ちよくなりたい。

　どれも言葉にするには恥ずかしい願望を、少しでも伝えたい。

　その一心での行動が、彼を困らせたのかと、快感だけを拾い集めていた心に薄っすら暗い影が差す。

　困惑と恥ずかしさを隠し切れない依紗の顔が、みるみる赤く染まり、次第に潤んでいく瞳で恋人を見上げる。

　二人の目が合えば、匡輝は意地悪く微笑んでいた表情を一変させ、眉を下げた困り顔のまま、依紗の方へ顔を寄せていく。

「少し意地悪く言っただけだ。泣く必要はない。はあ……泣くのは嬉し泣きだけにしろ」

　そのまま、依紗の目元に溢れ出す雫を舌で舐めだし「お前のどんな顔も好きだが、泣き顔だけはごめんだ」と言って、最後にクチュリと小さな耳穴に舌先をねじ込んだ。

　

　一度止まっていた挿入が再開され、彼のすべてをナカに受け入れた時にはもうお互いに相手を求めることしか考えられなくなっていた。

「あっあっああっ！　課長、んあっ、気持ちいいですっ」

「は、はっ、こんな時に、課長って呼ぶな。……は、ん、ふっ」

「ご、ごめんなさ……まさ、あ、ンンッ」

　目の前にぶら下がった熱情を求めるあまり、つい普段の呼び名が口をついて漏れた。

　それを聞き逃さなかった匡輝が、ガツガツと依紗の奥を責め立て、唾液に塗れた小さな唇に吸い付く。

　すぐに口内へ割り入って来た舌が、驚いて動きを止めた彼女の舌を容赦なく舐め取った。

　上と下、二か所を責める匡輝のお仕置きは激しく、そして何とも言えない程甘い。

　時々依紗が戸惑うような言葉を言ったり、わざと乳首を甘噛みして彼女を喘がせる。

　一見横暴に見える行動。その根本すべてに優しさと愛を感じてしまう自分は、もうすっかり彼に溺れているのだと依紗は頭の片隅で自嘲した。

　同時に、恋人の激しい愛情を一心に受けられることへの喜びに胸を高鳴らせるせいで、感情の変化が忙しないのだ。

「ん、ぁ……まさ、さん。ん、は……大好き、です、は、ンッ」

　舌を絡めながらの激しいキス。その合間に自分を抱く相手への想いを口にすると、匡輝は嬉しそうに目を細めながら口を離し「俺も大好きだ」と返事をしてくれた。

「依紗……これから先、俺が色んなことを教えてやる。だからお前は……もっと、もーっとエロくなればいい」

　続けてなんとも魅惑的な言葉を囁きながら、これまで激しくナカを責め立てていた律動を緩める。

「エッチに、なる？　あっ、あっ、は、ああっ」

「今のお前も大好きだけど、きっとエロくなった依紗のことも、俺は絶対大好きになる。もちろん、そんなお前を見るのも、セックスするのも、俺だけしかいないけど……なっ！」

「あああっ！」

　耳に意識を集中させていた依紗は、不意に弱まった抽送に気づかない。

　匡輝は彼女に声をかけながら、己の剛直を蜜口付近まで一旦引き抜き、そして勢いよく一番深い所までもう一度挿入する。

　その瞬間、肌同士がパンとぶつかる音が響いた。だが、その音はすぐ依紗の喘ぎ声によってかき消されていく。

　あまりにも強すぎる衝撃は依紗を絶頂させるには十分だった。

　彼女が達すれば膣が締まり、その締め付けに耐え切れなくなった匡輝が「く、うぅ――」と数秒遅れで果て欲を吐き出す。

　ドクっとナカで大きく弾けた男茎から吐き出された精液は、スキン越しでもわかるくらい熱く、放心状態の依紗の口から零れる吐息まで熱くさせた。

「……んっ、あ、匡輝さん、熱い、匡輝さんっ」

　ゆっくり意識が覚醒すれば、達しても尚自分の膣内でドクンドクンと脈打つ匡輝の昂りを感じずにはいられない。

　膣内で己の存在を主張し続ける剛直。そして体の奥にじんわりと感じる自分のものじゃない熱が、愛おしくて仕方ない。

　そのせいで奥にある子宮がキュンと疼いてしまい、依紗は切なげに何度も恋人の名前を呼んだ。

「ん？　どうした？」

「好き、です……大好きです」

　わずかに掠れた声で返事をされ、間近で見つめあう匡輝の唇へ彼女は自分から何度も唇を押し当てる。

　匡輝のように、相手を気持ちよくさせるテクニックなどないキス。

　その幼さが残る口づけを、自分の想いが彼に届くよう依紗は精一杯繰り返す。

　キスの合間に、好き、大好き、愛してると、思いつく限りの囁きも添えて。

「……ンッ」

「俺も愛してるよ」

　何度目かの言葉とキスを送った時、押し付けるだけだった唇をパクっと食べられてしまった。

　表面を甘噛みされ、噛んだ部分を匡輝の肉厚な舌が労わるように舐めていく。

　力強い視線をこちらに向け、彼はたった一言重みのある艶めいた声で愛を囁いた。

　お返しのキスは、どこまでも深くて甘く、そしてとびきりいやらしかった。






第五章　揺らぐ心を抱きしめて








		
　初デートに初体験、そして初めての恋人と、依紗にとって〝特別〟な日からおよそ二週間。

　今日も依紗はデスクに向かい、仕事を懸命にこなしている。

　だけど時々、不意に手が止まるのと同時に唇が微かに弧を描く。

　瞳に映る景色と、戸惑いや歓喜の感情まで目まぐるしく変わった最高の一日を思い出すたび、依紗は人知れず顔をニヤつかせていた。

　

　二人でデートをした日。匡輝と熱い時間を過ごし、いつの間にか眠ってしまった依紗が目覚めたのは、すっかり夜も更けた深夜だった。

「悪い、起こしたか？」

　覚醒しきらない頭で、目の前の景色をぼんやり認識していると、嬉しげに依紗の髪を梳く匡輝と目が合った。

　一瞬、彼と同じベッドで眠っている理由がわからなかった。けれど、時間が経つごとに一日の記憶が鮮明によみがえり、自分が想いを打ち明けたこと、匡輝に抱かれたことを思い出す。

「だ、いじょぶ……です」

　すっかり思い出した頃には、熱々に火照る顔を恋人の胸に押し付けながら、弱々しく返事をしていた。

「ほら、こっちに来い」

　羞恥心に負けて手足をバタつかせれば、掛け布団がはだけて上半身が露わになる。

　その様子を目撃した匡輝は、すぐに依紗を自分の方へ抱き寄せた。

　自分と違う体温が、密着した素肌から伝わってくる。その熱のせいで、余計に恥ずかしがる依紗がダンマリを決め込んでも、匡輝はただ笑うだけだった。

　その後、匡輝がフロントに無理を言って頼んだルームサービスを二人でつまみながら、このまま日曜日も一緒に過ごそうと約束をした。

　食後はベッドの上で他愛のないお喋りをし、お互いじゃれ合うように相手の身体を触り、キスをする。

　就寝前のお遊び程度と思っていたのに、次第に二人が纏う空気も、相手を見つめる視線も淫猥なものへ変わっていく。

　気づけば依紗の嬌声と肉欲に塗れた情事の音が室内に響き、やっと二人が束の間の眠りについたのは、すっかり夜が明けてからだった。

　

　あれ以来、二人は頻繁に連絡を取り合っている。

　会社で、ほぼ毎日顔を合わせるものの、それはすべて仕事として。

　仕事中の匡輝は、相変わらず鬼課長モードを継続し、依紗相手でも一切手を抜かない。

　そんな彼が、ホッと表情や声を柔らかく崩すのは、いつも決まって二人きりの時だけ。

　自宅でのプライベートな電話はもちろん、会社でもたまに匡輝は甘く囁いてくる。

「っ！　はぁ、ンンッ。だ、誰か来たら……どうするんですか……んっ」

「余計な心配をする余裕があるのなら、キスに集中してくれないか？」

　会社の廊下でばったり出くわすたび、匡輝は依紗を人気の無い場所へ連れて行き、二人は秘密の逢瀬を重ねた。

　キスに夢中になっていれば、数分なんてあっという間だ。時々、いやらしく腰を撫でる匡輝の手を掴むと、指を絡められ握り返されるのが玉に瑕でもある。

（付き合い始めたなんて、自分から言うことじゃないし……何より、恥ずかしくてまだ誰にも言えないよ）

　二日前の逢瀬を思い出すだけで、じんわり頬が火照ってしまう。

　両手でこっそり顔の表面を扇ぎ、熱を逃がす依紗の脳裏には「きっと付き合ってることをみんなが知ったら驚くだろうな」なんて、ぼんやりした想像が浮かんでいく。

　一番驚くのはきっと友人の恭子だ、なんて思っていれば、終業時刻を知らせる館内放送の音楽が聞こえてきた。

　その音を合図に、同僚たちは次々と仕事の手を止め「お疲れさま」と、仲間を労いながら帰り支度を始める。

（さってと、私も帰る準備を――）

「依紗、依紗！　大変だよ！」

　依紗も帰り支度を始めていると、その耳に自分を呼ぶ妙に弾んだ声が聞こえた。

　何事かと振り向けば、別の部署で打ち合わせだと席を外していた友人が駆け寄ってくる。

「どうしたの？」

　走ってきたからか、若干頬を赤らめた彼女が、依紗の前で立ち止まる。

　一旦深呼吸をした後で「耳貸して」と言って、恭子は友人の耳元へ唇を寄せた。

「今、部長が他の部署の部長と話してるの聞いちゃったんだ。仕事にしか興味ないと思ってた久我課長に、婚約者がいるみたいなの！」

（えっ……）

　普段から友人は、社内の恋愛事情や噂話など、ゴシップネタに耳聡い。

　そんな彼女の言葉を聞いた瞬間、依紗の脳内は真っ白になった。

　

　

　

　混乱するなか帰宅した依紗は、努めて普段と変わらない時間を過ごすようにした。

（きっと、恭子の勘違い、だよね。だって、あの匡輝さんが、婚約者がいるのに、私と……なんて……）

　真面目で優しい匡輝を知るからこそ、余計に友人から聞いた言葉が信じられない。

　仮に婚約者がいたとして、二股状態で自分と付き合うリスクを冒す理由が、依紗にはどうしても思い浮かばなかった。

　部屋着に着替え、冷蔵庫内の残り物で軽く食事を済ませた頃、依紗のスマホにメッセージが届く。

　確認すると、昨日から地方へ出張中の匡輝からだった。

　恐々開いたメッセージは「今日は何も変わりなかったか？」なんて一文から始まる。

　そして、依紗を気遣い心配する文面が何行にもわたって表示されていた。

「匡輝、さん」

　スマホの画面を指でなぞりながら、ついこの場に居ない恋人の名前を呼んでしまう。

　もしも噂が本当なら、彼は何故自分を心配するのだろう。

　もしかして、浮気相手だと気づかれないための工作なのかもしれない。

　なんて仮説を一つ考えるだけで、嫌でも逆説を思いつく。考える程に負のループに迷い込む意識を引き戻したのは、前触れなしの鈍い頭痛だった。

　

　翌日、寝不足状態で出社すると、社内は匡輝の婚約者に関する噂で持ち切りだった。

　そのせいで、ただでさえ暗い依紗の気持ちはどん底へ真っ逆さまに落ちていく。

　昨夜も、結局婚約者について本人に聞けず、出張中の匡輝を心配するあまり、早々に〝おやすみなさい〟と話を切ってしまった。

　社内中に広まった噂が、本当にただの噂なら、出張中の恋人に要らぬ心配をかけてしまう。

　そんな一縷の望みに縋りながら、依紗は突如湧いたスキャンダルに浮足立つ同僚たちを半ば無視し、ひたすら仕事に没頭していった。

　

　週末直前の金曜日。匡輝に真相を聞けないまま三日が経ち、どんより沈んでいた依紗の気持ちは、昨夜から幾分か上昇していた。

　理由は、出張を終えた匡輝が今日から出社するからだ。

　先週末にデートをして以来の対面、そしてずっとモヤついていた謎の解明が待っていると、依紗は内心小躍りしたい気分だ。

　とは言っても、恋人に会える喜びは、一転して別れの可能性も十分あり得る。

　ここ最近沈みっぱなしだったテンションは、今朝から浮き沈みが激しく、こっそりため息を吐いた数は数えきれない。

（事実はどうであれ、まずは会わなきゃ始まらないし……）

　依紗は無意識に震える身体に鞭打ちながら、自分のデスクを目指し歩き続けた。

　

　始業開始時刻になっても、匡輝が出社してこない。

　一抹の不安を感じた依紗は、書類片手に部長のデスクへ向かい「そう言えば、課長遅いですね？」と何気ない態度で問いかけてみた。

　すると、書類を受け取った部長の口から予期しない答えが返ってくる。

「え？　課長、今日お休みですか？」

「昨日の夜、急に連絡が来てね。今日一日有休を取りたいと」

　匡輝と対照的におっとり系の部長は、湯呑み片手に「久我君がいないと、妙に静かで落ち着かないね」と微笑み言葉を続ける。

　依紗は「そうですね」と苦笑交じりに頷き、デスクへ戻った。

　有給と聞きホッとする反面、腑に落ちない疑問が頭の中に浮かぶ。

　依紗はこれまで、仕事を休む匡輝を見たことが無い。

　そんな彼が有給を使い休んだ事実が、依紗にとって衝撃的だった。

　それから数時間後。お昼の時間になり、依紗は足早に人気の無い非常階段へ向かう。

　お昼を買いに外出した恭子を待つ間、トイレへ行くフリをしてこっそり匡輝に電話をかける作戦だ。

「――ただいま電話に出ることが出来ません。ピーっという発信音の後に……」

　しかし、コール音の後に聞こえたのは、無情にも音声案内の声だった。

「もしもし、宮内です。今日、お休みしたと聞いたので、その……心配になって」

　録音開始の発信音を聞いた彼女は、たどたどしい口調でメッセージを吹き込んでいく。

「出張疲れの風邪とか、ですか？　もし、必要な物があったり、して欲しいことがあれば、遠慮なく言ってくださいね」

　午前中、仕事をしながら考えた可能性を口にした依紗は、最後に小さく「おかえりなさい」と伝え電話を終えた。

「匡輝さん、大丈夫かな」

　発信履歴の一番上に表示された上司兼恋人の名前を指でなぞると、悩ましいため息が零れる。

　今は婚約者の問題より、匡輝を心配する気持ちがどうしても勝ってしまっていた。

　

　夕方、仕事を終えた依紗は、匡輝から返事が無いことを気にしつつ会社を出た。

　何度スマホを確認しても彼からの反応は無く、昼間に送ったメッセージに既読マークが一向につかない。

（焦るな、焦るな。落ち着け……）

　携帯を確認出来ない程具合が悪いのかと不安に駆られる状態で、依紗は努めて深呼吸を繰り返し、必死に冷静になるよう自分に言い聞かせた。

　消えない不安を胸に抱いたまま家に帰った依紗は、いつ連絡が入っても良いように、ずっとスマホをそばに置いて過ごした。

　そして夜十時を過ぎた頃、スマホから着信音が響きメッセージ受信を告げる。

『心配をかけてすまない。具合が悪いわけじゃないから安心してくれ』

　匡輝らしい端的な文章を目にし、つい緩みそうになる口元を引き締め、今なら繋がるかもと思った依紗は、急いで恋人の携帯へ電話をかけた。

　可能性に縋ったものの、昼間と同様の音声が聞こえ、今度は伝言を残さず電話を切った。

「はあ……」

　依紗は、リビングのテーブルにスマホを置くと同時にため息を吐く。

　ようやく匡輝と連絡が取れたことや、本人申告で元気なことを確認したからか、一日中強張っていた心が和らいでいく。

　このまま安堵感に包まれたら幸せに違いないと、手元を見ていた視線を天井へ向ける。

　その瞬間、朝から目を背けていた問題が、ズンと依紗の肩に重く圧し掛かった。

　

　週末明けの月曜日。依紗は出社するため、鈍った思考のまま家を出た。

　土日の間は自宅に引きこもり、何十回とため息を吐きながら過ごしてしまった。

　原因はもちろん噂話の件だ。一人で悩んでいると、嫌な方にばかり考えてしまい、気持ちがどんどん沈んでいく。

　そのせいで食欲は出ず、ベッドに入ってもなかなか寝付けず、散々な週末を過ごしてしまった。

（あたま、いたい……）

　会社に到着し、エレベーターへ乗り込んだ依紗は、不意に襲ってきた頭痛に無言で眉をひそめる。

　不摂生な生活をしたツケが回ってきたのかもしれない。

　しまった、と内心舌打ちをした彼女は、エレベーターを降りると若干頼りない足取りで歩き出した。

　依紗が企画部に着くと、先週の不在が嘘のように匡輝は自分のデスクで既に仕事中だった。その姿は、いつもの鬼課長そのもの。

　一週間ぶりに見た恋人の元気そうな姿に、心の底からホッとしつつ、依紗はそそくさと自分のデスクへ向かった。

　

　窓の外が夕闇に染まっていくなか、依紗は一人だけ居残りカタカタとキーボードを叩く。

　理由は、度重なる仕事上のミスの埋め合わせだ。

　匡輝の姿を見てホッとした反動なのか、頭の片隅に追いやった雑念のせいか。

　今日の依紗は、普段なら絶対しない失敗を何度も繰り返してしまった。

（ああ、もう。また間違った！）

　気持ちばかりが急いてタイプミスが目立ち、集中力まで続かず苛立ちが募る。

　今日は本当に厄日だと、何度目かわからないため息を吐けば、不意に誰かの足音が聞こえる。

「少しは進んだか？」

　こんな時間に誰だろうと思って振り向くと、帰ったはずの匡輝がすぐそばに佇んでいた。

「え？　あの、どうして？」

「心配だったから、様子を見に来たんだ」

　まさかの人物登場に依紗が驚けば、匡輝は苦笑混じりに言葉を返してくる。

　小さな声で「心配をかけてすみません」と謝り、まだ仕事が残っているからと再びパソコンへ向かう。

「今日はどうしたんだ？　お前らしくない……」

「……っ！」

　キーボードを打てば、いつの間にか背後に立った恋人の心配そうな声が耳元で聞こえた。

　思わぬ不意打ちに身体が強張った瞬間、視界の端に背後から伸びる腕が見え、背中に自分と違う熱を感じた。

　それが匡輝のものとわかった途端、依紗の中に何とも言い難い複雑な感情が芽生える。

　ほぼ同時に、か細い声で「いやっ」と拒否反応を示していた。

（あっ……）

　数秒後、大好きな恋人を拒絶した事実を認識した途端、急激な後悔が依紗を襲う。

　居残った自分を心配してくれた恋人の優しい行動が嬉しくない訳が無い。

　だけど、彼の行動を素直に喜べなかった。

　疲弊しきった依紗の精神は、匡輝の言動すべてに嘘や裏があるのではと勘繰ってしまう。

　そのせいで、前まで恥ずかしさの中に確かな嬉しさがあった抱擁まで嫌悪した。

　すっかり疑心暗鬼になってしまった今では、自分の本心すらわからなくなる。

　もう何を信じていいのかわからない。そう思った瞬間、不意に目頭が熱くなった。

「……っ！　ちょっと、こっちに」

「へっ？　……っ！」

　涙が溢れかけた時、頭上からやけに焦った声が聞こえたと思えば、急に両肩を掴まれ回転式の椅子ごと身体を引かれる。

　強制的に匡輝と対面させられれば、おでこにひんやりした何かが押し当てられる。

　それが彼のおでこと気づけたのは、匡輝の顔がすぐ目の前まで迫ったせいだろう。

「熱があるじゃないか！　こんな状態で何をしてるんだ、お前は」

　視界に張った涙の膜が、瞬きと共に雫に変わって頬を伝う。

　ぼんやりしていた目の前がクリアになるのと同時に、頭上で酷く焦った声が木霊した。

　

　

　

　他人の口から客観的な意見を聞いたせいか、それまで平気だと思った体調の悪さを実感するまで時間はかからなかった。

　半強制的に仕事を切り上げさせられた依紗は、匡輝に手を引かれるまま会社を出て彼の車に乗せられた。車が向かったのは依紗が住むマンションだ。

　以前彼女が教えた駐車場所に車を停め、匡輝は二人分の荷物を手に、依紗を支えて歩く。

　以前来た時と同様に家の中へ上がり込んだ彼は、そのまま寝室へ向かった。

　そして、恥ずかしがる依紗に指示を仰いで寝間着や替えの下着を用意した匡輝は、恋人に着替えを促し「すぐ戻る」と言って買い物袋を手に一旦部屋を出ていった。

　

　寝室で一人になった依紗は、怠さが残るなか着替えを済ませ、ベッドに横たわった。

　ホッと一息吐いた頃、匡輝は先程退室した際に持っていた袋を手に、また戻ってきた。

　それは、帰宅途中に寄ったドラッグストアの袋。さっきまでパンパンだった膨らみが、かなり小さくなっている。

　匡輝が買い物をしていた時、依紗は後部座席に横になったままだった。なので、彼が何を買ったのかは知らない。

　彼はベッド横の床に腰を落ち着けると、袋の中から冷却シートを取り出し、ペタっと依紗の額に張り付けた。

「つめたくて、気持ちいい」

「冷たさに驚く気力も無いのか。まだ熱が上がりそうだな」

　額に広がる心地よさにうっとりする横で、苦々しい表情を浮かべた匡輝がボソッと呟きを漏らす。

　声が聞き取れなかった依紗がキョトンと首を傾げると、太い腕が背中に回され「起き上がれるか？」と声をかけられた。

　小さく頷けば、匡輝に身体を支えられベッドの上に起き上がる。

　ベッド脇にあったクッションを、依紗の背中と枕の間に挟んだりと、至れり尽くせりだ。

　熱でぼんやりするなか、その甲斐甲斐しさを嬉しいと感じた時、ふと唇に何かが触れる。

「少しでも飲めるか？」

　声につられ、一瞬匡輝の顔を見つめ、すぐにその手元へ視線を向ける。ここへ来る途中で買ったらしいスポーツドリンクを持つ手が、朦朧とする意識のなかやけにはっきり見えた。

（どう、して……）

　こんな時にもかかわらず、また〝婚約者〟の存在が、頭の中にぼんやりと浮かぶ。すると、なんとも言えない感情が急に湧き上がり、目頭を熱くさせた。

　数回瞬きをしながら視線を向けるのは、心配そうにこちらを見つめる匡輝の顔。

　彼の顔を見た途端、依紗の中で張りつめていたモノが切れた。瞬く間に彼女の涙腺は決壊し、ボロボロと涙をこぼし始める。

「もう……っ、優しく、しないで、ください」

　震える声を振り絞って懇願する彼女の姿に、ギョッと目を見開く匡輝の姿を、滑稽だと笑う余裕はなく、依紗は嗚咽するばかりだ。

　大切な人が自分を心配し、甲斐甲斐しく世話をしてくれている。

　たったそれだけの小さすぎるきっかけだったけれど、ずっと抑えていた感情に傷をつけ溢れさせるには十分だ。

（こんなに優しくされたら、離れられなくなっちゃう……）

　もうこの人のそばにはいられない。離れなくちゃいけない。そう思うほどに、本能が決意を拒む。

　熱のせいで頭の中が混乱する感覚は、匡輝に背負われて帰宅した夜を彷彿とさせ、ますます依紗を戸惑わせた。

「一体どうした？　いきなり、こんな……何か気に入らないことがあるなら、教えてくれ」

　困惑し嗚咽する依紗の姿は、逆に匡輝を動揺させる。訳がわからないと首を傾げる姿は、これまで彼が見せたどの戸惑いよりも酷く辛そうだ。

「こん、やくしゃ、さ……グスッ、勘違い、され、る、から……グスッ」

　呼吸を乱し、しゃくり上げ、懸命に声を発し、これ以上はダメだと懸命に訴えた。

　すると、その声を聞いた匡輝は驚愕の表情を浮かべ、思わず言葉を呑んだ。その数秒後、彼は大きなため息を吐き、かすかに息を吸い改めて口を開く。

「何を聞いて、どう考えたのか知らないが……俺に婚約者などいない」

「だ、だって……っ、みんな、噂、して、グスッ」

「噂って……まあ、発生源は大体予想がつくが。きちんと説明するから、まずは落ち着いて横になれ」

　依紗の言葉に、匡輝は困惑と呆れの表情を浮かべ否定の言葉を口にする。それを素直に信じられない依紗は、グズグズ泣きっぱなしだ。

　その様子を見た匡輝は、苦笑混じりにポンポンと震える彼女の背中を優しくさすりながら「ゆっくり深呼吸をするんだ」と、甘い声で囁いた。

　

　その後、水分補給に、レンジであたためたレトルトおかゆの食事、そして風邪薬の服用と甲斐甲斐しい看病は続く。

　依紗が何度「一人で出来ます」と主張しても、匡輝は一切手を休めず、薬の服用の際には、水を口移しで飲ませてきた。

「風邪、移りますよ？」

「俺に移すことで、依紗が元気になるんなら大歓迎だ」

「……っ」

　一通りのお世話を終えた匡輝は、依紗と同じベッドに横たわり、ぎゅっと熱で火照った小さな身体を抱きしめる。

　その行動に依紗は不満を漏らしたものの、即刻攻撃力過剰な反論をされ、それ以上何も言い返せなくなってしまった。

　押し黙った恋人の様子に、クスリと微笑んだ匡輝は、トントンと一定のリズムで依紗の背中を叩きながらおもむろに口を開く。

「婚約者がいる……いや、居たのは本当だ。だけどそれは、親同士が勝手に決めたようなものだし、俺も向こうも、恋人がいるから破談にした」

「……ふえっ？」

　まるで寝物語でも話すように、さらりと投下された爆弾発言。

　耳元で聞こえた重大な事実に驚くあまり、依紗の口から奇妙な返事が零れた。

　熱でぼんやりするなか聞かされたのは、匡輝と元婚約者の奮闘記。

　彼がずっと電話に出られなかった理由は、有給を使い休んだ日から週明けまで、婚約者同士の顔合わせを両家の父親が強行したかららしい。

　当人たちに結婚する気は一切無く、二人で結託し婚約破棄に向けて画策したため、携帯を見る余裕が無かったそうだ。

「俺たちに結婚の意思はない。それぞれ、他に結婚したい相手がいるからだ。その交際を認めなかったら、俺も彼女も、家を継がずに出ていくからな！　って言ってやったさ」

　なんて、両家の親の前で啖呵を切って黙らせたと話す匡輝の顔はどこか得意げに見えた。

「早く終わらせようと焦るあまり、お前を不安にさせてしまったな。本当にすまない……」

　しかし一分と経たずに口角が下がり、連絡を怠ったと自分の非を認める彼の口から後悔の言葉がいくつも紡がれる。

　話の間、ずっと髪を梳く優しい手つきがつい心地よく、自然と依紗の瞼は重くなっていく。

（結婚、けっこん……）

　本人の口から語られた真実が、自分の想像と違っていたこと。そして、数分前に聞いたばかりの〝とある単語〟による衝撃は、熱で朦朧とする意識をショートさせた。

　依紗はそのまま、恋人の腕に抱かれ半分気絶するように眠りについた。

　

　

　

　翌朝。起きたばかりでぼんやりする頭を少しずつ稼働させ、依紗は閉じそうになる瞼を懸命に押し上げる。

　一晩ぐっすり寝たお陰か、身体の火照りや、頭がグラグラする感覚も大分和らぎ、ホッと安堵の息を吐いた。

（よかった……って！）

　この体調なら、汗でベタつく身体を拭うくらいは出来る。

　そんな未来を思い浮かべて顔を上げれば、どういう訳かすぐ目の前に端正な寝顔を見つけた。

　数秒間の沈黙を経て、スヤスヤ寝息を立てるイケメンが、自分の上司兼恋人と気づく。

　喉元まで出かかった悲鳴を強引に飲み下し、依紗は激しく脈打つ自分の鼓動を感じながら戸惑いを覚えた。

（え？　え？　どうして匡輝さんが、まだここに居るの？）

　昨夜の件は、所々おぼろげながら思い出せる。

　勝手な思い込みで、大切な恋人に迷惑をかけたことを後悔しつつ、やっぱり最後に行きつくのは、隣で眠る彼に対する疑問だった。

　とりあえず起き上がりたいと思い、依紗は身体に力を入れた。けれど、上手く身体が言うことを聞かず、身動ぎを繰り返すばかりだ。

「起きたか？」

　一体どうしてと、頭の中に疑問符を浮かべた時、すぐそばから優しい声が聞こえる。

　つられて顔を上げると、先程まで閉じていた瞼を開いた恋人が、自分を見つめていた。

　グイっと身体を引き寄せられる力強さを背中に感じて、自分が今彼の腕の中にいることにも気づかされる。

　背中に回った太い腕が、起床妨害の原因と知り、呆れ半分、嬉しくも恥ずかしい気持ち半分と、複雑な感情を抱いてしまう。

　それだけではなく、普段はキツい目つきばかりな黒を細めて優しい表情を浮かべる匡輝を前にしては、到底怒る気にもなれなかった。

「熱は……昨日より下がったな」

「……っ」

　寝起き一番の恋人の声に返事をせず、依紗が一人で己の思考の海に潜っていた時、ピタリとおでこに何かが触れた。

　続けて聞こえた匡輝の言葉で、その行為が額越しの体温チェックだと教えられる。

　不意打ちなスキンシップのせいで、せっかく下がった熱がぶり返しかねない。

　なんて、心の中で狼狽えていると、匡輝は柔らかな笑みを深くし、チュッと彼女の額に口付けてきた。

「今日は、俺も会社を休むから、一日のんびりしよう」

　――もちろん、二人きりで。

　そう言って彼は、依紗が大好きな優しい笑みを浮かべる。

　彼の口から飛び出した提案は、これ以上ない程今の依紗にとっては魅力的なものだった。

　だけど同時に、仕事熱心な彼を休ませることへの罪悪感を抱いてしまう。

　熱が引いた手を匡輝の頬へ伸ばし、若干髭が伸びたそこを指でなぞった。

　飲み会で酔いつぶれた翌朝と違い、今目の前に大好きな彼が居る。

　そして婚約者問題も、結局は思い違いに終わった。

　嬉しさに戸惑い、そして感動。色んな感情が綯い交ぜになった心はあっという間に熱くなる。

　そんななか、わずかに残る小さな疑心が、つい彼の頬へ伸ばした指に力をこめさせた。

「いてっ！」

　ここにいるのは、本当に最愛の恋人なのか。現実の自分はまだ眠ったままで、ここは夢の中なのではと、疑わずにはいられなかった。

（本当、なんだ……）

　頬を抓られて痛がる匡輝の姿に、すぐ手を離した依紗は、今が正真正銘の現実だと理解し、嬉しさのあまり目頭を熱くする。

「もしかして、この前休んだこと……まだ怒っているのか？」

　自分ばかり声をかけ、一向に返事をしない恋人を不審に思ったのか、訝しげな表情を浮かべ匡輝が首を傾げる。

「……怒ってませんよ」

　流石にマズいと悟った依紗は、小さく首を左右に振りながら返事をし、おもむろに恋人の首へ両腕を伸ばし抱き着く。

　潤んだ目元を見られるのが恥ずかしくて、俯いた顔を彼の首元に押し付けると、自分には無い彼独特の体臭が直に鼻をくすぐる。

「前は、勝手に帰ったのに、今日は居てくれるんですね」

　このままだと、泣きかけたことがバレるかもしれない。

　そう思うと、つい口から皮肉めいた言葉が零れる。

　飲み会の翌日、匡輝が自分の家へ帰ったことは決して間違っていない。だけどあの時、一人になれたと安堵する反面、ほんの少し寂しかったかもと、今になって感じてしまう。

　彼の首元にグリグリ額を擦りつけて甘え、いまだ戸惑いの多い感情を昇華する。

　抱き着いたことで、より近くに、より確かに恋人の存在を感じ、何とも言えない感情がこみ上げ、依紗を心の底から安心させた。

「もう勝手に居なくなったりしないから、機嫌を直してくれ」

　しばらくして、依紗の言わんとしていることを理解したのか、覇気のないしょぼくれた声が頭上から聞こえる。

　同時に、恋人を抱きしめる匡輝の腕に少しだけ力がこもった。

　一層身体が密着すると、依紗は顔を上げる。

　二人の瞳が合わさった瞬間、どちらともなく唇を重ね、早朝の寝室に甘い吐息とリップ音がとめどなく響いた。






第六章　お前の芯に惚れたんだ








		
　依紗が風邪を引いた翌週の週末。心身共にすっかり元気になった彼女は、匡輝の許可を得て彼が住むマンションへ遊びに来ていた。

「うわあ、すごい大きいですね！」

　家主の案内で家の中を軽く見学し、新たに訪れた部屋――寝室に備え付けられた大きなガラス窓に興奮した彼女は、恋人の存在を一瞬忘れ、パタパタと窓へ駆け寄っていく。

（ここから見る夜景は、きっと綺麗だろうな）

　子供に戻ったように、窓から見える景色から目を離さず、右へ左へウロウロと。

　高層マンションから見下ろす都会の景色など、自分にとっては一生縁のないものと思っていただけに、感動と興奮、昂った感情はなかなか冷めそうに無い。

「気に入ったか？」

「っ！　も、もう……匡輝さんったら、びっくりさせないでくださいよ」

　外の世界に夢中だった依紗の意識は、彼女を背後から抱きしめ楽しげに笑う恋人によって引き戻される。

　不意打ちの抱擁に驚きの声を上げ、口では文句を言うものの、彼女にそれ程の怒りは無い。

　二人きりになれば、高確率で匡輝が自分に触れてくることを、しっかり理解しているのだ。

　後ろに立つ恋人の方へ振り向けば、数秒と経たず二人の唇が重なる。

　匡輝はこれまで以上に依紗を溺愛し、依紗も自分へ注がれる愛情を戸惑いながら受け入れるようになった。

　婚約者騒動の一件で一時不安になった気持ちや、出張も含め一週間も離れていた時間や心の隙間を、お互いに埋めようとしているのかもしれない。

　もちろん、仕事モードの匡輝は今までと変わらず厳しい。けれど、先週末は「まだ風邪が治りきっていないかも」と言って、依紗の家に泊まりこむ程に愛されている。

「飲み会があった夜、とっさに誤魔化した悩みごと、そろそろ教えてくれないか？」

　その日の夜、ベッドの上でイチャついていた際、ふと思い出した様子で匡輝が首を傾げてきた。

　飲み会の夜、同じ寝室で「彼氏が出来ない」と冗談交じりにボヤいた依紗の言葉を嘘と悟っていたそうだ。

「ど、どうして嘘をついてるなんてわかったんですか？」

「お前、嘘つく時に、気の抜けた顔で笑うだろう？　冗談めかして話す癖もあるし、割とすぐ気づいたぞ」

　まさか嘘がバレていたと思わなかった依紗は、頭の回転が早い恋人が口にする指摘の数々に、驚くあまりしばし呆然とするしかなかった。

　そのまま、半分誘導される形で、指導係のことで悩んでいることを白状させられた。

　すると匡輝は「どうしてもっと早く言わなかった」と呆れるも、すぐに後輩の指導にあたる社員を二名追加するよう部長に掛け合ってくれた。

　この一週間は、新たな指導係たちと情報共有の時間にあてているものの、依紗の仕事量はかなり減ってきている。

　そんな状況の中週末になり、今日と明日は、先週と逆で依紗が匡輝の家へ泊まる予定だ。

　まだ羞恥心が消えない面はあるものの、大切にされていることを改めて実感した依紗は、自分からも愛情を伝えるよう努めている。

　

　お互い気が済むまでキスをして、依紗は抱きしめられたまま寝室から見える景色に目を向ける。

「こんな素敵な所で暮らしてるなんて、羨ましいです」

　景色を眺めて、二人で見て回った様々な場所を思い出せば、自然と羨望の呟きが漏れた。

　一生かかっても自分には縁のないと余計に感じてしまう場所に、今、自分は招き入れられている。そう思うと感動もひとしおだ。

「だったら、お前もここに住めばいいだろう？」

「……へっ？」

　ジーンと感動に浸る依紗の耳元で、不意に匡輝が言葉を投げかけた。

　内容に驚くあまり気の抜けた返事をして、一拍遅れで彼の顔を上げる。

　目が合うと、匡輝はニコリと微笑んでチュッと依紗の額にキスを落とし彼女から離れていった。

　突如身体を包む安堵の熱が消え、戸惑いながらベッドへ向かう恋人を目で追いかける。

　ベッド横のチェストから何かを取り出した彼は、すぐにまたこちらへ戻ってきた。

「この前言っただろう？　結婚したい相手がいるって」

　依紗の目の前に立った彼は、言葉を紡ぐと手のひらの上に置いた小さなケースの蓋を開ける。

　ケースの中から姿をあらわしたのは、婚約指輪だ。

　リングの中央に一際大きなダイヤが輝き、左右には小ぶりなピンクと白のダイヤが、二つずつ並んでいる。合計で五つの宝石が輝く可愛らしいデザインの指輪が、依紗の目の前へゆっくり差し出された。

「…………」

　予想外過ぎる突然のプロポーズに言葉を失った依紗は、浅い呼吸を繰り返す口元に手を伸ばし身体を震わせるばかりだ。

　色濃い戸惑いを滲ませた瞳は、自分を見つめる恋人と、彼の手中にある指輪を何度も見比べてしまう。

「ダメか？」

「――っ！」

　動揺が収まらず言葉に詰まり、いつまで経っても声を発しない彼女を前に、匡輝の瞳が不安に揺れる。

　小首を傾げ弱々しく問いかけられた彼の言葉に、依紗は勢いよく首を横に振り「ダメじゃない！」と無言の返事をした。

「だったらすぐに頷いてくれないか。これでも、合同会議でプレゼンする時より緊張していたんだ」

　すると匡輝は苦笑混じりに言葉を紡ぎながら、開けたばかりのケースを閉め、指輪が入ったそれを持ったまま、そっと依紗を抱きしめる。

　合同会議とは、いくつもの部署が集まって新企画について話し合いをする場だ。匡輝より上の立場にいる人間もたくさん出席する場に立つ時より、プロポーズの方が緊張したなどすぐには信じられなかった。

　だがその疑念は、すぐに消えていく。

　匡輝に抱きしめられたことで、依紗は自然と彼の胸板に耳を押し付ける体勢になった。

　すると、鼓膜から脳へ激しい心音が伝わり、彼の言う通りと教えられた気がする。

「だって……っ、こんな、急に……信じ、られなくて……グスッ」

　プロポーズされた現実を、即座に受け入れきれない依紗の瞳から、戸惑いと感動で昂る感情を制御出来ずに溢れる涙がこぼれていく。

　これまで匡輝には、散々驚かされてきたけれど、今日、この瞬間がこれまでで一番の驚きと言っても過言ではなかった。

「お前を泣かせるためじゃなく、俺が好きな笑顔にするために買った指輪なんだが……嵌めてくれないのか？」

　感情を制御しようにも上手くいかず、依紗は恋人の腕の中でグズグズと泣き続ける。

　そんな彼女の耳元で、匡輝が意味深かつ意地の悪い言葉を囁く。

　その声を聞いた瞬間、今まで泣いていた依紗がピタリと泣き止み、代わりに彼女の耳や頬がみるみる赤く染まっていく。

（そんな……嫌だ、なんて……言える訳ない）

　チラリと視線を動かし、上目遣いで恋人の様子を窺えば、匡輝は依紗を抱きしめたまま勝利を確信した様子の不敵な笑みを浮かべている。

　羞恥で言葉に詰まった恋人の気持ちなど、きっと彼は易々と想像出来るのだろう。

　答えが一つしかない問いを投げかけられたことに、依紗は戸惑いながら、それ以上の嬉しさを感じ、どうしたものかとしばし悩む。

　無言のまま、視線をさ迷わせること数秒。溢れる寸前の昂った気持ちのせいで、言葉を吐き出せない彼女は、今出来る返事代わりの精一杯な行動をとることに決めた。

　身長差がある匡輝と距離を縮めたい。その一心で背伸びをした依紗は、頭上にある彼の首元に両腕を回して抱き着く。

　そして、こちらの意を汲んで姿勢を低くした匡輝の唇へ、返事代わりに〝イエス〟のキスを贈った。

　

　

　

　数分後。依紗は匡輝に腰を抱かれたまま脱衣所へ移動した。理由は、「お風呂に入りたい」と依紗が希望したから。

　依紗からキスしたのをきっかけに、二人は相手の背中に腕を回して抱き合い、気づいた時には欲情に塗れた口づけを交わしていた。

　大きなガラス窓から降り注ぐ光に照らされるなか、二人は夢中でキスをし、抱き着いた手でお互い身体を弄る。

　時折依紗の口から洩れる甘い吐息と、唾液を交換し合う水音が響く空間は、彼女たちの色情を高めていった。

　――今すぐお前が欲しい。

　熱を孕んだ恋人の眼差しを拒絶するわけもなく、依紗は恥ずかしそうに頷いた。

　そんな彼女のささやかなおねだりが、ほんのり汗ばんだ身体を綺麗にすること。

　一緒に入りたいとは言わなかったが、今の状況では別々に行動するなど考えられず、匡輝は当然のように自分も脱衣所へ向かい、依紗もそれに異を唱えなかった。

「……？　さっきからモジモジして、どうした？」

「え、っと、その……」

　服を脱いで上半身を晒す匡輝とは対照的に、依紗はいつまで経っても服を脱ごうとせず、スカートに隠れた両脚を擦り合わせてばかりだ。

　不思議がる匡輝を、チラチラ見上げながら、彼女は何かを言い淀む。

　羞恥で火照った頬を真っ赤に染め、パクパクと口を開閉する。その様子を見守る匡輝の表情は優しく、微笑ましそうに目を細めた。

　自分へ向いた眼差しに耐え切れなくなった依紗は、意を決し、震える両手でスカートの裾を掴むと、おもむろにそれを持ち上げる。

　すると、スカートの下から、可愛らしい花柄をあしらった総レースの紐パンがあらわになった。

　純白のソレを目にした匡輝は、言葉を失いながらもゴクリと喉を鳴らす。

　しばらく恋人の痴態を観察すると、彼はそのまま依紗の目の前に跪いた。

　そして、無意識に後退る恋人の太ももを両手で掴み、彼女の動きを封じる。

「これ……まさか、自分で買ったのか？」

　太ももを掴んだまま、指先でススっと紐が結んであるだけの際どいラインを撫でながら、匡輝は声を上げる。

　恋人の声を聞いた依紗は、恥ずかしさに負け、ギュッと目を瞑りながらも微かに頷いてみせた。

　普段使いには到底不向きなセクシー下着を、わざわざ買って身に着けてきたのは、大好きな恋人に喜んでもらいたいという、依紗なりの挑戦だった。

「俺のために……こんなエロい下着を買ったのか？」

「……っ！」

　足元から聞こえる核心めいた問いかけに、ワンテンポ遅れてまた肯定の頷きを返す。

　恐る恐る目を開けた先に見えたのは、ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべる恋人が自分を見上げる姿だった。

　会議室で彼の足元に跪いた時と真逆な状態が、依紗の中で揺らぐ興奮を刺激する。

　不意に、足元で蹲っていた匡輝が、片手を脚から離していく。離れた手は迷わず依紗の秘部を覆い隠す薄い布へ触れると、次の瞬間、クチュクチュといやらしい水音が耳に届いた。

「ああっ、ふぁ、やっ！　匡輝さ、やめてっ」

「何を止めて欲しい？　俺はただ、買ったばかりの可愛い下着が濡れてる原因を探したいだけだ」

　匡輝はそう言うと、レース越しに、クニクニと肉襞とその奥に隠れた秘芽を触っていく。

　彼の指使いが生みだす刺激に、依紗は思わず抗議の声を上げたものの、下着がじんわり濡れだした事実を指摘され、すぐに言葉を失ってしまった。

　返す言葉をなかなか見つけられず、押し黙る彼女の意識はすべて秘部へ集中していく。

　新たに溢れる愛液が、レースの隙間から太ももを伝って流れ落ちていく感覚が、やけにはっきり感じ取れてしまう。

「や、やあっ」

「こーら、逃げるな。どんどんグチョグチョになっていくじゃないか。俺に見られて興奮したのか？」

　思わず子供のような声を上げて腰を引くと、グイっと腰を引き戻され逃げたことを咎められた。それだけでは終わらず、下着越しの愛撫が激しさを増していく。

　指による愛撫、濡れそぼった秘部と下着を見つめる熱い視線、少しばかり意地悪で甘い言葉責め。

　そのすべてを、匡輝がわざとやっているなんてつゆ知らず、依紗はスカートの裾を持つ両手をプルプル震わせながら、恋人の攻撃を耐え忍ぶ。

「依紗」

　数秒後、匡輝は依紗の名前を呼びながらおもむろに立ち上がった。

　愛液で濡れた指で、恋人の震える小さな唇の表面をなぞる匡輝。その口元に浮かぶ笑みは、次第に深くなっていった。

「俺を喜ばせたくて、こんなにエロ可愛い下着を頑張って買ってくれたのか？」

「……はい」

「実際に見せたら、興奮してきたんだろう？」

「……は、はい」

　一見質問のようで、質問にすらなっていない言葉を吐きながら、匡輝は依紗の腰を抱き寄せ、再び彼女の露わになった太ももに指を這わせ撫で回す。

　キュッと結ばれた紐に到達した指が、少しずつ結び目を解いていくのがわかり、嫌でも意識させられた。

　自分を見つめる強くて甘い、欲情しきった愛おしい瞳に囚われ、躊躇いながら投げかけられた質問に頷いていく。

　その手はいつの間にかスカートから離れ、自分を抱きしめる男の腹部、薄っすら割れた腹筋へ伸び、その筋を物欲しげに撫でていた。

　まだ羞恥心が消えきらない様子を見せながら、恋人を見つめる潤んだ瞳に、彼の肌へ強請るように触れる妖艶な手つき。

　依紗の相反する言動に、ククッと喉を鳴らした匡輝が、また口を開く。

「俺もだ。依紗がいやらしく誘ってくるから……ほら」

　そう言って彼は、まだ服を身に着けたままの下半身を依紗の太ももにわざと押し当てる。

　そこは、服越しでもわかるくらいに熱く、己の興奮を主張していた。

　太ももに押し当てられた昂りに気づいた瞬間、自分なりに考えた精一杯のアピールの成功を喜ぶ彼女の口元にも自然と笑みが浮かんだ。

　恥ずかしさが消えないまま、さ迷わせていた瞳を彼へ向けると、視線の先で愛する恋人はにこりと甘く微笑んでくれる。

　――ああ、今すぐ欲しい。もう、この場で……。

　心の奥で滾る欲望が顔を覗かせ、依紗がゴクリと喉を鳴らすのと、匡輝が小さく息を吸うのはほぼ同時だった。

「でも本番は、風呂に入った後で……な？」

　小首を傾げ、ニヤリと意味深に微笑む婚約者の姿を前に、二つの意味合いで彼女は思わず息を呑む。

　一つは、昂った欲求を鎮めてもらえないことへの悔しさ。

　もう一つは、意地悪な発言で恋人を弄ぶ男の身体、全身から駄々洩れな色気にあてられたせい。

　ぐっちょりと濡れ、愛液まみれの無意味な布に成り果てた下着は、紐が解かれると同時に欲情しきった依紗の足元へ落ちた。

　

　一度昂った熱は、冷めるどころか燃え上がる一方で、湯船から立ち上る蒸気に混ざって浴室内に充満していく。

「ん、ちゅ……っ、はあ」

「っ、は、ほら、もっと舌を絡めて……んっ」

　広いバスタブに張られた湯に浸かった匡輝の膝に乗り、向き合って座る依紗は、言われるままに自分の口内で蠢く恋人の舌に、自分のものを擦りつける。

　まだまだ拙い動きを誉め、匡輝が敏感な部分をひと舐めすると、彼女の口から甘い吐息が漏れた。

　浴室に入った二人は、半分じゃれ合うように身体を洗い合った後、しばし湯舟に浸かって身体をあたため筋肉を解している。

　本当なら、リラックスした状態でお湯に浸かりたいところだが、今の依紗にその余裕は無い。

　入浴後からずっと、お湯に沈んだ匡輝の両手で身体を弄られているからだ。

　エッチな下着姿を披露した時から、すっかり濡れそぼった秘部は、今でも尚湯舟の中で愛液をこぼしている。

　わざとか、偶然か、時々キュンキュンと疼く蜜口のすぐそばに、勃起してガチガチになった男根が擦りつけられる。

　その度に依紗はビクビクと身体を震わせて、我慢の限界と言いたげに腰を揺らす。

　しかし、彼女の方から匡輝を迎えに行こうとすると、彼は「まだだ。まだダーメ」と笑って腰を引き、男茎を遠ざけてしまう。

　その反応に不満げな視線を送れば「まずはベッドで」と囁いて、彼は悪戯に耳をしゃぶった。

「ん、んっ、はぁ」

　また唇を重ねてお互いを舌と熱情を求めた後、口端から零れる唾液に一瞬気を取られた隙に、執拗に重ね合った唇が離れていく。

　お風呂場の熱気と熱情に任せた口づけのせいで減った酸素を求めて、依紗は口をだらしなく開けた。

　若干の酸欠状態で、ぼんやりする意識の中、口の周りをペロペロと犬のように舐める恋人の行動に、不思議と愛しさがこみ上げてしまう。

「はぁ、ふう。まさ……さ、好き……好きです」

　恋人への愛しさと同時に、身体の奥から湧き上がる淫欲に突き動かされ、依紗はこれまで以上に匡輝の身体に自分のそれを密着させる。

　密着したことで、依紗の白く柔らかい乳房は匡輝の男らしい胸板に押し付けられ、ムニュっと形を変えていく。

　そして、お湯の中でそそり立つ剛直に自ら秘部を押し付けると、彼女は腰を揺らし、淫靡なおねだりを始めた。

　匡輝もずっと興奮し、自分の中に溜まる熱情を抑えつけていることは、彼のギラついた視線ですぐに気づけた。

　きっと自分も、似たような視線を向けている。そう考えただけで恥ずかしくなり、ほんの少し興奮する。

　今の依紗にとって、匡輝から与えられるすべてが自分を興奮させる魔法の素材でしかない。

　強くて熱い眼差しも、入浴のために髪をまとめ露わになった項についた幾つもの赤い印も、意地悪に敏感な部分ばかりを刺激する大きな手も、そしてドクドクと脈打つ反り立った昂りも。

　目の前にいる恋人のすべてが、自分の中にある理性を溶かし、ただでさえ熱い身体を余計に火照らせていく。

　そして敏感になった意識は、二人が求めあうたびに揺れて溢れる浴槽のお湯ですら感じ取ってしまう。

「ま、さき、さん……」

　鼻先が触れ合う寸前の距離まで顔を近づけて、コテンと額を擦り合わせながら、もう何十回と呼んだ彼の名前を再度声に出す。

「俺のが、欲しいか？」

「欲しい、です。いっぱい、ください」

　お互いに何を欲しがっているか。そんなこと、言葉にしなくたってわかる。

　どこか上機嫌な声で問いかけられた言葉に小さく頷いた瞬間、それまで彼女の身体をいやらしく撫でていた無骨で大きな手が、細い腰とお尻の辺りへ伸びていく。

　グイっと上半身を引き寄せられ、匡輝に身体を預けた瞬間「そのまま掴まっていろ」と彼の囁きが耳元で聞こえた。

　そして匡輝は、正面から抱きしめるように依紗を抱きかかえて立ち上がり、ゆったりとした動きで歩きながら浴室を後にした。

　

　

　

　浴室を出て、風邪をひいてはマズいと軽く身体を拭き、髪を乾かし合った二人は、ほぼ同時に相手を求める熱い吐息を吐き出しベッドに倒れ込んだ。

　すぐに唇は重なり、あっという間に深いものへ変わっていく。

　お互い手持ち無沙汰になりかけた手は、相手の裸体へ伸びて、火照りが残る身体を弄り合った。

　しばらくすると、不意に匡輝の手が依紗の秘部へ伸びていく。

「おかしいな。風呂から上がったばかりなのに、もうすっかりグチョグチョじゃないか。髪を乾かしてる間、依紗は何を考えてたんだ？　ナニを考えたら、こんなに濡れるんだろうな？」

　そして、綺麗に洗ったばかりのそこがすでにねっとり湿っていることを、彼はとても嬉しそうな声で指摘してきた。

「あっあ、ああっ！　違うの、これは……ふぁああっ！」

　すぐそこに待っている情事を無意識に期待し、蜜壺からダラダラ涎を垂らすはしたない自分を指摘された依紗は、思わず否定の言葉を口にし、嫌々と首を横に振る。

　すると、まるで彼女の反応を咎めるように、愛液が溢れる膣へ匡輝は指を一本挿入いれる。

　そのままグチュグチュと抜き差しが繰り返され、指の付け根は存在を主張し始めた花芯を容赦なくこすり上げた。

「何が違うんだ？　ほら、また溢れてきた。こんなにシーツを汚すなんて、この淫乱め」

「ああっ、は、ん、ふぅ」

　匡輝は意地悪く、そしてとても楽しそうに笑いながら、善がり続ける依紗の耳元へ顔を近づけ、赤らんだ耳をしゃぶっていく。

　容赦ない攻撃と言葉責めは、依紗を無意識下でより強く興奮させた。

　すぐそばに近寄ってきた顔を、依紗は衝動的にギュッと両腕で抱き込み、胸元に押し付けていく。

（匡輝さんの、いじわるっ）

　チュッと押し付けられた胸に吸い付く匡輝。その唇が生みだす小さな刺激に吐息を漏らしながら、悔しさを抱いた依紗は、恋人を抱き込む腕の力を弱めた。

　拘束が緩んだ後、おもむろに顔を上げた匡輝を見るや否や、彼女はその口元に噛みつく勢いのキスをする。

「ンッ、ふ、は……この前、ンッ、エッチになれって、言ったくせに」

「ふっ、そうだな。ンッ……はぁ……だからもっと、素直になれ。怖がらないで、恥ずかしがらず……もっと俺を欲しがってくれ」

　仕返しのつもりでキスをしたはずなのに、ほんの少しの間に主導権は逆転していた。

　悔しげに恋人を睨みつける依紗を見つめる匡輝の瞳は、今にもふやけそうな程熱く、見つめられる方が吸い取られそうになる。

　素直になることが、まだ少し恥ずかしい。そんな依紗の気持ちもすべて見透かしたような言葉が、胸の奥にストンと落ちてきた。

　お互いに「はあ、はあ」と、荒くなる呼吸の中で、依紗はわずかに残っていた羞恥心を捨て、か細い声でつぶやく。

　――匡輝さんの、熱いの、いっぱい欲しいの、と。

　

　目の前にいる愛しい人のすべてが欲しい。本能的な思いに支配された二人の熱情は、時間が経っても一向に冷める気配を見せない。

　ベッドシーツが二人の汗、愛液、欲でグチョグチョに汚れ、いくつもの皺が刻まれても、依紗と匡輝の瞳にはお互いのことしか見えていなかった。

　一回、二回、三回――もう何度目か数えることすら放棄した絶頂で、依紗はまた身体を震わせる。

　そのままベッドに沈み、乱れた息を整えていた時、不意に耳元で、恋人から何とも魅惑的なお願いが聞こえてきた。

「なぁ依紗。また……俺の舐めてくれよ。俺も、お前のこと、気持ちよくするから」

「……？」

　達したばかりで思考がフワフワなせいか、匡輝の言葉がすぐに理解出来なかった。

　けれど、彼が「横向いて」と言った後にモゾモゾベッドの上で体勢を変えたおかげで、ようやく依紗は匡輝の願いを知る。

　体の向きを上下逆さまにした恋人が、ぼんやりする依紗の両足を優しく掴んだと思えば、その間に見える愛液でじっとり濡れた下生えへ悪戯にフーッと息を吹きかけた。

「ひゃああっ！」

　何度も達したせいですっかり敏感になったそこは、かすかな吐息にすら敏感に反応してしまい、依紗を軽く果てさせる。

　そんな彼女の目の前にあらわれたのは、何度欲を吐き出しても、まったく萎えない太く逞しい男茎。

　身体をビクつかせた依紗は、所々真っ白い精で濡れるそれへ恐る恐る舌を這わせる。

　愛しい婚約者からの提案――それは、お互いを快楽へ導く舐め合いだった。

　

「ん、ん、んんっ、はぁ……ああンッ」

「っ、は……はぁ、依紗、気持ちいいか？」

　匡輝の大きくて太い肉欲を頬張る依紗が、息継ぎのために窄めていた口元の力を緩めた瞬間、彼女の充血した秘豆と蜜壺を匡輝の舌が容赦なく舐っていく。

　不意を突く強い刺激に思わず男根から口を離した依紗は、一瞬身体を強張らせて一人果てた。

　すると、彼女の蜜壺から溢れる新たな愛液を、匡輝は容赦なく吸い取っていった。

　イッたばかりでは、蜜口に吸着した唇から伝わる振動さえも刺激になる。

「ひゃあああっ！」

　達した直後にもかかわらず、間髪入れず続けざまに果てた依紗の嬌声が寝室にこれでもかと響き渡った。

（もう……私、ばっかり……）

　再度ビクンと身体を震わせた依紗は、乱れた息を整えようと浅い呼吸をし、目の前にある匡輝の昂りを悔しげに睨みつける。

　依紗も匡輝も、お互いの下半身に顔を埋め、相手を絶頂へ導こうと、ずっと舌や指で愛撫を続けている。

　だけど、これまで果てるのはもっぱら依紗ばかりだ。匡輝は時折呻き声を上げるだけで、依紗は一度も彼をイかせていない。

（も、もう一回……っ！）

　せめて一回だけでもと、依紗は疲労が出始めた口を大きく開き、そのまま衰え知らずの肉欲を再度頬張り始めた。

「ん、ンン、ふっ、ん」

「は、はっ……依紗、上手だ……はぁ」

　依紗の熱意が伝わったのか、匡輝からの愛撫が若干弱まり、次第に彼の声に余裕がなくなっていく。

　少しずつ彼の弱い箇所もわかり始め、依紗は殊更その部分を舌と指で責めた。

　しかし、匡輝の口淫が終わったわけじゃない。

　口内でビクビクと震える剛直に合わせて、尖らせた熱い舌先が蜜壺の入口と花芯を突く。

「はぁ、はあ、そろそろ、出る……うっ」

「んっ、んっ、ぁ、んっ」

　次第に切なさを増し、限界を訴える彼の声を聞いた依紗はより一層口内で震える肉欲へ意識を集中させた。

　そして――。

（わたし、も……っ！）

「うぅっ！」

　今度こそ、二人はほぼ同じタイミングで絶頂を迎えた。

　果てるのと同時に噴出した愛液と白濁が、それぞれの口内をどんどん満たしていく。

（ああ、匡輝さんの、もったいない）

　すっかり興奮状態の依紗は、口内でネバつく精をまったく嫌悪する様子を見せず、少しずつ、少しずつ飲み込んでいった。

　前回、会議室では初体験の衝撃と味に驚いて、言われるまま吐き出してしまった恋人の欲。

　今となっては、まったく同じそれを吐き出すなど考えられず、口端から垂れる白にすぐ気づかないまま、クチュクチュと口内に広がる粘着質な味に酔いしれた。

　

　

　

　太陽は沈み、月が空に昇った頃。

　照明の灯かりが室内を照らす寝室に、いくつもの音が複雑に重なり響き合う。

　肌と肌が激しくぶつかる音、粘着質な水音に熱のこもった荒々しい二つの吐息、そして――。

「ああっ、は、あんっ」

　なまめかしい嬌声が、一際大きく木霊する。

「まさ、きさ……もう、もう無理ですっ、ああっ！」

「はっ、は、くっ！　まだ、イケるだろう？　ほらっ！」

「あああっ！」

　昼間、そこから見える景色が綺麗とはしゃいでいたガラス窓に、裸体を押し付けられた依紗は、背後から自分を支える匡輝に膣内を突き上げられていた。

　二人が居る寝室内のベッドには、情事の痕跡が色濃く残り、そばの床には開封したばかりの避妊具の空箱が転がっている。

　昼間からずっと、匡輝から与えられる快感に善がり喘ぎ続けた依紗の声はほんの少しかれ始めていた。

　彼女の全身には、至る所に赤い所有の花が刻まれ、支えが無いと立っているのもままならない程疲弊している。

　そんな状況でも、二人の熱が収まる気配を見せない。

　一時の休憩とばかりに、依紗の不意を突いて匡輝の律動が弱まる。

　そこから生まれるじれったい快感に小さく喘ぎながら、依紗は閉じていた瞼をゆっくり開けていく。

　まず目に留まったのは、逆光で若干見えにくいものの、大きな窓に映る自分たちの姿だ。

　汗ばんだ肌を重ねて、背後から自分を抱きすくめて支える男と、胸が形を変える程窓に身体を押し付け、だらしなく唇を開いて恍惚の表情を浮かべる女が映っている。

　あんなに夜景を楽しみにしていたのに、今はもうそれを堪能する余裕もなく、二人揃って愛欲に溺れるだけ。

　度重なる絶頂で、頭の中がクラクラし、何も考えられなくなる。

　緩くナカを突き上げられ、そこから生まれる刺激に「あっ、あっ」と啼けば、不意に耳元でクスリと笑う声が聞こえた。

「依紗、そこから向かいのビルが見えるか？」

（……えっ？）

　白いモヤのせいではっきりしなかった意識が、匡輝によって引き戻される。

　言われるまま窓の外を見ると、道路を挟んだ向こうに、このマンションより若干低いビルが見えた。まだ人がいるのか、所々窓から明かりが漏れている。

「あ、今あそこにいる奴、こっちを見たぞ」

「……っ！」

　依紗がビルの灯かりを認識するのと同時に、匡輝は彼女の耳元で悪戯に声を上げる。

　その言葉を聞いた依紗は、瞬時に身体を強張らせ、目を見開きヒュっと息を呑んだ。

　見ず知らずの他人が、自分たちの情事を見ている。その意識に囚われた依紗の意識は、瞬く間に白く染まり、何も考えられなくなっていく。

「ああっ、あ、あ、あ、やあ」

「ふっ、見せつけて、やれ……お前の、はあ、いやらしい顔」

　同時に、ゆるゆると断続的だった抽送が加速し、また力強く膣壁を抉りだす。

　囁かれた言葉、自分のナカを犯す剛直、そしてビルからの視線。

　一体何に意識を向けて良いのかわからず、依紗は混乱するばかりだ。その目元には、次第に薄っすら涙が溜まっていく。

（恥ずかしいって、言ったのに……誰も見てないって、言ったのにっ）

　歪に乳房をつぶし、涎を垂らして男根を咥え込む自分の姿を、客観的に意識させられた依紗の体内に、羞恥心で火照った血が一気に駆け巡る。

　今すぐこの場を離れたいと思うあまり、気づいた時には「やあ、嫌ぁ」と、半泣き状態で子供のように声を上げていた。

　一心不乱に掠れた声で啼けば、律動が再度弱まり、背後から伸びてきた手が汗ばんだ肌に張りついた髪をどかしていく。

　すると突然、耳元でかすかに笑う声が聞こえた。

「……っ。嘘だよ。こんな……エロくて可愛い最高な女を、誰にも見せるわけないだろう」

　露わになった耳に囁く声が聞こえれば、ペロリと目元に浮かんでいた涙を肉厚な舌が舐め取っていく。

「グスッ、み、見えない、んですか？」

「ああ、ここの窓は全部、外から中が見えない造りになってるんだ。でなきゃ、こんなことするわけない」

　匡輝は次々と溢れる水滴を舐め、グズグズ声を震わせる依紗の頬に自ら頬を寄せる。

　その口からは、時折苦しげな吐息が漏れ、彼の限界が近いことを教えてくれる。

「嘘つきな、あ、匡輝さんは、嫌いです、んんっ」

「悪かったって。あまりにもお前が可愛すぎるから、はあ……少し、からかいたくなっただけなんだ。ああっ」

　怒りをあらわにしながらも、依紗の口からは止めどなく嬌声が零れ、背後から彼女の蜜壺を突き上げる匡輝の呼吸もより乱れていく。

　人目があると思い込んだ時から、依紗の戸惑いとは裏腹に膣内の締め付けが増した。

　その刺激によって匡輝の男茎は更に大きくなり、より一層ナカを圧迫していく。

　匡輝が悪戯心で投じたスパイスは、結果的にしっかり役目を果たしたようだ。

　依紗はぎこちない動きで恋人の方へ顔を向けると、二人の吐息で白く曇ったガラスの前で唇を重ねる。

「もう、後ろは、いやっ。ちゃんと、匡輝さんの顔、見たいの、んぁっ」

　すると、先程まで泣き声ばかり発していた口から零れるのは、ささやかなおねだり。

　もう二人共、体力的に限界が近い。きっとこれがラストだと本能で感じ取った依紗は、最後はやっぱり大好きな婚約者の顔を見ながら果てたいと、わがままを口にした。

　まだ少し潤む眼差しを自分へ向け、精一杯の懇願を始めた恋人。その姿を間近で見たせいか、興奮のあまり匡輝の男根がドクンと強く脈打つ。

　不意を突く振動に「ああん」と依紗が喘いだ瞬間、これまで彼女の身体を抱き留めていた腕が動いた。

　一旦、入り口ギリギリまで昂りを引き抜いた匡輝は、依紗の身体を器用に抱きかかえて反転させる。

　そして、お互いの顔が見える体勢を取ると、そのまま彼女を抱きかかえ、限界寸前の昂りを一息でナカに沈めた。

「あああン！」

　突如全身を駆け抜ける強烈な快感に、依紗は半分叫ぶような嬌声を上げながら果てた。

　達した瞬間、キュッと膣内の締め付けが強まり、匡輝は思わず呻き声を上げる。

　しかし、気力を振り絞って堪えた彼は、両腕で愛しい恋人を抱え直し、熱く熟した膣内の最奥を目指し突き上げていく。

「あ、ああっ！　今、イッたば……ああ、ふぁ、だめぇ！」

「はあ、はあっ、ダメじゃなくて、イイ、だろ？　ふっ、はあ」

　不安定な体勢が怖くて、咄嗟に両腕を巻き付けた彼の首にしがみつきながら、依紗は許容量を超えた快感に「怖い、怖い」と啼き叫んだ。

「俺がそばにいるから、もう一回だけ、な？　一緒に気持ちよくなろう」

「一緒？　ンあ、一緒に？」

　軽いパニックを起こして、子供のように質問を繰り返す依紗を落ち着かせるため、匡輝は汗ばんだ手で恋人の背中を優しく叩く。

　だが、彼の方も限界が近いようで、何かを必死に堪える表情が苦痛に歪んでいく。

　苦悶に満ちた表情すら色気が漂うものの、襲い来る恐怖心に負けて目を瞑ってしまった依紗の瞳に、その姿は映らない。

「ああ、一緒に、イクぞ……っ！」

「ひゃあああっ！」

　視覚を絶った事でより敏感になった膣壁に、力強い剛直が打ち付けられた。

　そこから生み出された衝撃、刺激、快感、すべてを感じながら依紗は絶頂する。

　少し遅れて、匡輝も呻き声を上げながら、我慢し続けた欲を解放し果てた。

　

「はあ、はあ……」

「はあ……っ、はあ……」

　脱力感に抗えず、二人はズルズルとその場に座り込み、お互いの身体にもたれ寄りかかる。

　依紗が半分以上体重を預けているのに匡輝は文句を言わず、もっと寄りかかれと言わんばかりに彼女を抱き寄せた。

　匡輝の優しい声無き行動が嬉しくて、酸素を欲して無意識に開いた口端が上がった。

　時間が経つごとに呼吸は落ち着き、ぼんやりしていた思考も徐々にスッキリしていく。

　元々の体力が違うからか、依紗が落ち着くより先に回復した匡輝は、先程からチュッチュと目の前にある首筋や頬にキスをし、じゃれついていた。

　肌に唇が触れる感覚が妙にくすぐったくて、まだ怠さが残る身体を捩って何度も逃げた。

　だが、その反応は彼を喜ばせるだけらしく、依紗がモゾモゾ動くたび「可愛い」と耳元で嬉しそうに笑う声が聞こえた。

「……匡輝さんが、こんなにキス魔だなんて、知りませんでした」

「ははっ、俺もだ。お前となら、四六時中キスしたって、まったく飽きそうに無い」

　一方的に攻撃されているのが悔しくなり、つい口を尖らせ可愛げのない反応をしてしまう。

　そんな依紗の言葉に、まったく気分を害した様子を見せず、ケラケラ笑う匡輝の手が、スッと頬に触れた。

　そのままクイっと顔の向きを変えられ、間近で自分を見つめる彼と目が合う。

　そして、目が合う瞬間を合図に二人の唇が重なった。

　チュッと数秒重なるだけのキスをし、匡輝の方から唇を離していく。

　そのぬくもりを無意識に依紗が追いかけた時、耳元で「少し待っていろ」と囁く声が聞こえ、匡輝がおもむろにその場で立ち上がろうと膝を立てた。

「……っ！」

　自分だけ立ち上がり、どこかへ行こうとしている。そんな恋人の様子に気づいた依紗は、咄嗟に鍛えられた彼の身体に抱き着いた。

「っと。どうした？　水を持ってくるだけだ。あ、あと新しいシーツも必要だな」

　突如抱き着いてきた恋人の行動に、目を見張った匡輝は不思議そうに首を傾げる。

　だが、その声は決して非難めいたものじゃない。

　抱き着いたまま、ゆっくり顔を上げた依紗の目に留まったのは、戸惑いの色を含みながらも優しく自分を見つめる彼の顔。

「もう少し、このまま……」

　その表情を見れば、咄嗟のことながら子供じみた行動を取ったことが、急に恥ずかしくなる。

　そのモヤモヤを誤魔化すように、小さく言葉を紡いだ依紗が、匡輝から離れる様子は無い。

　それどころか、抱き着いた腕に少し力を込めて、今まで以上に体重を預け甘えだす。

　飲み会の翌朝に彼が一人で自宅に帰った時や、婚約者の一件で自分から離れていくかもと恐怖した時。

　これまで事あるごとに感じた何とも言えない感情が、不意を突いて、依紗の中によみがえった。

　その感情を認識するよりも先に、彼女の身体は勝手に動いていた。

　まるで――一人にしないで、と言わんばかりに。

　依紗はそれ以上何も言わず、匡輝の胸に頬と耳を押し当て、彼の心音に聞き入った。

　そして満足すれば、次は肩、首筋と擦り寄る場所を変えて甘え続ける。

　最後に、されるがまま、大人しくしてくれた恋人の頬を両手で包み込むと、すぐ目の前にある唇に自分のそれを重ねる。

　頬に添えられた彼女の左手には、照明に反射してキラリと光る宝石が輝いていた。

　

　

　

　匡輝が手早く整えてくれたベッドに横たわった依紗は、恋人の腕に頭を預けホッと息を吐く。

「匡輝さんにばかりやらせて、ごめんなさい。その……疲れてないですか？」

「このくらい平気だ。気にすることはない」

　そのままチラリと目線を上げ小首を傾げると、すぐ隣に横たわる恋人は優しく微笑み返してくれる。

　二人がベッドに入るまでの間、疲れ切って動けない依紗の代わりに、色々と就寝準備をしてくれたのは、他でもない匡輝だった。

　シーツ交換に始まり、普段あまり使わない空気清浄機を稼働させ、キッチンで作ってきたと言う蒸しタオルを使って依紗と自分の身体を拭いてくれた。

　しかも、すっかり足腰が立たなくなった依紗を、俗に言うお姫様抱っこでベッドへ運んだのももちろん彼だ。

　ベッド横のサイドチェストの上には、匡輝に渡されついさっきまで依紗が飲んでいたミネラルウォーターが置かれている。

　情事の余韻が未だ残る空間で、時折襲ってくる睡魔と闘いながら、依紗は目の前の厚い胸板に顔を寄せた。

　自分にすり寄って甘える恋人の姿に匡輝は目を細め、チュッと額に今日何度目かわからないキスの雨を降らす。

　二人の肌を覆い隠すタオルケットの下では、依紗たちがじゃれ合ってお互いの脚を絡めていく。

　そこに淫靡な雰囲気は無く、単純なじゃれ合いと甘い空気を纏うだけだった。

　

　絶倫かと疑いたくなる婚約者の性欲のせいで、依紗はうつらうつらと船をこぐ。

　だが、愛する人との限りある時間を惜しむように、彼女はなかなか眠ろうとしなかった。

　時々相手の肌に触れて、キスをして、他愛もないお喋りをする。

　それだけで依紗はとても嬉しそうに笑った。

　その様子を見た匡輝は、時折困った表情を浮かべ「もう寝た方がいい」と入眠を促しながらも、決して微睡みのひと時を邪魔しなかった。

　依紗と想いは同じようで、彼の表情も声も仕草も、何もかもが穏やかで優しい。

（そう言えば……）

　二人の会話が不意に途切れた時、依紗の脳裏に突如ある疑問が浮かんだ。

「匡輝さん、ちょっと質問が……」

「ん？　どうした、急に？」

「その……私のこと、いつから好きだったのかな……と、思って」

　疑問に対する答えが欲しいと、疼き始めた好奇心に負け、思わず声を上げる。

　その声に首を傾げる彼の顔へ向けた視線を、徐々に胸元へ移動させながら、彼女は質問を口にした。

　実際言葉に出すのは恥ずかしく、匡輝への問いかけは尻すぼみになり、最後の言葉が空気に溶けていく。

　その後、質問から数分の間は、匡輝から何も言葉は返ってこなかった。

　いくら優しい人と言っても、内容的にアウトかもと思っていたため、依紗はさほど驚かない。

「……んっ」

　話題転換のために、何かいい話は無いかと考えた時、不意に目元を親指の腹で撫でられた。

　犯人はもちろん匡輝だ。彼は目元だけでは満足せず、目元を撫でた指で今度は依紗の小さな唇も撫で始める。

　悪戯心が疼いて、ペロッと突き出した舌で指先を舐めても、お叱りの言葉は飛んでこなかった。

「お前を意識したのは……去年の夏ごろだ」

　代わりに聞こえてきたのは、ぎこちないながら質問に応じてくれた愛しい人の声。

　

「あの頃、新人だった田た中なかが、取引先から預かってたデータを間違って消したとかで、大騒動になっただろう？」

「……ああ、ありましたねー。そんなこと……」

　依紗の顔を撫でていた指が、今度は彼女の髪を梳いていく。

　止まない彼の指遊びに意識を一部残しつつ、依紗は匡輝が話す言葉に耳を傾ける。

　内容を聞けば当時の記憶がじわじわよみがえり、内心「あの時は大変だったなー……」と、ため息を吐きたい衝動にかられ、視線が何もない遠くへ向く。

　当時、依紗が指導を担当した後輩の女性社員が、ちょっとした事件を起こした。

　企画部内にいる別の社員へメールを送る途中、添付するはずだった大切なデータを間違って削除したかもと言って青ざめたのだ。

　彼女の言葉に、一瞬で企画部内は騒然とした。

　パニック状態に陥った後輩を、依紗が必死に宥めている間、匡輝をはじめ同僚たちが一丸となってデータを探してくれた。

　誰かのパソコンに紛れているかもと、皆血眼になって探したが、なかなか見つからない。

　次第に、皆の中に焦りが蓄積され、失態を犯した後輩は半べそ状態だった。

　そこで声を上げたのが、匡輝だ。

　彼は何かを閃いた様子で「バックアップのパソコンを調べろ！」と声を上げた。

　久我商事では、独自のバックアッププログラムを利用してデータ管理を行っていて、各部署内にそれ専用のパソコンを置いている。

　社員のパソコンは、データ管理用のパソコンとそれぞれ繋がり、定期的に作成したデータが自動でバックアップされる仕組みだ。

　データの保管と情報共有のために作られたそれを急いで確認したところ、失くしたと思っていたデータは無事見つかり、その日出社していた企画部社員全員が安堵した。

「あの後、お前は田中と一緒になって部内にいる奴ら全員に頭を下げて回った。っと、まあここまではなら、〝あの時は大変だったよな〟って今は笑い話に出来る。俺がお前に興味を抱いたのは、その後だ」

「……？」

　当時の騒動を思い出し、匡輝の声に耳を傾けた依紗は、意味深な言い回しをする彼の言葉を理解出来ず首を傾げる。

　その様子に匡輝は小さく笑うと、軽く息を吸い、続きを話しだした。

「あの日……帰宅途中だった車の中で、忘れ物をしたって気づいたんだ。急いで会社に戻ってデスクに向かおうとしたら、お前と田中だけが残っていた。そこでお前は、〝今後、同じトラブルを起こさないためにはどうすべきか〟を、田中と一緒に考えていた」

（う、嘘っ！）

　恋人の口から飛び出した言葉に、依紗は驚くあまり、無言のまま大きく目を見開いた。

　あの日、田中と一緒に残った依紗は、二人きりの反省会をしていたのだ。

　それを目撃したと聞かされ、なんとも言えない気分になる。

「普通だと、ちゃんと反省したなら、後輩を注意して、それで終わり。だけどお前は、同じ目線に立って、対策を練って、先輩として改善点をアドバイスしていた。……俺はあの時、お前の芯の強さを目の当たりにした。ガチガチに固まった頑固な芯じゃない、どんな時も対応を考えて選べる……柔軟な芯だ」

　

　――そんなお前だから、俺は惚れたんだ。

　

　真剣な表情を浮かべ、ジッとこちらを見つめる匡輝。

　その唇から紡がれる言葉を聞いた依紗は、唖然とするばかりで何も反応出来ない。

　反省会など、決して他人に見せるものではない。

　それを見られただけでなく、その光景を見て惚れたと断言されては、嬉しいやら恥ずかしいやら、心も頭も混乱する一方だ。

　内心狼狽えてばかりな彼女を見つめる匡輝も、恥ずかしいのか目元や耳の辺りに赤みが差していく。

　お互いにしばらく無言で相手を見つめたかと思えば、羞恥心に負け、先に白旗を上げたのは、珍しく匡輝だった。

　彼は依紗の頭を乗せた腕にグッと力を入れると、彼女の顔を自分の胸板に押し付け、そのまま彼女を抱き込む。

「んぐっ！」

「わ、悪い……」

　突然の抱擁と息苦しさに依紗が声を上げれば、頭上から申し訳なさそうな声が聞こえてきた。

（匡輝さんの心臓の音……すごく速いな）

　耳元から聞こえる心音と、自分の胸の奥で鼓動する音。

　微妙に違うリズムを刻む、若干速めな二つの心音に、依紗はつい耳を傾ける。

（まさか、そんなに前から認めてもらっていたなんて思わなかった）

　不思議と心地よい音を聞き、次第に心の奥があたたかくなっていく。

　もっとよく聞きたいと、無意識に匡輝の心臓近くへ頬を摺り寄せれば、ギュッと自分を抱き込む腕に力がこもった。

　小さく「おやすみなさい」と言って目を閉じれば、頭のてっぺんへ、キスと共に優しい声で「おやすみ」と言葉が降ってきた。

　

　昼間、匡輝は左手に輝く指輪という大きなサプライズをくれた。

　そして夜になり、眠りに落ちる寸前、彼はまた依紗に最高のプレゼントをくれる。

　匡輝の下で働く依紗は、ずっと「この人に認めてもらえる働きをしたい」と思い続けてきた。

　そんな彼女にとって、たった今聞いた告白は、鬼課長――久我匡輝から贈られた最上級の賛辞に違いない。






最終章　わたしの旦那は鬼課長








　プロポーズを受けてから数日が経った、いつもと変わらない平日。

　各々が忙しく仕事に励む企画部で、依紗はいつも通り自分の業務に勤しんでいる。

　そんな彼女の左手には、あの日匡輝から贈られた指輪が輝いていた。

　キラリと存在を主張する宝石が視界に入れば、無意識に口角が上がりフッと小さな笑いが零れてしまう。

「なっ！　あ、あんた、そのゆび、指……指輪、どうしたのーっ！」

　と驚きの声を上げた恭子の姿を思い出してしまうのだ。

　週末明けの月曜日。依紗が指輪をつけて出社をした途端、同僚たちは騒然となった。

　これまで男の影など皆無だった依紗の指に、いきなり意味深な指輪が嵌まっていれば、誰だって驚くかもしれない。

　中でも一番驚いていたのは、依紗の想像通り友人の恭子だった。

　昼休憩の際には、恭子をはじめとした女性社員たちに捕まり、お昼を食べながら怒涛の質問責めに苦しめられた。

　プロポーズをされたとは話したものの、相手が〝アノ鬼課長〟とは、まだ誰にも言っていない。

　唯一自分たちの婚約を知っているのは、今のところ企画部部長一人だけ。

　匡輝がこっそりと伝えたようで、昨日人気の無い廊下で部長とすれ違った際に「おめでとう」と言われ、恥ずかしさで火照った顔の熱はなかなか引かなかった。

　依紗自身、自分の恋愛について話すのが苦手で恥ずかしいのもある。そして、それ以上に問題なのは、相手を知られた後に待つ、これまで以上の質問責めだ。

　十中八九、馴れ初めや、仕事以外の匡輝について、根掘り葉掘り聞かれるに決まっている。

　

　休憩のたびに、依紗を標的と見なした同僚たちから逃げ回り、ついでに別の部署で軽く打ち合わせをした帰り道。

　廊下でばったり匡輝と遭遇した依紗は、彼に手を引かれるまま、普段からあまり人気の無い非常階段そばへ連れて来られた。

「もう……今は仕事中、ンッ、ですよ？　ん、ふぁ」

「少しくらい……はあ、構わないだろう？　ンッ、ちゅ……昼休憩になると、すぐ吉原たちに捕まって」

　二人きりになった途端、匡輝は依紗の腰を抱き寄せ、口紅が塗られた小さな唇にしゃぶりつく。

　理由はきっと、ここ数日、休憩時間になると同時に依紗が女性陣に捕まったり、仕事の兼ね合いから社内で逢瀬の時間が取れなかったせいだ。

　既に何度もやっていることとは言え、人目を忍んでイチャつくのは、やはりまだ恥ずかしいと、依紗は一人顔を火照らせ身動ぎを繰り返す。

　そんな抵抗も何のそのと、匡輝は腰を抱き寄せる腕に力を込め、より一層互いの身体を密着させた。

　息継ぎのために開いた唇から、難なく侵入してきた舌が、勝手知ったる口内を自由に動き、あっという間に愛撫が始まってしまう。

　そこから生まれる快感は、依紗の本能をすぐに刺激し、凝り固まった理性を溶かしていった。

「ん、はあっ……今日は、ンッ、一緒にご飯、食べましょう？　ぁん」

「はあ、ちゅ……ンンっ、そうだな」

　次第に彼女の意識は匡輝だけに向き、周囲への注意が散漫になった、その時。

　――バサバサッ！

「……っ！」

　離れた所から、突如何かが落ちる音が聞こえ、甘く濃密な雰囲気に呑み込まれていた依紗は、ハッと我に返った。

　思わずピクリと肩を揺らしながら、唇を離し自分を見つめる匡輝の顔を見上げる。

　数秒間、二人で見つめ合った後、恐る恐る音がした方を振り向けば、驚愕の表情を浮かべ、廊下の中央で立ち尽くす恭子と目が合う。

　彼女の足元には、さっきの音の原因だろういくつものファイルが散らばっていた。

「依紗……まさかとは思うけどさ。あ、あんたの旦那って……ま、まさ、か……」

　自分が落としたものに目もくれず、恭子は声を震わせながら、同じくガタガタと揺れが落ち着かない指先で友人の隣にいる上司を指差す。

　入籍はまだと言ったのに「婚約したなら、旦那も当然！」と、独自の理論を展開し、彼女はまだ見ぬ依紗の婚約者を、ここ数日〝旦那〟と呼んでいた。

（み、み……見られちゃった！）

　酷く狼狽える友人を目撃してしまった依紗は、瞬時に状況を理解し、ボッと身体の奥から湧き上がる羞恥の炎に身を焦がす。

　婚約者の正体がバレたことより、秘密のキスシーンを見られたことへの言いようのない恥ずかしさが、彼女の中で勝ったのだ。

「……っと……のっ」

　お互いを貪るようなキスの現場を目撃され、パニック状態のまま赤面する依紗の口から、言葉にすらならない音が微かに漏れる。

　すると、初心な反応をする婚約者を見つめていた匡輝は、不意にニヤリと口角を上げる。

　次の瞬間、彼女の腰を抱いていた片手を離した彼は、そのままスッとリンゴのような鮮やかな赤みが差した依紗の白い頬と顎に手をかける。

「そういうことだ」

　いまだ呆然と立ち尽くす恭子の方を向き、まるで見せつけるように依紗の顔を自分の方へ向けた匡輝は、もう幾度となく奪ってきた愛しく可愛い唇に、己のそれを重ねた。
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　この度は、数ある作品の中から拙作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　改めまして、当作品を執筆しました、雪ゆき宮みや凛りんと申します。

　今回、素敵なご縁に恵まれ、濃蜜ラブルージュ様にてお話を書かせていただきました。

　

　仕事場では鬼課長モード、でも二人きりになれば溺愛モードになってしまう。そんな課長と、彼の言動に戸惑いながら惹かれていく部下。

　そんな二人を意識しながら、今回のお話を書きました。

　担当様と何度も話し合いを重ね、様々なご指導をして頂き、執筆、そしてブラッシュアップと、最後まで楽しく作品を書き上げられたと思います。

　飲み会の夜をきっかけに始まる匡輝からの溺愛に、翻弄されまくりな依紗の姿は、書いている私自身とても楽しく、終始ニヤニヤしながら書いていました。

　戸惑うヒロインにニヤニヤしながらなんて、時々ヒーローと同調しているような錯覚に陥ります。

　レーベルの特色でもある濃厚なラブシーンも、ふんだんに盛り込みました。

　私自身、こんなに濃厚なラブシーンはかなりの挑戦だったのですが、楽しんでいただけたでしょうか？

　担当様のお言葉に甘えて、色々と書き足しているうちに、あっという間に文字数が増えていきました。

　軽く長編並みな分量になったと、書き上げた後に文字数を見て驚いた次第です。

　

　今回、表紙イラストを担当してくださったのは旭あさ炬ひこ先生です。

　意味深な視線をこちらへ向ける課長が「こいつは俺のものだぞ？」と言っているように思えてなりません。

　お名前を聞いた時から興奮しておりましたが、実際に依紗と匡輝の表紙イラストが手元に届いた時は、感動のあまりしばらく言葉が出ませんでした。

　依紗の胸元を覆う下着なのですが、実は私の方からリクエストしたものになります。

　本編で、依紗が匡輝のために勇気を出して買ったエッチな下着っぽさを出したいと思いまして。

　イラストを拝見しながら「リクエストしてよかった！」と、自分の判断を誉めました。

　

　最後に、依紗と匡輝の物語を見守ってくださった皆さまへ、多大なる感謝を。
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